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公益社団法人 全国国民健康保険診療施設協議会 

生活期リハビリテーションの効果的実施及び評価に関する調査研究委員会 

１. 事業目的 

（１） 事業の背景と実施目的 

１） 背景 

大幅な身体機能の改善が見込めない生活期の、特に高齢者に対するリハビリの効果は、急性

期・回復期のリハビリ効果を測定するための尺度では的確に測ることが困難であり、専門職の間でも

介入の結果を把握・共有し難いことが課題となっていた。更に他職種に対して効果を説明することは

一層困難であったため、ケアマネジャーをはじめとする介護職との共通理解をはぐくむことが阻害さ

れているという問題も生じていた。 

それらの課題解決の糸口として、これまで（公社）全国国民健康保険診療施設協議会（以下、国

診協という）が実施してきた特別養護老人ホーム利用者利用者を対象としたリハビリに関する調査研

究事業において、生活期のリハビリ効果に関する多くの示唆が得られている。例えば、ＦＩＭ1得点の

向上といった、身体機能の向上に関する定量的な効果がそのひとつであるが、それに加えて、表情

の変化や人間関係の変化といった、定性的な効果に関する意見も多数蓄積されてきている。これら

の「感想」や「実感」として出された内容をある程度定量的に測定可能な尺度にまとめ上げることがで

きれば、生活期のリハビリ効果の客観化・可視化につながる尺度が構成でき、生活期のリハビリ効果

を多職種間で共有することが可能になるものと考える。 

２） 目的 

本調査ではこれらの課題を解消する評価尺度として、これまでに蓄積された生活期リハビリの効

果に関する知見を活かして、新たに「暮らしぶりに関する評価尺度」を作成することとした。 

既存評価尺度と新たな評価尺度の２つにより、これまでは専門職の間でも共有が困難であった生

活期のリハビリの効果を可能な限り可視化することを試みたい。 

  

                                                      
1 Functional Independent Measure：日常生活動作の評価法の一つで、動作・認知・コミュニケー

ションなどを 18 項目に細分し、それぞれ 7 段階で評定する。 
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２. 事業�� 

（１） 調査研究事業の進め方 

１） 調査の方法 

３カ月ほど期間を区切ってモデル事業（訪問・通所リハビリサービス）を実施し、その前後で対象

者の変化を質問紙によって測定する。対象者は任意の介護サービス（訪問・通所リハ）利用者であり、

サンプル調査である。質問紙は協力者であるリハビリ専門職（ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ）が評価する。 

２） 調査対象者の選定 

調査を行う対象は訪問リハビリ又は通所リハビリ（デイケア）を利用している方とし、サービス利用

歴、要介護度、年齢等の制限は設けていない。10地域に協力を依頼し、各地域10～15名程度の利

用者を選定し、全体で 125名ほどのデータ取得を目標とした。 

３） モデル事業の内容と進め方 

最初に「希望調査シート」を用いて対象者のニーズと目標の再確認をする。希望調査シートは閉

じこもり評価尺度を参考に本委員会で作成したもので、生活空間の拡大に関連した「したいこと」が

20項目リストアップされたＡ４一枚のシートである。 

次に希望の実現に向けて目標を設定し、関係者相互で共有する。リハビリ専門職は補助具の適

応、環境調整、生活動作の改善、運動方法の指導、介助方法の指導を行う。また同時に、家族、近

隣住民、ケアマネジャー、介護職員など、対象者を取り巻く人々と連携し、リハビリについて理解を

促した上で、利用者の生活状況の改善を目指す。ごく簡単にフローを示すと以下のようになる。 

①ニーズの聴取→②ニーズ実現にむけた目標設定→③関係者への周知→④リハビリ

支援→⑤実現 

４）地域別協力者一覧 

 

  
合計* うち通所 うち訪問 併用

秋田県 市立大森病院
老健おおもり

雄物川クリニック
7 12 6 6 0

宮城県 涌谷町町民医療福祉センター 老健さくらの苑 5 15（2） 14 1 0

富山県 南砺市民病院
南砺市民病院　デイケアセンター

南砺市民病院　訪問看護ステーション
9 15 5 10 0

石川県
志雄病院
富来病院

志賀クリニック

サンビューかなざわ（老健）
デイケアはあとん

浅ノ川病院
訪問看護ステーションつくし

羽咋診療所

12 14（2） 8 5 1

長野県 組合立　諏訪中央病院 老健やすらぎの丘 11 16（1） 5 9 2

滋賀県 公立甲賀病院 病院が訪問リハを実施 5 15（1） 0 15 0

岡山県 市立吉永病院 病院が通所・訪問リハを実施 3 12（3） 8 4 0

広島県 公立みつぎ総合病院
老健みつぎの苑

訪問看護ステーションみつぎ
8 11（1） 7 4 0

香川県 三豊総合病院 老健わたつみ苑 8 21（4） 12 9 0

長崎県
平戸市民病院

松浦市立福島診療所
病院・診療所が通所・訪問リハを実施 4 16（1） 6 10 0

*（ ）内は、死亡・入院・転居などにより調査が途中で終了となった人数である。最終データにはこれらの人数を除いている。

所在地 国保直診 協力介護事業所など
リハビリ専門職

協力者数

調査対象者数
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５） 事業実施期間 

調査研究事業期間  ：平成 24 年７月～平成 25 年３月 

モデル事業実施期間 ：平成 24 年 10 月～平成 25 年１月 

（２） 事業で明らかにする内容（使用する評価尺度） 

 身体的側面・・・ＦＩＭ（Functional Independent Measure） 

 精神的側面・・・ＶＩ（Vitality Index） 

 認知的側面・・・ＭＭＳＥ（Mini-Mental State Examination） 

 社会的側面・・・ＬＳＡ（Life Space Assessment） 

 環境的側面・・・ＢＩＣ-11（Burden Index of Caregiver） 

 暮らしぶり・・・本委員会において新たに作成した尺度で、対象者の暮らしぶりを評価する

もの。暮らしぶりは客観的評価及び主観的評価の２側面から測定する。 

 暮らしぶりの定義と既存評価尺度との関係 

本調査では、国際生活機能分類（International Classification of Functioning 

Disability and Health、以下ＩＣＦという）の概念で生活機能を構成するとされる３つの要素

「心身機能」「活動機能」「参加機能」全てが重なる部分を生活の核であり、その人らしい生活を示

すものと捉えて「暮らしぶり」と定義し、その変化を図る尺度を新たに作成した。 

既存評価尺度と暮らしぶりに関する評価尺度の関係を図で示すと、下図ようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしぶりに関する評価尺度の作成過程と構成 

まず先行研究から抽出した内容を中心に、生活期のリハビリ効果を反映する項目を検討して

尺度項目案を作成した。次に、リハビリ専門職による作業グループを設け、実際のアセスメント視

点から項目を見直し、項目案の加除・修正を行い、最終的な評価項目を決定した。項目を作成

する過程で、①専門職が外形的に判断可能な生活の様子と②本人の主観によって判断される

べき生活の満足度の２種類の評価項目が抽出されたが、これらは評者主体が異なるため、質問

紙を２枚に分け、「利用者の暮らしぶりに関する評価①（客観）②（主観）」と名付けてまとめた。 

 

心身機能

活動機能 参加機能

背景因子（環境・個人）

★

ＬＳＡ

ＭＭＳＥ

★

★
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★ BIC-11
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３．調査研究の過程 

（１）委員会・作業部会の実施 

事前打合せ                               平成 24 年 8 月 28 日 
第一回委員会・作業部会合同会議         平成 24 年 9 月 12 日 
新たな尺度作成のための小作業部会          平成 24 年 10 月 17 日 
第二回作業部会                           平成 24 年 10 月 31 日 
第三回作業部会                           平成 24 年 12 月 27 日 
第四回作業部会                           平成 25 年 2 月 6 日 
第二回委員会・作業部会合同会議            平成 25 年 3 月 8 日 

（２）モデル事業の実施 

全国 10 地域で実施                 平成 24 年 10 月～平成 25 年２月 

（３）生活期リハビリの関する説明会 

モデル事業開催地域で実施            平成 24 年 10 月～11 月 

（４）モデル事業実施地域におけるヒアリングの実施 

全国 10 地域で実施                 平成 24 年 12 月～平成 25 年 2 月 
 

  

IV



V 
 

４. 事業結果 

（１） 調査対象者の基本属性 

性別・年齢・要介護度・リハビリ継続期間 

147名の対象者から、入院・死亡などでモデル事業の続行が不可能になった 15名を除いて、

最終的に 132名のデータが得られた。対象者の平均年齢は 77.0歳（SD＝10.2）で、男女別、訪

問・通所別構成比はそれぞれ約半数ずつであった。 

現在利用しているリハビリサービスの継続期間は、半年未満が 34名（26％）、半年以上１年未満

が 28名（21％）、１年以上２年未満が 19名（14％）、２年以上３年未満が９名（７％）、３年以上が 42

名（32％）となっていた。 

また、要介護度をみてみると、要支援１と２がともに 10名（７％）、要介護１が 29名（22％）、要介

護２が 28名（21％）、要介護３が 26名（20％）、要介護４が 21名（16％）、要介護５が８名（６％）とな

っていた。 

（２） 調査対象者の希望の聴取結果 

モデル事業では、「希望調査シート」を用いて、対象者がリハビリサービスを通じてどのような希

望を実現したいかを確認した(最も希望するもの１つを回答)。利用者の回答をまとめたのが以下

のグラフである。 

「その他」の内訳は、「車の運転」、「旅行」、「これからも元気でデイサービスに通いたい」、「階

段を上りたい」、「自宅で車椅子を使わないで生活する」、「杖で歩きたい」、「余暇を楽しむ」などで

あった。 
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8
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5
1

32
7

4
3
5
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0
3
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17

1. ベッドから出て食事をする

2. 新聞、雑誌や本を読む

3. 子どもや友人・知人などに手紙や電話をする

4. トイレで排泄する

5. 入浴をする

6. 通販などで買い物をする

7. 炊事、洗濯、掃除など家事をする

8. 庭の手入れや園芸のために外に出る

9. 体操などをする

10. 大工仕事や家の手入れをする

11. 外に散歩に行く

12. 外に買い物に行く

13. 子どもや親せき、友人や近所家を訪ねる

14. 町内会や趣味の集まりに参加する

15. 寺詣り、墓参り、協会への礼拝に参加する

16. 病院で受診する、又は薬を受け取りに行く

17. 孫や子ども、配偶者等の世話をする

18. 収入になる仕事や家業の手伝いをする

19. 農林漁業の作業をする

20. その他

希望調査の��結果

単位：人

ｎ＝132
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（３） 各評価尺度の前後差 

以下は、リハビリサービスの実施が調査対象者に及ぼす影響（効果）を確認するために、モデ

ル事業実施の前と後の２回にわたって各評価を実施した得点（合計得点の平均値）の結果を一覧

表にしたものである。比較を容易にするために、新たな評価尺度については、回答として設定した

４項目を 1～４点に振り替えて得点化し、合計得点を算出したところ、ＭＭＳＥを除く全ての尺度で

前後の得点に有意差が見られた。 

特に差が大きかったのは新たに作成した「暮らしぶりに関する評価」②（主観）であった。これは、

調査対象者の生活への満足感を主観的側面から測定したものであるが、前後差 1.3点の増加（有

意水準１％）となっており、満点のスコアが 40点であることを勘案すると、顕著な改善効果がみられ

たといえる。 

 
※ｐ値はＦＩＭは対応のあるｔ検定（両側）により、その他の尺度はウィルコクソンの符号付順位和検定（両側）

によって算出した。 

（４） 類型別に見た各評価尺度の前後差 

生活期リハビリの効果を上げやすい対象者像を明らかにする試みとして、調査対象者を一定の

類型に分け、それぞれの変化の特徴をみてみた。探索的に下記６つの類型に分けたところ、「３年

以上」では、前後差が他の類型と比較して小さくなる傾向が確認された。ただし、ＬＳＡについては

「３年以上」でむしろ他の類型より高くなっていた。また、「半年未満」と「３年以上」の希望調査シー

トへの回答を比較すると、「３年以上」では特に「外出」ニーズが多いことが示されていた。なお、「３

年以上」の要介護度構成比をみると、全体よりも軽度者がやや多かった。 

 

 訪問・・・・・訪問リハビリ利用者。通所リハビリ併用者は除く。 

 通所・・・・・通所リハビリ（デイケア）利用者。訪問リハビリ併用者は除く。 

 半年未満・・・リハビリサービス開始後半年未満の対象者。 

 ３年以上・・・リハビリサービス開始後３年以上の対象者。 

 軽度・・・・・要支援１、２及び要介護１、２の対象者を合わせたもの。 

 重度・・・・・要介護４、５の対象者を合わせたもの。 

  

ＦＩＭ ＶＩ ＭＭＳＥ ＬＳＡ ＢＩＣ-11 暮らしぶり① 暮らしぶり②

実施前
94.3 9.0 24.1 24.4 12.4 28.4 28.7

実施後
95.0 9.1 24.4 25.3 11.8 29.1 30.0

前後差/（満点）
0.7/（126） 0.1/（10） 0.3/（30） 0.9/（120） -0.6/（44） 0.7/（36） 1.3/（40）

ｐ値
0.030 0.030 0.499 0.072 0.072 0.000 0.000

ｎ数
132 132 123 132 123 130 128

** * *********
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（５） ヒアリング調査のまとめ 

多くのリハビリ専門職が生活期リハビリの効果は急性期・回復期と同じようには測ることができな

いと考えていることが分かった。特に「現状維持に関する積極的な評価」については、生活期を特

徴づける視点として、今後重視していく必要があると思われる。 

また、ヒアリング調査からはリハビリの効果を高めるためにリハビリ専門職に求められるのは「明

確な目標設定力と共有力」「アセスメント能力と説明力」「連携とコーディネート力」の３つであること

が浮き彫りになった。 

リハビリ専門職が単独で及ぼせる効果には限界があるが、これらの３つの能力を最大化して、心

身状態の維持・向上を切り口に地域全体で本人の生活を向上させる取り組みを行うことができれ

ば、大きな変化が期待できる。このような変化をもたらすプロセスは数値からは明らかにできないと

思われるので、参考となる取り組みを行っている各地の事例をまとめ、事例集を作成した。 

 

（６） モデル事業に関する考察 

今回の調査では、生活期リハビリの効果を可視化・測定することを目的として、生活期リハビリの

代表といえる訪問・通所リハビリの効果を測定することとしたが、調査期間の制約があったため、生

活期リハビリの効果が端的に表われるよう工夫したモデル事業を実施した。 

具体的には「希望調査シート」を用いて利用者のニーズを再確認し、希望の実現に向けた目標

を設定してリハビリ介入を行った。モデル事業のフローをごく簡単に示すと、 

 

①ニーズの聴取→②ニーズ実現にむけた目標設定→③関係者への周知→④リハビリ

支援→⑤実現 

 

となる。これらモデル事業の内容は、通常の介護保険サービスで実施されている内容を大きく

変更するものではないと想定していたが、ヒアリング調査では「希望調査シート」の有用性を指摘す

る意見が予想以上に多く出された。これらの意見は現在の訪問・通所リハビリサービスが改善する

余地を有しているということを示しており、モデル事業の実施によって、上記プロセスのうち、①②

③が軽視されていた現状が明らかになったと言える。 

今後生活期のリハビリサービスを充実させるためには、この点の改善についても考えていかな

ければならないと思われる。 
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５. 提� 

（１） 既存調査と新たな尺度に関する考察 

既存評価尺度でも、ＦＩＭ（身体的側面）、ＶＩ（精神的側面）、ＬＳＡ（社会的側面）、ＢＩＣ-11（環

境的側面）によって、ある程度生活期リハビリテーションの効果を測定することが可能であることが

判明したが、改善幅は小さく測定される傾向があった。一方、新たな評価尺度は既存尺度と比較し

て、前後の改善幅を大きく測定することができた。これは既存尺度が生活機能を構成する要素に

細分化してその一部を評価するものであったため、明確な効果が捉えにくかったのに対し、新たな

尺度ではＩＣＦ概念の生活機能を構成する３要素全てが重なる部分を生活の核であり、その人らし

さが最も表れる「暮らしぶり」と定義して測定したことによるものと思われる。 

つまり、生活期リハビリの効果を評価するためには、ＡＤＬだけでなく、本人の生活実感や満足

感といったＱＯＬの側面、更には家族や地域との関わりといった社会的側面をも含めた評価でなけ

れば測定できないことが、数値的にも裏付けられたと言えるのではないだろうか。 

例えば、新たな評価尺度で最も改善効果の高かった「食事が美味しいと感じますか」という項目

が改善するためには、体力が向上し、座位の耐久性が改善する（心身機能）、ベッドや車椅子など

の福祉用具が適切である（活動機能）、家族と一緒に食事をする（参加機能）、食欲を感じる（背景

因子・個人）、介護者の負担軽減により、利用者の嗜好に合う食事が提供できるようになる（背景因

子・環境）というような要因のうち、いずれか又は複数が改善していることが必要である。 

これら生活機能の各要素に働きかけ、全体として自立した生活を支援することが生活期リハビリ

の目指すところであるならば、その効果も包括的な視点（暮らしぶり）から測定されるべきであると考

える。 

（２） 生活期リハビリの効果を評価するための新たな尺度の提案 

本委員会では調査結果を踏まえて「暮らしぶりに関する評価尺度①②」を修正し、尺度の解説

と利用方法を付して最終的に「暮らしぶり評価尺度（Ａ）（Ｂ）」としてまとめた。今後は本尺度で生活

期リハビリの効果を測定することを提案したい。 

また、この評価尺度は単にアセスメントや効果測定のツールというだけでなく、生活期リハビリの

理念を簡潔に示したものでもあるから、多職種間で情報共有のツールとして活用することで、リハ

ビリの専門職でなくても自然と生活期リハビリの理念を体得することが可能になると考えている。 
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第２章
質問紙調査の結果
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第２章 質問紙調査の結果 

１. 質問紙調査のまとめ 

（１） 調査対象者の特徴 

要介護度は要支援１～要介護５まで全ての介護度の利用者を含んでいる。平均年齢は
77.0歳（SD＝10.2）であった。また、男女別、訪問・通所リハビリサービス利用者別の
構成比はそれぞれ約半数ずつであった。リハビリサービスの継続期間は、１年以上のも
のが半数以上を占めていた。 
147名の対象者のうち、入院・死亡などでモデル事業の続行が不可能になった15名の

データを除き、最終的に132名のデータが得られた。 

（２） 改善効果が見られた評価尺度とその内容 

質問紙による調査からは、以下の内容が明らかになった。 

ア. 既存評価尺度に関して 

 既存評価尺度では、ＭＭＳＥを除く全ての尺度について改善がみられた。生活期
リハビリの効果は身体的側面、精神的（意欲分野）側面、社会的側面、環境的側
面に及ぶが、認知的側面には影響を及ぼし難い可能性が示された。 

 身体的側面についてはＦＩＭで0.7点の改善が見られた。先行研究3での前後差
2.3点（５％の有意水準）及び2.0点（１％の有意水準）と比較すると、本調査
での改善幅は少なかった。その理由としては、先行研究の対象者と異なり、今回
の調査対象者は調査以前にもリハビリ支援を受けていたことが影響したと考えら
れる。今回の調査でも、リハビリサービス開始後「半年未満」4に限定すると、前
後で1.79点（５％の有意水準）増加しており、先行研究の結果と近い結果が出て
いた。類型別では「半年未満」と「重度者」に対する改善効果が顕著であった。

                                                 

3 Ｐ.７の先行研究を指す。どちらもこれまでリハビリ支援を受けたことのない特別養護老人ホ
ーム利用者に対し、３カ月のリハビリ支援を実施し、その支援効果として、ＦＩＭの前後差を
測定した。 

4本調査研究で恣意的に利用者を類型化したもの。６つの類型「訪問」「通所」「半年未満」「３
年以上」「軽度」「重度」の詳細についてはＰ.20を参照。 
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これらの結果から、ＦＩＭの改善は生活期においてはリハビリ開始から３～６カ
月程度の期間が最も顕著になること、特に要介護度が重い利用者で効果が大きく
表れやすいことが示唆された。 

 精神的側面については、ＶＩで測定し、こちらも改善傾向を示していたが、前後
差0.1点（５％の有意水準）とわずかであった。これは、ＶＩがＩＣＦ概念の生
活機能を構成する「背景因子」のみを測定する尺度であることが影響しているの
ではないかと推測する。 

 社会的側面を測るＬＳＡでは前後差0.9点増加（10％の有意水準）と改善を示し
ていた。今回のモデル事業では生活空間を広げることに焦点化した目標を立てた
ため、活動性が低下しがちな冬季に実施した調査であったにもかかわらず、改善
結果につながったと考えられる。また、年末年始を挟んだことから、デイケアの
休みなどで活動性が極端に低下する対象者と、家族の協力で特別な外出があった
対象者（全介助であっても遠出すると高得点となる）で差が出ており、統計的な
有意差が出にくくなっていると思われる。そこで極端な外れ値として、前後差が
最も大きかったもの上下２つずつのデータを除いて検定したところ、1.0点の増
加（５％の有意水準）となった（ｎ＝128）。 
類型による効果の差としては、重度者の前後差が極端に大きかった点に特徴が
ある。これは、もともと身体機能高い利用者の機能が改善して外出の機会が増大
するよりも、他者の援助を受けて外出する重度者の変化のほうが早く効果として
表れることによるものと推測される。 

 環境的側面はＢＩＣ-11によって、家族の介護負担感を測定した。BIC-11 では 0.6
点の減少（10％の有意水準）となっており、リハビリ専門職の関与によって介護
者の負担感が軽減したことが示された。 
また、先行研究5の在宅介護者（介護サービスを受けているかどうかを問わない）
に対するアンケート調査では、平均スコアが15.6点（ｎ＝1130）であったが、本
調査では実施前の状態で既にそれより3.2点低い12.4点であった。本調査の対象
者は訪問・通所リハビリサービスを受けている者に限定されているため、調査開
始時に既にリハビリ専門職の関与によって介護者の負担感が軽減している可能性
も推測できる。 

                                                 

5 国診協「家族介護者の実態と支援方策に関する調査研究事業」老人保健健康増進等事業，
2011 
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イ. 新たな尺度（暮らしぶりに関する評価）に関して 

 既存の評価尺度と比較して、暮らしぶりに関する評価尺度①（客観評価）、②（主
観評価）ともに明らかな改善傾向を示していた。また、①より②のほうが改善傾
向がより顕著であった。 

 特に大きな改善効果がみられたのは、①では「表情」、「離床時間」、「意思表
出」であり、②では「食事」、「体調」、「気分」であった。②についてはこれ
以外にも睡眠を除く全ての項目で顕著な改善を示していた。 

 尺度の項目の中には有意差が見られない項目もあり、①の「食事形態」、「会話」、
「交友関係」、②の「睡眠」には有意差が見られなかった。ただし、生活機能は
生活期にあっては何もしなければゆるやかに低下していくから、わずかであって
も改善が見られたというのは状態を維持することに成功している、とも解釈可能
である。また、ヒアリング調査ではこの現状維持を生活期の効果として捉えなお
すべきであるとの意見が多くあげられていた。①の「食事形態」、「会話」、「交
友関係」はわずかに増加していた。 

 ほぼ全ての類型で有意差が検出でき、既存評価尺度と比較して、類型による差に
左右されずに効果測定に利用することが可能と思われる。また、「３年以上」で
は暮らしぶりに関する評価尺度①に有意差が見られなかったことから、①は長期
間リハビリを継続している利用者に対しては、効果を測る尺度として適さない可
能性もある。 

（３） 効果に影響を与える要因の分析 

質問紙調査の結果、生活期リハビリの効果に対して影響を及ぼす要因として、以下の
ことが推測される。 

 「全体」、「半年未満」、「３年以上」の結果を比較した結果、リハビリ開始か
らの期間が効果に影響を与えることが推測できる。 
「半年未満」では多くの尺度で最も大きな前後差が示されていた一方で「３年以
上」ではその50～15％程度の改善幅にとどまっていた。 
また、「３年以上」ではＦＩＭやＢＩＣ-11、暮らしぶりに関する評価尺度①な 

ど、改善効果が見られない尺度がある半面、ＶＩやＬＳＡ、暮らしぶりに関する
評価尺度②など、大きな前後差が表れていた尺度があった。また、希望調査シー
トへの回答結果から「３年以上」と「半年未満」ではニーズが異なることも示さ
れており、生活期の中でもリハビリ開始間もない利用者と長期にわたりリハビリ
を受けている利用者ではニーズや目標が異なり、効果の表れ方や表れるところが
異なることが推測できる。 

 要介護度が効果に影響を与えることが示された。ＦＩＭ、ＶＩ、ＬＳＡでは「軽
度」と「重度」では前後差に大きな開きが見られ、心身機能や意欲に対するリハ
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ビリ効果は軽度者に対して大きく表れ、生活空間の拡大などは軽度者よりも重度
者で大きく表れることが示された。 
また、暮らしぶりに関する評価尺度では両者の得点差はほとんど見られなかっ
たことから、要介護度に関わらず効果を評価することが可能であると考えられる。 

（４） リハビリ専門職の変化 

リハビリ専門職の目標達成と他職種連携に対する姿勢については、以下のことが明ら
かになった。 

 モデル事業開始前にも目標設定を重視する傾向があるが、モデル事業の実施によ
り、更に改善した。また、利用者のニーズを把握するために「希望調査シート」
（リスト化されたメニューを提示して選んでもらう方法）が非常に有効であった。 

 他職種連携については不要と考えているリハビリ専門職はほとんどおらず、「紙
面や電話での情報のやり取り」が多くなされていたが、連携の内容は不十分と感
じているリハビリ専門職も多かった。 

 リハビリ専門職であっても、生活期リハビリの効果を限定的に捉えていた。家族
や環境を含めた「暮らしぶり」に変化をもたらすこともリハビリ専門職の役割だ
と自覚しているものは少なかったが、モデル事業を通じて変化が見られた。 

（５） 課題 

 モデル事業では介護保険サービスの利用回数や時間の変更を避け、差異を小さく
抑えるよう配慮したが、通常のリハビリサービスと異なった介入内容となってい
る可能性があるため、今回の調査結果を介護保険で提供されている訪問・通所リ
ハビリサービスの効果に敷衍するためには、モデル事業を介さない２次調査によ
って確認する必要がある。 

 ＬＳＡの結果から、短期間で発現しやすい効果と、ある程度発現までに時間のか
かる効果とがあることが推測されるが、今回の調査では３カ月間の介入で測定可
能な効果に限定されている可能性がある。今回効果がみられなかった尺度や項目
も、より長期間の調査であれば有意差が見られる可能性もあるため、リハビリサ
ービスの効果を正確に測定するためには、更に長い期間（半年～１年）の前後差
を確認する必要があると思われる。 

 今回の調査では「訪問」のほうが「通所」よりも要介護度が高い利用者が多かっ
たが、両者ではおそらくリハビリサービスに求める内容や家族像も異なると思わ
れる。本調査では両者の違いと効果の関係を明らかにするまでは至らなかったの
で、今後の課題としたい。 

 本調査では、期間中に死亡・入院などでモデル事業が継続できなくなった対象者
のデータを除いている。生活期においては、心身機能の低下は避けることができ
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ないものであるから、今後は期間中に急激に機能低下をきたした対象者のデータ
も調査結果に算入できるような工夫が必要であると考える。 
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２. 調査対象者及び協力者の基本属性 

（１） 調査対象者（リハビリサービス利用者）の基本属性 

調査対象者は、訪問・通所リハビリサービス利用者を組み合わせて、10地域にわたり
各10～20名ほど、全体で147名を選定した。期間中に死亡・入院・転居等の理由により、
モデル事業の継続が困難になった15名を除き、最終的に132名（訪問リハビリ64名、
通所リハビリ66名、併用２名）のデータが得られた。 

性別・年齢・要介護度・サービス継続年数 
対象者の性別は男性68名（52％）、女性64名（48％）となっている。平均年齢は77.0

歳（SD＝10.2）で、年代別の構成は50歳代７名（５％）、60歳代21名（16％）、70歳
代 42名（32％）、80歳代 52名（39％）、90歳代 10名（８％）であった。 
現在利用しているリハビリサービスの継続期間は、半年未満が34名（26％）、半年以

上１年未満が28名（21％）、１年以上２年未満が19名（14％）、２年以上３年未満が
９名（７％）、３年以上が42名（32％）となっていた。 
また、要介護度をみてみると、要支援１と２がともに10名（７％）、要介護１が29

名（22％）、要介護２が28名（21％）、要介護３が26名（20％）、要介護４が21名（16％）、
要介護５が８名（６％）となっていた。 
 

 

ｎ＝132 
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（２） 調査対象者の希望の聴取結果 

モデル事業では、「希望調査シート」を用いて、対象者がリハビリサービスを通じて
どのような希望を実現したいかを確認した。利用者の回答をまとめたのが以下のグラフ
である。 
希望調査シートは閉じこもり評価尺度を参考に本委員会で作成したもので、生活空間

の拡大に関する以下の20項目が列挙されたＡ４一枚のシートである。利用者には最も希
望するものを１つ回答してもらった。本人や家族から希望が出にくい場合はリハビリ専
門職が協力してニーズの掘り下げを行い、希望決定の相談に乗りながら聴取した。 
回答の中では、「11.外に買い物に行く」が最も多く、32名が希望していた。次に多

かったものは「その他」で、17名が希望していた。 
「その他」の内訳は、「車の運転」、「旅行」、「これからも元気でデイサービスに

通いたい」、「階段を上りたい」、「自宅で車椅子を使わないで生活する」、「杖で歩
きたい」、「余暇を楽しむ」などであった。 
「４.トイレで排泄する」は３番目に希望が多く、16名が希望していた。 
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（３） リハビリ専門職の基本属性 

事業に参加したリハビリ専門職は10地域合わせて72名であり、その内訳は男性34
名（47％）、女性38名（53％）となっている。  
また、職種の構成は、理学療法士（PT）48名（67％）、作業療法士（OT）22名（30％）、

言語聴覚士名（ST）２名（３％）となっていた。 
平均年齢は34.6歳（SD＝7.2）で、年齢別の構成は20歳代 20名（28％）、30歳代 36

名（50％）、40歳代 14名（19％）、50歳代２名（３％）となっており、30歳代が半数
近くを占めていた。 
また、リハビリ専門職としての経験年数は平均11.8年（SD＝7.4）であった。 
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３. 調査対象者の評価結果  

（１） 各評価尺度の前後差 

以下は、リハビリサービスの実施が調査対象者に及ぼす影響（効果）を確認するため
に、モデル事業実施の前と後の２回にわたって各評価を実施した得点（合計得点の平均
値）の結果を一覧表にしたものである。比較を容易にするために、新たな評価尺度につ
いては、回答として設定した４項目を４～1点に振り替えて得点化し、合計得点を算出し
た。それぞれの尺度は構成も満点も異なるため、前後差の大小を同列に論じることは困
難であるが、ＭＭＳＥを除く全ての尺度で前後の得点に有意差が見られた。 
特に差が大きかったのは新たに作成した「暮らしぶりに関する評価」②（主観）であ

った。これは、調査対象者の生活への満足感を主観的側面から測定したものであるが、
前後差1.3点の増加（有意水準１％）となっており、満点のスコアが40点であることを
勘案すると、顕著な改善効果がみられたといえる。 
ＦＩＭは前後差0.7点の増加（有意水準５％）となっており、顕著ではないものの、

ＡＤＬの改善も生活期のリハビリ効果として想定される結果となった。 
ＶＩは前後差0.11の増加（有意水準５％）となっており、意欲向上効果も示された。 
ＭＭＳＥについては有意差が見られなかった。 
ＬＳＡは0.9点の増加（有意水準10％）となっており、改善を示していた。なお、外

れ値として前後差が極端に大きかった４データを除いて検定したところ、1.0点の増加
（有意水準５％）の結果が出た。 
ＢＩＣ-11は 0.6点の減少（有意水準10％）となっており、リハビリサービス利用に

よって介護者家族の負担感が軽減される可能性が示された。 
暮らしぶりに関する評価①は0.7点の増加（有意水準１％）となっており、暮らしぶ

りに関する評価②同様、新たな評価尺度は既存評価尺度と比較して、前後差も大きく、
有意性も高い確率を示した。 

** * *********

 

※ｐ値はＦＩＭは対応のあるｔ検定（両側）により、その他の尺度はウィルコクソンの符号付順位和検
定（両側）によって算出した。 
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（２） 類型別に見た各評価尺度の前後差 

生活期リハビリの適応効果を上げやすい対象者像を明らかにする試みとして、調査対
象者を一定の類型に分け、それぞれの変化の特徴をみてみた。本調査では探索的に下記
６つの類型に分けた。 
 

 訪問・・・・・訪問リハビリ利用者。通所リハビリ併用者は除く。 
 通所・・・・・通所リハビリ（デイケア）利用者。訪問リハビリ併用者は除く。 
 半年未満・・・リハビリサービス開始後半年未満の対象者。 
 ３年以上・・・リハビリサービス開始後３年以上の対象者。 
 軽度・・・・・要支援１、２及び要介護１、２の対象者を合わせたもの。 
 重度・・・・・要介護４、５の対象者を合わせたもの。 
 
類型ごとの特徴をみてみると、「訪問」で有意差の見られたのは、新たに作成した暮

らしぶりに関する評価尺度の①②のみであった。 
「通所」で有意差が見られたのはＦＩＭ、ＬＳＡ、ＢＩＣ-11、暮らしぶりに関する評

価尺度①②であった。 
「半年未満」で有意差が見られたのはＦＩＭ、暮らしぶりに関する評価尺度①②であ

った。また、統計的に優位な差とは言えないものの、ＭＭＳＥとＬＳＡを除く全ての尺
度で最も前後差が大きくなっており、改善効果が大きく出る傾向にある類型であること
が示された。これは、在宅移行後間もない時期はリハビリ効果が見えやすい、というリ
ハビリ専門職の実感とも合致する。 
「３年以上」ではＦＩＭ、ＶＩ、ＬＳＡ、暮らしぶりに関する評価尺度②について有

意差が見られた。この類型は他の類型と異なり、暮らしぶりに関する評価尺度①につい
ての有意差がみられなかった。長期にわたりリハビリを継続している利用者は、暮らし
ぶりに変化をもたらすことが難しいということが推測できる。 
「軽度」ではＦＩＭを除く全ての尺度で有意差が見られた。ＦＩＭで有意差が出なか

ったのは、実施前のスコアが全ての類型の中で最も高いため、天井効果の影響があった
のではないかと推測される。また、「半年未満」ほどではないが、前後差が他の類型と
比較すると高くなっている。 
「重度」ではＦＩＭ、ＬＳＡ、暮らしぶりに関する評価尺度①②で有意差が見られた。

ＬＳＡで前後差が非常に大きいのは、調査時期が年末年始と重なったため、自分で動く
ことができない重度者では特に年末年始の特殊な環境の変化（デイケアの休みや年末年
始の特別な外出）が結果に大きく影響していることが推測されるので、考察する際はこ
の点を除外する必要があると思われる。 
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【ＦＩＭ 身体機能評価】 

***** **** **

 
【ＶＩ 意欲評価】 

**** **

 
【ＭＭＳＥ 認知機能評価】 

**

 
【ＬＳＡ 生活空間評価】 

**** * *

 
【ＢＩＣ-11 多次元介護負担感】 

* ***
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【暮らしぶりに関する評価尺度①】 

*** ** *** *** ****

 
【暮らしぶりに関する評価尺度②】 

*** *** *** *** ****** **

 
※* : p < .1 ,   ** : p < .05 ,   *** : p < .01 
※全体の集計には訪問・通所リハビリの併用者を加えて算出しているが、「通所」「訪問」
別の集計からは併用者を除いている。 
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参考：類型別要介護度構成の比較 
全体と要介護度の構成を比較すると、「半年未満」がほぼ同じであるのに対し、３年

以上では、要支援者の割合がやや高くなっている。また、「訪問リハビリ」では重度者
が多く、「通所リハビリ」では軽度者が多いことが分かる。 
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 参考：長期リハビリ継続者のニーズ 
リハビリサービスを利用して間もないものと長期間利用しているものでニーズに違い

があるのかを明らかにするために、「半年未満」と「３年以上」それぞれの希望調査シ
ート結果をみてみたところ、「半年未満」では排泄や食事、家事など自宅内での可動領
域の拡大を希望する意見が多いのに対し、「３年以上」では外出に対するニーズが高い
ことが分かった。「３年以上」に比較的軽度者が多いことが影響している可能性もある
が、リハビリ開始当初はまず自宅での安全な生活の拡大がテーマになり、その後は社会
と関わる外出にニーズが移行すると考えられる。 
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（３） 新たに作成した評価尺度の詳細結果 

以下は、本委員会で新たに作成した暮らしぶりの変化を図る尺度について、項目別に
前後差の比較を試みたグラフである。前後差は各項目をそれぞれ上から４～1点に振り替
えて得点化して比較した。 

ア.  暮らしぶりに関する評価尺度①の項目別前後差比較 

①は利用者の状態を外形的に判断して評価するもので、「食事形態」、「ムセ」、「摂
食意欲」、「離床時間」、「意思会表出」、「会話」、「家族関係」、「交友関係」の
９項目から成る。「食事形態」、「会話」、「交友関係」では有意差が見られなかった
が、その他の項目では有意差が見られ、最も顕著な改善を示したのが「表情」、次いで
「離床時間」と「意思表出」であった。  

3.85 3.50 2.98 3.09 3.02 3.40 2.95 2.53 3.02 

3.86 3.49 3.00 3.21 3.20 3.52 3.02 2.64 3.12 

0.02 -0.02 0.02 0.12 0.18 0.12 0.07 0.11 0.10 

p
Wilcoxon signed-rank test

.0051 .0022 .0184 .0008 .0007 .2145 .0441 .427

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 
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イ. 暮らしぶりに関する評価尺度②の項目別前後差比較 

②は利用者の実感から暮らしぶりの満足度を評価するもので、「体調」、「食事」、
「睡眠」、「排泄」、「気分」、「体の痛み」、「恐怖感」、「楽しみ」、「自己実現」、
「（リハビリの）効果実感」の10項目から成る。「睡眠」を除く全ての項目で有意差が
見られ、どの項目も平均0.1点以上改善が見られた。特に「食事（食事が美味しいと感
じますか」は改善が大きく、前後差0.23点の増加となっていた。 

2.78 3.24 3.26 3.04 3.16 2.70 2.70 2.63 2.18 2.98 

2.95 3.46 3.22 3.16 3.33 2.83 2.80 2.73 2.34 3.13 

0.17 0.23 -0.04 0.12 0.17 0.13 0.10 0.10 0.16 0.15 

p
Wilcoxon signed-rank test

.0064 .0002 .4279 .0214 .0024 .036 .0998 .0585 .0044 .0027

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

n=128

 

 

ウ. 暮らしぶりに関する評価①の項目別回答者数 

暮らしぶりに関する評価尺度は①（客観）②（主観）の２つにわかれているが、②（主
観）は全ての項目の回答を「全くそう思わない」「あまりそう思わない」「ややそう思
う」「非常にそう思う」の４件法で尋ねているのに対し、①（客観）については、各項
目の回答内容は全て異なっており、また、４つの回答内容は必ずしも段階的なものでは
なく、項目が異なれば同一の点数として比較することはできない。そのため①（客観）
については得点の差とは異なった観点からも効果を確認する必要があると考える。以下
に、実施前後の回答者数の状況（変化）をグラフにし、各項目の説明と共に示した。 

ア. 食事形態 
食事形態は、実施前、実施後とも、９割近くが「普通食」であり、有意な差が見られ

なかった。先行研究で食事形態の変化が生じたという意見が複数あったため作成した項
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目であったが、特養入所者と訪問・通所リハビリサービス利用者の心身状態に差があり、
本調査では普通食を摂取する割合が多かったため、変化が表れなかったと考えられる。 
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イ. ムセ 
ムセは、得点でみると0.2点の減少となり、わずかに悪化した。その内訳としては１

段階低下したものが６名、改善したものが４名となっていた。嚥下機能はリハビリ介入
があっても低下をきたしやすいことが示された。 
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ウ. 摂食意欲 
前後差は小さいものの、有意な改善傾向がみられた。「自らすすんで食べる」の２名

が「食べる勢いがありおかわりすることもある」に改善したように見えるが、低下した
ものが５名、改善したものが７名となっていた。改善したものと低下したものが混在し
ており、ムセ同様、リハビリ介入による改善が困難な項目であることが推測される。 
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エ. 離床時間 
比較的明らかな改善傾向のみられた項目である。また、他の項目と異なり、低下・改

善の幅が大きく、３段階低下・増加したものがそれぞれ１名いた。 
訪問・通所共にリハビリ専門職が関われる時間は短時間であるが、効果が1日の暮ら

しぶり全体に波及していくことを示す項目と思われる。 

9
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オ. 表情 
最も顕著な改善傾向が見られた項目であり、24名が改善を示した。先行研究でも多く

の介護職、リハビリ専門職から実感したと報告のあった項目である。 

0

10

84

36

2

16

89

23

0 20 40 60 80 100

. ***

 

カ. 意思表出 
コミュニケーションに対する意欲や社会性を評価する項目で、比較的明らかな改善傾

向が見られた。また、この項目は改善したものが15名いた反面、低下したものがいなか
った。他の要因に左右されず、リハビリ介入によって改善効果が見込まれる項目である。 
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キ. 会話 
前後の得点差について統計的な有意性は認められなかったが、13名が改善していた。

また、２段階改善が見られた者が４名いた。必要最小限の会話だけだったがものが減少
し、会話量が増えたことが示された。 
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ク. 家族関係 
生活期リハビリの効果は、個人を取り囲む環境にも及ぶという仮定を裏付けるために

作成した項目である。明らかな効果がみられ、17名が改善を示した。 
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ケ. 交友関係 
先行研究ではリハビリ介入によって、利用者を取り囲む人間関係にも変化が生じるこ

とが示されてきていた。今回の調査では有意差は見られなかったが、12名が改善を示
した。 
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４. リハビリ専門職の変化 

（１） リハビリ専門職の目標達成及び他職種連携の状況と変化 

以下は、調査協力者であるリハビリ専門職に対してモデル事業実施前後の目標達成状
況と関係職種との連携・役割分担について尋ねた結果をまとめたものである。 
問１の「リハビリを実施する際の支援課題や達成目標について、普段どのように感じ

ていますか」という問いはリハビリ専門職が目標設定をどれだけ重要視しているかを確
認するために作成した。これに対して、「支援課題に取り組むが、目標を見失うことが
よくある」と答えた専門職は実施前にも11名と多くはなく、リハビリ専門職が目標設定
を重視していることがうかがえるが、実施後には６名に減少しており、改善の余地もあ
ることが示された。また、「総合的な目標に向けて対応している」と答えた専門職は実
施前に14名であったのが実施後には23名に増加していた。 
問２の「関係職種との役割分担について教えてください」との問いは、目標設定が明

確になれば、他職種連携が促進されることを想定して設定した。これに対しては、「リ
ハビリ単独で活動できる」と実施前は２名が回答していたが、実施後には０名となって
いた。また、「関係職種との連携がはかれている」との回答は実施前に23名であったの
が実施後には28名に増加していた。 
モデル事業で希望調査シートによるニーズ把握と目標設定の明確化を行ったことによ

って、リハビリ専門職にも目標達成状況と関係職種との連携状況の改善効果があると考
えられる。 

【問１の回答結果】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問２の回答結果】 
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（２） リハビリ専門職が感じた生活期リハビリの効果 

生活期のリハビリの効果に対して、モデル事業実施前後でリハビリ専門職の考え方に
変化が生じたか確認したところ、「ややそう思う」と回答したのが３名、「非常にそう
思う」と回答したのが34名となっており、両者の合計は全体の51％となっていた。 
具体的にどのような視点に変化があったのかについて自由記述により回答してもらっ

た結果では、身体の改善から暮らしぶりの改善へと生活期のリハビリ効果をより広く捉
える視点を新たに獲得したことや、現状維持に対する肯定的な視点に気付かされた、と
いう意見があり、訪問・通所リハビリサービスに関わってきたリハビリ専門職でも、新
たな視点で効果を捉えなおす可能性があることが示された。 

3 4%

34 47%
31 43%

4 6%

 

暮らしぶりの変化に対する視点 

 FIMなどの点数上は大きな変化がなくても、日常生活でできること（例：トイレ
の移乗）の回数が増えると、家族の介護負担の改善が普段の会話から実感でき
た。そのため、リハビリはＦＩＭ等の数値を改善させるだけのものではないと
考えが変化した。 

 利用者の変化だけでなく家族の生活の変化もみることが大事だと思った。 

 家族の介助量も聞くことが大切だと思った。 

 身体面の変化を中心に考えていたが、趣味活動への関わりで、生活の張りや、
やりがいを感じてもらうことができた。 

現状維持に対する肯定的な視点 
 ヒアリングで現状維持もリハビリ効果と聞き、維持も効果だと考えられるよう
になった。利用者からも「維持できているのはリハビリのおかげ」と言われ、
自分自身の考えが変わり、自信を持って対応している。 
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参考資料（ＦＩＭの類型別前後差の詳細など） 
 
Ｐ.32～37のグラフは結果の考察には用いなかったが、参考のために掲載する。 
 
ＦＩＭ平均得点 （全体）** 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ

6.15 5.29 3.90 4.75 4.61 5.12 5.57 5.72 5.39 5.35 3.98 4.65 3.26 6.29 6.30 6.34 5.80 5.86 

6.17 5.32 3.95 4.83 4.67 5.16 5.60 5.77 5.46 5.39 4.01 4.73 3.25 6.29 6.31 6.36 5.86 5.89 

0.02 0.03 0.05 0.08 0.07 0.04 0.03 0.05 0.08 0.05 0.02 0.08 -0.01 0.00 0.02 0.02 0.05 0.02 

p .1807 .3477 .0343 .1322 .2346 .3712 .2868 .1807 .0408 .1342 .4074 .0495 .7403 .3192 .2584 .0343 .1807

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

7.00 
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ＦＩＭ平均得点（訪問） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ

5.69 4.58 3.13 3.92 3.86 4.45 4.98 5.14 4.84 4.81 3.36 3.94 2.64 6.31 6.31 6.30 5.72 5.92 

5.73 4.59 3.16 3.92 3.89 4.44 5.02 5.20 4.88 4.81 3.34 3.98 2.59 6.33 6.31 6.30 5.77 5.94 

0.05 0.02 0.03 0.00 0.03 -0.02 0.03 0.06 0.03 0.00 -0.02 0.05 -0.05 0.02 0.00 0.00 0.05 0.02 

p .1818 .7657 .3211 .7754 .8292 .5313 .2886 .5313 .7417 .2601 .1818 .5678 .1818 .3211

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

7.00 

 

ＦＩＭ平均得点 （通所）*** 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ

6.61 6.00 4.71 5.64 5.41 5.85 6.11 6.27 5.97 5.92 4.65 5.42 3.92 6.30 6.30 6.36 5.88 5.80 

6.61 6.05 4.79 5.76 5.50 5.91 6.14 6.30 6.08 6.00 4.71 5.48 3.95 6.27 6.33 6.41 5.94 5.83 

0.00 0.05 0.08 0.12 0.09 0.06 0.03 0.03 0.11 0.08 0.06 0.06 0.03 -0.03 0.03 0.05 0.06 0.03 

p .260 .0582 .0197 .0328 .1029 .321 .4184 .0515 .0242 .0446 .2083 .321 .321 .1589 .1817 .1029 .321

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

7.00 
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ＦＩＭ平均得点（サービス開始後半年未満）* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＩＭ平均得点 ３年以上 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ

6.26 5.55 4.19 4.95 4.95 5.31 5.74 5.86 5.71 5.69 4.43 5.10 3.50 6.14 5.98 6.12 5.79 5.67 

6.31 5.57 4.26 5.00 5.02 5.33 5.76 5.86 5.71 5.71 4.50 5.12 3.52 6.14 6.00 6.14 5.83 5.71 

0.05 0.02 0.07 0.05 0.07 0.02 0.02 0.00 0.00 0.02 0.07 0.02 0.02 0.00 0.02 0.02 0.05 0.05 

p .1598 .3232 .0832 .1598 .0832 .3232 .3232 .3232 .0832 .570 .570 .3232 .3232 .1598 .1598

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

7.00 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ

6.30 5.36 3.85 4.73 4.45 5.12 5.76 5.73 5.18 5.27 4.06 4.39 3.18 6.30 6.39 6.39 5.70 5.88 

6.30 5.42 3.88 4.94 4.79 5.21 5.88 5.82 5.39 5.42 4.06 4.61 3.18 6.36 6.45 6.42 5.79 5.91 

0.00 0.06 0.03 0.21 0.33 0.09 0.12 0.09 0.21 0.15 0.00 0.21 0.00 0.06 0.06 0.03 0.09 0.03 

p .4226 .3248 .0897 .0193 .2632 .2108 .1837 .1093 .0575 .1285 .1605 .1605 .3248 .1837 .3248

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

7.00 
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ＦＩＭ平均得点 軽度 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ

6.66 6.12 5.00 5.84 5.82 6.25 6.38 6.43 6.27 6.25 4.92 5.57 4.00 6.49 6.51 6.48 6.03 6.03 

6.70 6.13 5.09 5.84 5.83 6.22 6.36 6.43 6.35 6.29 4.95 5.61 4.01 6.47 6.52 6.49 6.09 6.06 

0.04 0.01 0.09 0.00 0.01 -0.03 -0.01 0.00 0.08 0.04 0.03 0.04 0.01 -0.03 0.01 0.01 0.06 0.04 

p .0832 .7652 .0339 .8631 .6727 .5671 .1346 .1814 .5306 .2595 .7081 .4178 .5671 .5671 .0583 .1814

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

7.00 

8.00 

 
ＦＩＭ平均得点 重度 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ

4.69 3.52 1.97 2.59 2.24 2.59 3.14 3.52 3.00 2.86 2.00 2.24 1.66 5.66 5.72 5.69 5.17 5.21 

4.72 3.55 1.97 2.83 2.28 2.76 3.21 3.62 3.14 2.97 2.03 2.45 1.66 5.72 5.72 5.76 5.24 5.21 

0.03 0.03 0.00 0.24 0.03 0.17 0.07 0.10 0.14 0.10 0.03 0.21 0.00 0.07 0.00 0.07 0.07 0.00 

p .3259 .3259 .0322 .7125 .0572 .1609 .1843 .1033 .3259 .3259 .110 .1609 .3259 .3259

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

7.00 
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暮らしぶりに関する評価①（訪問） 

3.79 3.44 2.94 2.89 2.95 3.43 2.95 2.54 2.84 

3.84 3.42 2.94 3.05 3.10 3.54 3.02 2.61 2.90 

0.05 -0.02 0.00 0.16 0.14 0.11 0.06 0.07 0.06 

p
Wilcoxon signed-rank test

.1797 .1088 .0117 .0593 .0181 .4838 .1775 .5839

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

 

 

暮らしぶりに関する評価①（通所） 

3.89 3.55 3.03 3.28 3.11 3.42 2.98 2.54 3.15 

3.88 3.54 3.06 3.34 3.31 3.54 3.05 2.69 3.29 

-0.02 -0.02 0.03 0.06 0.20 0.12 0.06 0.15 0.14 

p
Wilcoxon signed-rank test

.3173 .018 .0679 .3343 .0072 .0117 .3743 .1128 .0284

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 
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暮らしぶりに関する評価②（訪問） 

2.66 3.18 3.19 2.85 2.98 2.68 2.56 2.50 1.94 3.00 

2.84 3.41 3.27 3.00 3.18 2.84 2.69 2.63 2.11 3.18 

0.18 0.23 0.08 0.15 0.19 0.16 0.13 0.13 0.18 0.18 

p
Wilcoxon signed-rank test

.040 .0129 .0003 .0546 .0186 .072 .1506 .0692 .000 .0128

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

n=62

 

 

暮らしぶりに関する評価②（通所） 

2.88 3.30 3.33 3.23 3.33 2.73 2.83 2.75 2.44 3.00 

3.05 3.53 3.17 3.33 3.48 2.83 2.91 2.83 2.59 3.11 

0.17 0.23 -0.16 0.09 0.16 0.09 0.08 0.08 0.16 0.11 

p
Wilcoxon signed-rank test

.0658 .0051 .0367 .1823 .0494 .2514 .372 .3259 .0883 .0995

-1.00 

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 
n=64
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第３章 ヒアリング調査 

１. ヒアリング調査のまとめ 

（１） ヒアリング調査の方法と期間 

ヒアリング調査は、平成24年 12月～25年２月にかけて行い、モデル事業を実施した
10地域全てに対して行った。国保直診の会議室等において、モデル事業の協力者と本委
員会委員が同席の上、各回２時間程度で実施した。 
ヒアリング調査は、リハビリサービスの実行プロセスから生活期リハビリの効果を浮

き彫りにすることを目的として実施した。そのため、事例報告を中心に進め、利用者ニ
ーズの把握方法、目標の実現に向けてどのような介入を行ったか、リハビリ専門職や利
用者に関わる人々の変化などを聞き取った。これらの事例は匿名性を担保するために、
地域ごとにまとめず、事例集の形式でテーマごとにまとめた。 
その他、生活期リハビリの効果について気づきがあった点、モデル事業に関する意見

なども併せて聴取した。これらについては各地域ごとまとめた。 

（２） 生活期のリハビリ効果をどのように捉えるか 

生活期のリハビリの効果は、個別の心身機能の変化ではなく、利用者の実感や暮らし
ぶりの変化によってあらわれてくるのではないかというのが新たな評価尺度作成にあた
っての仮定であるが、ヒアリングでは、この我々の仮定がリハビリ専門職の意見によっ
てどの程度裏付けられるかを検証した。 
その結果、急性期・回復期と効果にあまり変わりがない、もしくはそのような区別を

意識したことがない、と答えた専門職もいたが、多くのリハビリ専門職は生活期ならで
はの効果があると考えていることが分かった。代表的な意見としては、個別性のある目
標設定が効果につながると言う意見と、連携によって効果が大きく波及するという意見
の２つがあった。また、予想外に多くの意見があったのが現状維持に関する積極的な評
価の視点についてである。これは、急性期・回復期と異なる生活期を特徴づけるものと
して、今後重視していく必要のある視点と思われる。 
以下は、ヒアリングで聴取した生活期リハビリの効果に関する意見を項目別にまとめ

たものである。 
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ア. 個別性のある目標やリハビリ内容の設定 
 「生活期には、これまでの生活歴を反映した目標を設定することができる。そのよう
な目標を作り、その実現にむけてリハビリを実施することで生活の質が変化する」
（涌谷町町民医療福祉センター） 

 「具体的な目標設定が可能となり、利用者のモチベーション向上につながる」（石川
県羽咋地区） 

 「自宅で（中略）本人や介助者の希望に沿った介助方法や指導ができる。介護負担の
軽減を図ることもできる」（南砺市民病院） 

イ. 波及効果 
 「利用者の身体機能やＡＤＬに向上が見られると、利用者本人だけでなく、家族の生
活にも改善など変化が見られる。」（石川県羽咋地区） 

 「利用者の家族でリハビリの効果に疑問がある方もいたが、『目的をもって訓練を行
えば、できないこともできるようになるのね』との言葉をいただいた。その後、利
用者の歩行訓練も一緒に行うようになってくれた」（平戸市民病院） 

 「『外に散歩に行く』という目標を立てたら、買い物にも行くようになり、行った先
の段差が新たな課題となって機能訓練にも目標を持つことができるようになるなど、
生活空間は連鎖的に広がっていく効果がある。」（公立みつぎ病院） 

 リハビリ専門職だけの力だけではダメで、例えば福祉用具の導入や住宅改修を行う際
には、ケアマネ、家族、社会福祉事務所、地域包括支援センターや場合によっては
ボランティアなど地域の社会資源と連携していく必要がある。（市立大森病院） 

ウ. 生活の質（ＱＯＬ）の向上 
 「長い在宅生活を送っている方は身体機能やＡＤＬが大きく変化することは難しいと
思うが、生活の幅や充実度を変えることができる。」（組合立諏訪中央病院） 

エ. 現状維持の積極的評価という視点 
 「生活期のリハビリは（中略）機能的な効果は得られにくい。再入院することなく、
楽しく日常生活が送れることが効果と言えるのではないか」（南砺市民病院） 

 「効果というと、良くなる変化ばかりが重視されるが、維持できていることも生活期
においては効果にカウントされるべきだ」（石川県羽咋地区） 

 「長期間通所リハを利用しているが、『現状維持』がベストの効果だと思っている。」
（市立大森病院） 
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（３） リハビリ効果を高める要因  

 事例の中で、特に効果があったと思われるケースについては、どのような要因がリハ
ビリ効果を上げることにつながるかをヒアリングの中で意見交換したところ、以下の項
目が挙げられた。 

ア. 明確な目標設定 

目標が明確化し、それを関係者が共有することで、役割分担が促進されたり、責任感
が強まったりする。その結果、関わり方に変化が生じ、良い効果が表れるのではないか。
明確な目標設定に関する事例は多く報告されたため、特徴のある２つの要素に分けてま
とめた。 

① ニーズの掘起し 

目標設定の際には専門職の視点によって利用者のニーズを判断して設定してしまうこ
とが多いが、それが利用者の気持ちを無視してしまう結果になることもある。今回、希
望調査シートを用いたことで初めて利用者の思いが明らかになったケースが複数あった。
利用者個々人の役割や使命感につながるような生活行為を明らかにし、それにつながる
目標を設定できた事例は良い経過をたどっていると思われる。（事例２、４、７） 
また、ニーズにも生命維持に直結するものから自己実現に関わるものまで様々な段階

があるため、複眼的な「必要性」の認識を持つ必要があることが分かってきた。例えば、
「雪の上を歩く」など生活行為の向上に結び付かないニーズでも、その実現をきっかけ
に意欲の向上、積極性の向上が見られた事例（事例１）があった。 

② 目標の共有 

利用者とリハビリ専門職の間だけで目標を設定するのではなく、目標の設定段階から
家族を巻き込むように設定することで、実現に向けて家族の協力が得やすくなることが
報告された。また、目標をケアマネ等の他職種と共有することで統一的なケアが可能に
なり、生活行為の改善が促進されることも報告された。モデル事業でも、リハビリ専門
職が中心になって関係者に声かけを行い、訪問リハビリ時にケアマネジャー、看護師、
ヘルパー、家族に同席してもらって情報共有していた事例（事例10）があった。 

イ. アセスメント能力と説明力 

利用者のニーズ（目標）を実現するためには、本人の身体機能を分析し、何をどこま
でしていいのかを見極める必要がある。また、その際に安全性と生活拡大の可能性との
バランスを取ることもリハビリ専門職の重要な役割である。ケアマネジャーをはじめと
して、安全に生活を維持することに主眼を置いている介護職は、生活拡大の可能性を出
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来る限り生かすという視点が欠けていることが多い。リハビリ専門職は利用者の思いを
生かす方策を探り、関係者にも説明し、理解を求めるよう働きかけなければならない。 
生活活動の拡大に伴うリスクを見極め、本人と家族（場合によって他職種）に丁寧に

情報伝達をすることで不安を軽減することに成功し、目標を達成した事例が報告されて
いる。（事例16、18） 

ウ. リハビリ専門職の連携力・コーディネート力 

リハビリサービス利用者をとり囲む様々な人間が自分の役割を自覚し、それぞれの立
場や専門性を生かしながらチームプレイで関わることで、困難と思われたことが実現す
ることが報告された。また、役割分担については、介護保険制度の中で、それぞれの役
割が固定化されている弊害（縦割り、責任回避、連携不足による支援の欠落）について
も意見が出された。特に、リハビリ専門職からは、単独でいくら頑張っても効果を及ぼ
すのには限界がある、という意見が多く出た。 
しかし、一方で制度の不備を補うように各専門職が各々の職分を超えた関わりを積極

的、主体的に実施することで、良い連携が生じていることが各地の事例から報告されて
もいる。 

① 急性期、回復期、維持期の連携（医療リハビリとの連携） 

モデル事業協力施設である国保直診では、運営体制の違いはあるものの、ほぼ全ての
病院で、訪問・通所リハビリのいずれか、又は両方を実施していた。このような施設で
は、リハビリ専門職が地域の高齢者の生活の様々な場面で関わりを維持しており、病院
が中心となって地域全体で利用者を支える仕組みが構築されていた。また、それが基礎
となり、リハビリ専門職の連携力も高く、医師や看護師との情報交換や意見交換が円滑
になされていることが示された。（事例18、19、20） 
直接事例に表れていないが、ヒアリングではリハビリ専門職の研修会に看護師が参加

している等連携状況の報告があり、ヒアリングの席にも病院の看護師が同席した回があ
った。 

② 医療・保健・福祉・介護の連携（多職種連携） 

通所リハビリの職員が送迎バスに同乗して利用者の家まで行き、家族とリハビリ方針
について説明したり、家族に協力してもらいたいこと（見守り、友人宅までの送迎、買
い物への連れ出しなど）を依頼する、関係職種の役割分担を提案するなど、ケアマネ的
な役割を果たした事例があった。（事例21、25） 
また、本人のニーズをケアマネに伝え、それがケアプランに反映された事例もあった。

（事例26）本来はケアマネの作成したケアプランに沿ってリハビリが実施されるが、
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逆に、リハビリ専門職がプランを発信することも効果的な場合があることが事例から示
されている。 

（４） 新たな評価尺度に関して 

新たに作成した尺度で生活期のリハビリ効果を測定できると思うか、また、追加する
項目などがあるか確認したところ、新たな尺度では不十分であるとして、以下のような
意見が出された。 

 「例えば、外出して『買い物をする』と言った目標を達成したとしても、食事や睡眠、
排泄などへの影響はないのではないか。新たな尺度で効果を測定すると、効果がな
かったと結論づけられてしまうのではないか」（公立みつぎ総合病院） 

 「設定した目標をどの程度達成したか、また利用者自身が目標達成にどの程度満足し
ているか、というような項目を設けるほうが適切なのでは」（公立みつぎ総合病院） 

 「目標設定の結果が反映される項目内容が必要」（平戸市民病院） 

 「評価日の状態を記載すればいいのか、概ね１カ月程度の平均的な状態で良いのか等、
期間についての指示がほしい」（三豊総合病院） 

 「家族の一員としての『有能感』や『役割』に関する評価項目があっても良いかも」
（市立大森病院） 

 「あったら良いと思う項目：外出しない日に更衣しているか。立位を取る回数。セル
フケア以外の活動を行っているか。」（石川県羽咋地区） 
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２. 各地のヒアリング結果報告 

（１） 公立甲賀病院 

１．モデル事業の実施体制について 
調査協力者と国保直診の関係（調査協力者＝国保直診） 
公立甲賀病院では、リハビリテーション科には27名のリハビリ専門職が属しており、

そのうちの５名が訪問リハの専従となっている。病院は訪問リハ事業所として自治体に
届出ているが、「事業所」としては独立せず、「リハビリテーション科」が通所リハを
実施している。訪問リハ担当者の業務分担は明確で、病院担当と訪問担当の兼任はない。
また、病院敷地内に併設されている訪問看護ステーションにはリハビリ専門職は所属し
ておらず、訪問リハも実施していない。 
今回のモデル事業実施に当たっては、病院内のリハビリ専門職が国保直診側、訪問担

当のリハビリ専門職が協力者側という位置付けで取り組んだ。また、モデル事業開始前
から既に訪問担当者が生活期のリハビリについて理解を深めているため、国保直診との
協働というより、訪問担当者が中心になってモデル事業に取り組んでいる。通所リハは
実施していない。 

２．生活期リハビリの効果について 

① 生活期のリハビリは、その人本来の生活を立て直す時期だと思うので、本人の希
望や思いを引き出すことが大事だし、それを身体能力と関連付けて訓練すること
ができるのが生活期リハビリならではの効果ではないか。 

② リハビリを始めたばかりの頃は、訪問リハの時だけ運動していたが、生活空間の
広がりに着目し、実際の生活の中で活かせる動作を指導したことで、訪問リハの
時間以外にも利用者が自発的に訓練をするようになった。 

③ 再入院を経ない利用者の場合、リハビリを再開するタイミングの判断が困難だと
いう課題があるが、「今後、こういう状態に落ち込んでいくこともある。このよ
うな状態になったらリハを再開することを考えた方が良いので、その場合は知ら
せて下さい」というように、本人や家族、ケアマネなどに対して、長期的な視点
から、適切な介入時期をアナウンスしておくことも生活期のリハビリの重要な役
割（効果）なのではないか。 

④ 医療的な視点から見ると、明確な目標を持って短期集中的なリハビリを行うこと
が望ましいのかもしれないし、それが政策的な流れなのかもしれないが、生活期
のリハビリに関しては、短期間だけの関わりでは上手くいかない場合もある。終
末期も視野に入れた長期的な効果について考えるべきではないだろうか。 
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⑤ リハビリの回数を減らしたり、短い期間で目標達成することよりも、不安感を共
有しながらゆっくりと進めて行く方が良いと感じる。利用者の不安感が解消する
こともリハビリの重要な効果ではないか。 

３．生活期リハビリの限界や困難な点 

① 訪問リハの回数は限られているので、どうしても時間内でできることが限定され
てしまう。本来は不安感の解消などのために、心理的なケアも必要だと分かって
いるのに、してあげられていないことがある。 

② ほんの少しの介助があれば「している動作」を増やせる利用者に対し、効果的な
介助方法を他職種の方に指導し、統一的なケアをできるだけ行いたいと思っても、
他の職種の人は、そもそも前提になる考え方が違っている。例えばヘルパーは「限
られた時間の中で、最小のリスクで家事サービスを提供しよう」と考えており、
安全ぎりぎりのところで根気強く見守りをしてほしいような場面の共通のケアを
根付かせることは容易ではないと感じる。 

４．新たな評価尺度について 

これまで、他職種に訪問リハの効果について説明する時に、数値化して示せると良い
な、と何度も感じていたので、この尺度の完成に期待を寄せている。 

５. その他、モデル事業に関するご意見など 

① ＭＭＳＥをとる時、利用者が「認知症だと疑われているのか？」と構えてしまう
時があった。利用者との関係がしっかりできていればいるほど、やりにくいテス
トだった（時計を見せながら「これは何ですか？」と尋ねるなど）。利用者との
信頼関係を損ねるようならば、この質問紙は省略しても良いのではないか。 

② 質問紙が多く、データを取るのに時間を取られ、利用者の方の時間が減ってしま
った場合があったので、申し訳ないと思う。利用者の方が不満に思っているよう
な雰囲気も感じた。                            

 

51



44 

 

（２） 涌谷町町民医療福祉センター 

１．モデル事業の実施体制について 

調査協力者と国保直診の関係（調査協力者＝同じ敷地内に併設されている介護保険事
業所及び施設） 
涌谷町国保病院のリハビリテーション科には15名のリハビリ専門職が所属している。

訪問リハは、病院内に併設されている涌谷町訪問看護ステーションが担っており、４名
のリハビリ専門職が従事している。また、敷地内に併設されている老健「さくらの苑」
では通所リハを実施しており、４名のリハビリ専門職が従事している。 
今回のモデル事業実施に当たっては、老健施設職員で本委員会の作業部会委員である

小高氏が連携のコーディネートを行ない、国保直診（病院）のリハビリ専門職をアドバ
イザーに、訪問看護ステーションのリハビリ職と老健のリハビリ専門職にそれぞれ訪問
リハ・通所リハの調査対象者選定とモデル事業の実施協力を仰いで実施している。 
涌谷町町民医療福祉センターでは、病院、訪問看護ステーション、老健など全てのリ

ハビリ専門職は同じ執務室を共有しているため、所属施設が異なっていても連携が非常
にスムーズに行われている。病院から訪問リハへの移行や、複数サービスの併用などの
際、担当者レベルでの情報伝達が日常的に行われているという特徴がある。 

２．生活期リハビリの効果について 

① 共通の目標を持つと、リハビリ専門職が利用者に関わりやすくなるので、目標を
共有することが大事だと感じている。機能訓練は何のために必要なのか、という
点が具体的になるのとならないのでは利用者の意欲に大きな違いが生まれるので
はないか。 

② 生活期には、これまでの生活歴を反映した目標を設定することができる。そのよ
うな目標を作り、その実現に向けてリハビリを実施することで生活の質が変化す
るのではないか。 

３．生活期リハビリの限界や困難な点 

① リハビリ専門職が積極的にかかわったとしても、普段の活動性が低い人は効果が
出にくい。 

② 最終的には家族やヘルパーがどこまで介護力があるのか、本人の希望を実現した
いとどれくらい考えているかによるのではないか。家族との連携や意欲付けは、
特に通所リハでは難しい。この点は今後の課題である。 

③ 通所リハと訪問リハを併用し、通所リハと訪問リハの担当者同士が連携をとるこ
とで、より効果をあげられるのではないかと思う。 
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４．新たな評価尺度について 

① 様式９の①の問９については、調査対象者によっては、答えにくかったり、この
質問をすることで、他者との接触を避けていることを責めるように感じられる危
険性があるのではないか。 

② 様式９の②の問７について、現在は「移動・入浴・排泄を行う際に～」と並列す
る文言だが、それぞれの行為によって危険と感じる度合いは異なるので各行為ご
とに質問項目を独立させるか、「生活行為（たとえば移動や入浴、排泄など）を
行う際に～」と文言を変えてはどうか。 

５. その他、モデル事業に関するご意見など 

① 寒い地方なので、モデル事業の実施時期には外に出ることが困難になる。希望調
査シートの内容に、季節的な考慮があってもよかったのではないか。今回の内容
では回答しづらかった。 

② 希望調査シートを用いて利用者の希望を確認してみたところ、ニーズを十分把握
していると思っていた利用者の意外な思いを改めて知ることができた。普段のや
り取りでは吐露されない心情があらわされたと感じている。ニーズ聴取の難しさ
を再確認するとともに、このようなツールを用いてニーズを掘り起こすことの有
効性を実感した。 

③ 対象者選定の際に悩んでしまうので、ある程度対象者の基準（身体レベルなど）
を定めてほしかった。 
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（３） 公立みつぎ総合病院 

１．モデル事業の実施体制について 

調査協力者と国保直診の関係（調査協力者＝国保直診） 
公立みつぎ病院内にはリハビリを担う部門として、病院、回復期病棟、リハセンター、

老健、デイサービス、訪問・通所看護ステーション（訪問リハ）、介護予防デイサービ
ス、包括支援センターがあり、全て病院に属している。リハビリ専門職は全体でＰＴ35
名、ＯＴ25名、ＳＴ10名、ＭＴ（音楽療法士）２名の計72名が所属している。職員は
ほぼ各部門で専従しているが、一部兼任している職員もいる。また、職員の異動も行わ
れている。 
今回のモデル事業実施に当たっては、訪問看護ステーション職員で、本委員会委員で

もある吉村委員が協力者を募り、老健施設「みつぎの苑」の職員４名、訪問看護ステー
ションの職員４名に協力を依頼した。 
公立みつぎ総合病院では、リハビリに関連する様々な機能が同じ敷地内に揃っており、

連携の障壁が低いという点に特徴がある。相談したいことがあれば、担当者レベルで会
いに行くことや電話連絡をすることが日常的に行われている。また、リハビリ以外の福
祉・行政機能も同じ敷地内にあるため、複合的な問題を抱える利用者への支援について
のケア会議の開催など、他職種との連携も緊密にとられている。 

２．生活期リハビリの効果について 

① 生活リハの効果は、特に「表情の変化」、「生活の張り」、「やりがい」の変化
に現われると感じた。 

② 「外に散歩に行く」という目標を立てたら、買い物にも行くようになり、行った
先の段差が新たな課題となって機能訓練にも目標を持つことができるようになる
など、生活空間は連鎖的に広がっていく効果がある。 

③ 生活期は機能訓練だけでは良い変化が起こりにくい。利用者から機能訓練を求め
られる場合も多いが、生活期のリハビリでは、機能訓練によって回復させること
を目指すのではなく、利用者本人の今ある能力を生かして「したいこと」をどう
実現するか、そのための目標を具体化することに重点を置くべきではないか。そ
うすることでリハビリ以外の場面でも生活の不活発化を予防できるのではないか。 

④ 明確な目標を設定すると、双方に具体的なイメージが湧いて、お互いのモチベー
ションを高めることができる。家族の意識にも変化が生じる。 

３．生活期リハビリの限界や困難な点 

① 心身機能の低下が予想される生活状況であっても、本人や家族のリハビリに対す
る協力が得られない場合には効果は得られにくい。 
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② 介護者である家族の生活が崩れているような場合には、利用者のリハビリのみで
は生活の変化が期待しにくく、他職種との連携が必要となる。（※アルコール依
存を持つ家族や、経済状況が破たんしている家族に対しては、福祉や行政も含め
た多職種連携が必要） 

③ パーキンソン症候群をはじめとする病状の進行や状態の変化がある場合、効果を
あげるにはリハビリだけでなく、医療関係者など他職種との連携が必要になる。 

４．新たな評価尺度について 

① 生活空間の拡大に焦点を当てた目標を設定しているため、例えば「外出して買い
物をする」といった目標を達成したとしても、食事や睡眠、排泄などへの影響は
ないのではないか。調査票９①②で効果を測定するのであれば、このような利用
者の効果がなかった、と結論付けられてしまうのではないか。 

② むしろ、設定した目標をどの程度達成したか、また利用者自身が目標達成にどの
程度満足しているか、というような項目を設けるほうが適切なのではないか。 

５. その他、モデル事業に関するご意見など 

① 希望調査シートを活用した目標の選択に困った。逆に、シートがあったことで、
会話がすすめやすかったと感じた職員もいた。 

② 通所リハでは様式８（家族の介護負担感）の調査の際、家族あてにメモで依頼す
るケースが多いが、伝達がうまくいかないこともあったので、説明文の例をつけ
てもらえたらよかった。 

③ 実施時期が冬なので、いったん生活空間の広がりが見られても定着に至らず、変
化としての報告が不十分になったと感じる。 

④ 効果をみるためには最低でも６カ月程度の実施期間がほしかった。 
⑤ ＶＩは、意欲の評価として大雑把なのでは。利用者本人の意欲をいかに引き出す
かがケアチームの課題となっているので、可能であるならば、意欲については細
かな変化でも拾いたい。  

⑥ リハビリスタッフが日々の業務の中で見落としている対象者との関わり（ニーズ
の把握）や取組みを見直すきっかけとなった。 
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（４） 南砺市民病院 

１．モデル事業の実施体制について 

調査協力者と国保直診の関係（調査協力者＝国保直診） 
南砺市民病院敷地内に訪問看護ステーション併設 
協力者は８名（ＰＴ４名、ＯＴ２名、ＳＴ２名）で、全て訪問リハ専任となっている。 

２．生活期リハビリの効果について 

① 退院時にも住宅改修や各種指導はされているが、実際生活場面に戻られた際生活
に即していない場合や、まったく活用されていない場合などが多く見られる。効
果を出すためには機能を維持させながら、評価・調整を行っていく必要がある。 

② 退院間もない利用者では、自宅で様々な動作練習を一緒に行うことで自信がつき、
それが日常での動作の自立に繋がっていると思う。 

③ 生活期のリハビリの目的は、能力の改善が見られる場合と現状維持目的の方と進
行性疾患での機能低下予防など様々であるが、いずれも生活の小さな変化が喜び
につながる。 

④ 数値としての改善は見えにくいですが、維持していることが確認できて、それも
一つの効果と感じた。 

⑤ 生活期のリハビリは維持・調整が主体であって、機能的な効果は得られにくい。
再入院することなく、楽しく日常生活が送れることが効果と言えるのではないか。 

⑥ 自宅での生活を通してリハビリをすることにより、本人や介助者の希望に沿った
介助方法や指導ができる。介護負担の軽減を図ることもできる。 

３．生活期リハビリの限界や困難な点 

① 能力の著しい低下、拒否のみられる方などは効果が得られないと感じる。 
② リハビリが関わらない時間を活発に過ごしてもらうことができない。 
③ 訪問できる頻度は限られているため、訪問以外にも本人・家族・他のサービス・
インフォーマルなサービスの支援でのリハビリの機会が確保されないと効果は小
さい。 

④ 何を目的にリハを行うか不明確な場合に効果がわかりにくい。例えば、この動作
が出来るようになりたいと言うようなニーズが本人から出てこない場合には、ケ
アマネジャーと話し合って方向性を決め、チームアプローチを行う必要があるの
ではないか。 

⑤ 能力の改善も効果、維持も効果、能力低下を少しでも遅くすることも効果と思う
が、対象者が高齢で多くの疾患を合併されていることが多いため、病気の進行が
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早く効果を得られにくいこともある。他職種との連携を行うことで、じょくそう
予防、拘縮予防、転倒予防などが可能。 

⑥ 緊急時の対応、リスク管理といった点においては、当事業所は訪問看護ステーシ
ョンに所属し、看護師と密に連携が取れるので良かった。また、ケアマネジャー
やヘルパー、他施設とも電話や紙面での情報交換や指導をすることも多く、連携
の重要性を痛感している。 

４．新たな評価尺度について 

① はじめからリハに対する意欲や効果を感じている場合、精神面で安定されている
ことで良いと思えるが、前後の評価で変化が認められなかった。 

② 様式を使用してそれまで感覚的だった部分の変化が得点として具体的に利用者家
族にやりがいとして繋がっていいと思うが、今回の項目は多すぎるきらいがあり、
他の評価表との併用は大変である。 

③ 評価尺度が不十分に感じた。利用者や家族との会話の中ではもっと多くの事を聴
取します。利用者毎に聴取する内容も違う。状況によっては今回の尺度を聞くこ
と自体が負担となるケースも見られ、ケアマネジャーから聴取しなければならな
い場合もあった。個別性が必要と思う。 

５．その他、モデル事業に関するご意見など 

① 調査項目が多く利用者・家族の負担が多い。重複内容もあるので、コンパクトに
できないか。 

② 訪問時間内でリハ希望の利用者には負担と感じられる場合もあり、記載が困難。
調査期間が短い、特に年末年始を挟んだうえ雪の影響もあったので、週1回のケ
ースなど事業が短期間で効果は難しいと思われた。 
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（５） 石川県羽咋地区 

１．モデル事業の実施体制について 

調査協力者と国保直診の関係（調査協力者＝国保直診近隣地域の病院・診療所、訪問
看護ステーション及び老健） 
国保直診の職員であり、本委員会作業部会員の北谷氏が近隣の事業所に協力を仰ぎ、

賛同を得られた老健及び介護保険事業所にモデル事業を実施してもらう方法をとった。
協力施設の中には、国保直診もある（★のついている施設）。 
協力施設は以下の通りである。 
介護老人保健施設 サンビューかなざわ（通所） 
デイケアはあとん（通所） 
志雄病院★（通所） 
浅ノ川病院（訪問） 
訪問看護ステーション つくし（訪問） 
羽咋診療所（訪問・通所） 
志賀クリニック★（通所） 
富来病院★（訪問） 
 この地域の特徴として、国保直診との協働作業ではなく、各事業所で独自に取り組
む方法をとっている。 

２．生活期リハビリの効果について 

① 利用者の身体機能やＡＤＬの向上が見られると、利用者本人だけでなく、家族の
生活にも改善など変化が見られる。例えば、認知症者の家族が認知症勉強会に行
って認知症への対応を勉強した結果、関わりが変化し、介護される側も態度が穏
やかに変化するといったことがあった。 

② 生活期の方でも運動の介入によって身体機能・精神面で変化がみられることが実
感できた。 

③ 在宅という生活の場面でリハビリをすることで、より具体的な目標設定が可能と
なり、利用者のモチベーション向上に繋がる。実際の場面でのアプローチや家族
指導が可能なために、リハビリ専門職のアプローチに対するリスポンスが早い。 

④ 小さな目標をたて、達成を繰り返すことで、自己効力感が増し、生活に対する姿
勢が変化していくことを実感している。 

⑤ 本人の意思を反映した大きな目標・それを達成する小さな目標を決めて目標が達
成された時、今度は次々と自分で生活状況を拡大していくことが多い。 

⑥ 効果という際に、亡くなることがおろそかにされがちではないか。生活期の満足
度は亡くなり方の満足度とつながっていることを忘れてはいけないと感じている。
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生活期の能力維持と、納得できる生活の阻害因子（リスク）を最小限にすること
が生活期リハの重要な効果では。 

３．生活期リハビリの限界や困難な点 

① 生活期の利用者にとって、身体機能面はスコアに出やすい改善というよりは、長
期的に介入することにより、今できることを維持していくということが目標とな
ることも多いと感じる。それに対するエビデンスを出していくことに難しさを感
じる。 

② 生活期には心身機能の低下、障害の受容、やがて死という大きなイベントと向き
合いながらリハビリを提供する。そのため、深く家族と連携を取る必要があり、
ケアマネの協力が必要である。 

③ 通自宅での生活を改善するためには、本人が頑張るだけでなく周りの方達が共通
意識を持ってサポートしていくことが大事だと感じた。 

④ 公共の交通機関を使用する、遠方へ行くといった際に家族の協力がなければ実現
が難しい目標もあると感じ、目標についての限界を感じた。 

⑤ 全介助してしまった方がＡＤＬに時間がかからないので、本人も介助者も、急い
でいる時や疲れている時には全介助で動作をしてしまい、それが定着していく傾
向がある。看護職・介護職に対しても、家族と同様で、自立支援型の介助方法を
お願いしても、時間がないからできない、リハビリの時にしてください、と言わ
れてしまうことが多い。 

⑥ 介護依存心が強いが、本人さんが困っていない場合は、目標を設定しても理想の
生活期リハビリを実施することは困難。 

⑦ 高齢者が多く、整形疾患よりも脳血管や難病の患者が多く、訪問リハで改善して
いる人はほとんどいなく、病院での治療よりはやりがいを多く感じることは少な
いが、家族は維持できるだけでもしてほしいので訪問リハを行っている。 

４．新たな評価尺度について 

① 調査票様式9②で質問1～5、9～11はネガティブな選択肢が①であるのに対し、
質問6.7はネガティブな選択肢が④であるので点数比較が行いにくいと感じまし
た。 

② 様式９の①について、あったらよいと思う項目：ベッドから離れている時間（離
床時間）外出しない日に更衣しているか。立位をとる回数。セルフケア以外の活
動を行っているか。 
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５．その他、モデル事業に関するご意見など 

① 評価項目が多く、全ての評価様式を実施すると時間がかかるので、各評価様式の
意義を明確に表記していただけると、利用者に併せて選択して活用できる。また、
得点の判定基準が表記されていると評価後の解釈が的確にでき、介入プログラム
の実施が円滑になると感じた。 

② 通所リハの現状と先生方が捉えている現状に正直温度差を感じる。生活期リハの
効果を判定するのは患者だと思う。なぜ通所を続けるのか、視点を患者から考え
なければ改善はないと思う。また、他職種との連携について難しいと思うのは、
通所リハ目的を理解していないケアマネジャーとの連携である。（はあとん） 

③ 石川県での生活は、四季の影響を大きく受ける。訪問リハでは、暑い夏は脱水に
注意し、寒い冬は疼痛や筋緊張の増悪に対応し、感染に注意して無理せずやり過
ごし、基礎体力をつけながら穏やかな春や秋が来るのを待つ時期。春や秋になれ
ば「今のうちに」と期間を区切って、外出練習などの新たな挑戦に取り組むよう
に、メリハリをつけて訪問リハビリを実施している。そういう意味では、今回の
調査期間は、生活範囲を縮小する時期（自宅内であっても、部屋の戸を閉め、暖
房をつけた部屋に閉じこもる。布団が重くかさばるので起居動作も介助を要する
ようになり、更衣や排泄にも苦労する）であるため、短期間での成果を求めるの
は難しかったと考えている。（つくし） 

６． 効果測定における維持の重要性（話題になったトピック） 

① 効果というと、良くなる変化ばかりが重視されるが、維持できていることも生活
期においては効果にカウントされるべきだと思う。 

② 効果が表れる項目を調べるだけでなく、効果を阻害する要因を洗い出すことも必
要なのではないか。例えば「不安」を測定する必要があるのでは。不安感が減少
することで生活の質が変わると考えられるので、阻害要因を低く抑えることも考
えてみてほしい。 

③ これまで多くのモデル事業に協力してきたが、似たような調査研究では、いつも
利用者の状態の見通しを無視して、全ての結果が平均されてしまうことに疑問を
感じる。リハビリ専門職から見て「良くなる」「維持が精いっぱい」「低下が見
込まれる」というそれぞれの人が「現状維持」だった時の評価は全く異なる。そ
れを無視して集計しても意味がないのではないか。 
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（６） 市立大森病院 

１．モデル事業の実施体制について 

調査協力者と国保直診の関係（調査協力者＝国保直診（訪問・通所）、個人クリニッ
ク（訪問）） 
国保直診の市立大森病院はリハビリテーション科に10名の療法士がおり、その内の３

名が訪問リハ業務を兼任している。協力事業所の老健おおもりは、国保直診と同じ敷地
内に併設されている介護老人保健施設で、入所と通所のサービスを提供している。リハ
ビリのスタッフは３名である。もう一つの協力事業所である雄物川クリニックは、国保
直診と隣接する町内に開業されているクリニックが運営している事業所である。リハビ
リスタッフは１名で、今回の事業にあたり訪問リハ症例の協力をお願いした。 
国保直診からは訪問リハビリ担当者の３名が事業に協力、老健おおもりから３名、       

雄物川クリニック訪問リハビ事業所から１名の協力を頂いて取り組んでいる。 
国保直診の市立大森病院の院長の小野委員が近隣の事業所に協力を依頼し、上記の３

事業所で取り組むこととなった。市立大森病院のリハビリテーション科訪問リハ担当の
寺谷が、事務局や協力事業所の連絡役となり、小野委員と協力スタッフとの連携・調整
にあたっている。 

２．生活期リハビリの効果について 

① 実際に生活する場で実践的なリハビリが出来るため、生活の質を良くするという
結果に直結する。結果が見えやすく、次のステップへと広がる可能性が見える。 

② 病院を退院するときは車椅子レベルと思って送り出した患者さんが、家に帰って
訪問リハビリで関わると杖歩行自立までレベルアップしたなど、生活＋リハビリ
の相乗効果を感じたことがある。 

③ 訪問リハと通所系サービスを併用されている方であれば、共通の目標を持って介
入することにより、さらに効果を上げられると思う。 

④ ADLや調査票の得点に変化はないが、本人の気持ちの中に変化が見られ、自ら長
期的な目標設定を提示した事例があった。 

⑤ 長期間通所リハを利用しているが、「現状維持」がベストの効果だと思っている。 

３．生活期リハビリの限界や困難な点 

① 生活の不活性による廃用症候群や能力を活用しきれていない利用者は、生活期の
リハビリの効果を得られやすいと思うが、身体機能が低い、寝たきりに近いとい
う利用者の場合は、動けるようになったら家族のやることが増えた、転倒のリス
クが高まったなど、逆に介護負担が増えてしまって困るということはないだろう
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か。その場合は、ケアマネやヘルパーさんの手助けがさらに必要になるかもしれ
ないし、本人だけでなく家族との共通認識が必要と思われる。 

② 病前の状態に戻りたいという気持ちが強く、維持の状態や加齢による低下が受け
入れられない場合があり、利用者の「生活期」への理解が必要と感じる時がある。 

③ 病院や施設でのリハビリと違い利用者本人の意向や思いが強く、本人に必要な道
具の準備や環境設定を行なっても、生活の中で使用してもらえないことがあった
り、拒否が見られることもある。 

④ 意欲を引き出すためには、効果だと思えることを探して意欲の元にしていけばど
うだろうかと思う。現実にはそれが出来ないので、困ることも多い。 

⑤ 他職種と共通した介入や介助方法が出来れば、利用者自身も混乱せず意欲の持続
につながると思う。他職種と連携して、動作や介助方法等を実際に確認してもら
うことが必要。 

⑥ リハビリ専門職の力だけではダメで、例えば福祉用具の導入や住宅改修を行う際
には、ケアマネ、家族、社会福祉事務所、地域包括支援センターや場合によって
はボランティアなど地域の社会資源などと連携していく必要がある。 

４．新たな評価尺度について 

① この調査の内容での介入前後の変化が、リハビリの効果の測定になるとは考えに
くい。 

② 家族の一員としての「有能感」「役割」に関する評価項目があっても良いかもし
れない。 

③ ９の②－6.7は点数が大きいと評価として良いなどの統一感がなく、一見して分
かりにくい。 

５．その他、モデル事業に関するご意見など 

① 希望調査シートの内容は、介護度の高い方の選択できる項目が少ないと思う。ベ
ッド上で行える活動が項目としてあっても良いのではないかと思う。（自分で食
事をする、折り紙等活動を行う等・・・） 

② リハビリスタッフが外部と直接連絡を取らないようにと方針が決まっているため、
関連職種、とくにケアマネとの連携がとりづらい。 

③ 実施期間が短く、対象者に対しての評価表が多く、前後２回ずつ行う自体に負担
を感じる。 

④ 雪国の体質として、冬場は温かくして家にいるものという感覚が普通の所、生活
空間の広がりという視点は新鮮だったが、やかり季節的な要因は大きかった。例
えば、花の世話や畑仕事に興味を持った方もいたが、取り組むには環境的に無理
だった。 
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（７） 組合立諏訪中央病院 

１．モデル事業の実施体制について 

調査協力者と国保直診の関係（調査協力者＝国保直診） 
協力事業所は「諏訪中央病院 訪問リハビリテーション事業所」と「介護老人保健施

設 やすらぎの丘」の２か所で、どちらも病院に併設されている。職員は国保直診の職
員であるが、各事業所に専従しており（形式として兼任の形をとっている場合もあるが、
実質的には専従）、年度ごとに人員配置が決められている。 
リハビリ専門職は国保直診全体でＰＴ29名、ОＴ13名、ＳＴ6名の職員がおり、その

うち、訪問リハ事業所に６名（ＰＴ４名、ОＴ２名、ＳＴ１名）、老健に５名（ＰＴ２
名、ОＴ３名）が配属されている。 
職員は急性期・回復期のリハ経験を積んだ後、訪問リハや老健に配属されることが多

く、様々な場面のリハを理解している。 
訪問リハでは複数担当制を採用している。リハビリ専門職の得意分野が異なるので、

幅広い視点で見ることができ、ケースを密室化しないで済む。また、職員の勤務の融通
がつく点も複数担当の利点である。 

２．生活期リハビリの効果について 

① 入院と違い、生活に対するモチベーション（気持ち面）の浮き沈みが少なく、維
持しやすい。 

② 維持期は、障害の受容ができた段階であれば目標設定がやりやすい。 
③ 長い在宅生活を送っている方は身体機能面やＡＤＬ面が大きく変化することは難
しいと思うが、生活の幅や充実度を変えることができる。 

④ 生活期のリハビリには在宅生活を送っていく上で実際に感じている問題点を共有
できるというメリットがある。本人や家族の具体的な目標が上がりやすい。 

⑤ 身体機能面のみでなく、在宅生活を行う上での新たな目標や、やりたいことを見
つけるきっかけ作りができ、その動作などへの手助けができる。 

⑥ 生活期のリハビリは、利用者のバックグラウンドを丁寧に理解する必要がある点
が急性期・回復期のリハと大きく異なる点ではないか。医師ではなく、リハビリ
専門職が利用者のニーズを判断する必要がある点が難しい点でもあり、やりがい
を感じる点でもある。 

３．生活期リハビリの限界や困難な点 

① 訪問リハビリだけでは身体機能レベルの向上は難しい。本人の自主運動や家族の
協力の影響が大きい。 
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② 本人・家族が現状に不自由を感じていなかったり、生活がなんとなく成立してし
まっていると、目標に向けて新たな取り組みをすることが難しい。 

③ 本人に関わる機会の多い訪問介護スタッフと介助方法や介助量などについて共通
の認識を持つことが必要だと感じている。例えば、食事をとる姿勢、基本動作や
歩行の介助方法、ポータブルトイレへの移乗の介助方法、入浴方法、装具の扱い
方など。 

④ 日々の関わりが重要。利用者に関わる他職種のゴール設定や統一が大切。 
⑤ 高次脳機能障害などで本人のモチベーションが低い利用者に対して効果を上げる
ことは難しい。家族の多大な協力を要する。 

⑥ 介護保険のリハビリはケアプランあってのリハビリであり、家族や他職種にそれ
ぞれの役割がある。そこにリハビリの知識と技術を生かせるようにしてほしい。 

４．新たな評価尺度について 

 点数化しない点に疑問を感じた。 

５．その他、モデル事業に関するご意見など 

① 維持期のリハビリは年単位で関わることで徐々に変化が見られるので、今回のよ
うに３カ間での評価は難しいと感じた。しかし今回の取組を通じて在宅でも、何
カ月後にこれをできるようにしようと期間を決めて関わることが必要だと感じた。 

② 希望調査シートのような書式があると、ニーズのとりこぼしがなくなると感じた。 
③ 寒い地方では希望調査シートの希望通りに行えないものが出てくるので、季節を
考慮する必要があると感じた。 

④ 利用者の病気や介護に対する、家族向けの評価ツールがあればいいと思います。
（在宅では家族の協力が不可欠であるため）。                 
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（８） 三豊総合病院 

１．モデル事業の実施体制について 

調査協力者と国保直診の関係（調査協力者＝国保直診） 
協力事業所は「国保保険福祉総合施設 訪問看護ステーション すこやか」と「介護

老人保健施設 わたつみ苑」の２か所で、どちらも病院に併設されている（老健は病院
の持ち物なので、職員も病院人事となる）。 
平成24年時点で、リハビリ専門職の人数はＰＴ18名、ОＴ７名、ＳＴ５名となって

おり、訪問リハは病棟のリハ科職員が兼任しており、午後から３名のリハ職が往訪に出
る。 
兼任の場合、患者が急性期・回復期・在宅（訪問）という一連のリハビリを同じ担当

者に見てもらえるという利点がある。また、リハビリ専門職も様々な疾患を担当するこ
とができ、幅広い経験を積むことができる点が良いと考えている。急な予定変更への対
応のために週のうち1日は訪問を入れないようにするなど、兼任の負担を軽減する工夫
をしている。 

２．生活期リハビリの効果について 

① ニーズの把握や、目標の設定を利用者の希望も含め設定することで、行動が変容
し日常生活の活動性向上に効果を得られると感じた。 

② 疾患（特に内部障害）に対する知識、予後の理解は、当然ではあるが家族や介護
職員は乏しい方がおられ、今後どの程度の改善が見込めるか、その期間はどの程
度か等をお伝えすることで、より利用者と家族との関わる機会が増えた。 

３．生活期リハビリの限界や困難な点 

① 内部障害に対する生活期リハビリは確立しておらず、リハビリ職以外の職種の認
識も乏しいのが現状である。また、ケアマネから生活期リハを依頼するも内部障
害を理由に断られるなど、受け入れるリハステーションも少ない。今回の利用者
も先に他施設に打診するも断られ当ステーションに紹介された。したがって、こ
のような取り組みから生活期リハビリの適応患者を広げ、有効性を示していく必
要があると考えられる。また、より労力がかかる疾患に対しては介護保険上報酬
に差を設けることも必要だと思われる。 

② 機能的、精神的に外出が可能な状態になったとしても、事故の可能性を考えると
リハビリスタッフ側から見守りなしの外出を許可することができないことが限界
と感じました。この点に関しては、ケアマネジャーや家族と相談、連携が重要と
なると感じました。 
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４．新たな評価尺度について 

① 調査票様式９の②は、日により状態が変動するため、評価日の状態を記載すれば
いいのか、概ね1ヶ月程度の平均的な状況で良いのか等、期間についての指示が
欲しいと思いました。 

② 倦怠感の訴えがあり（バイタルなどの異常なく）、リハビリを積極的に行なえな
い方がおられます。そのため、９の②の問１の質問内容を「倦怠感などがあり」
などのコメントを追加すればさらに良くなるのではないかと思いました。 

③ 調査票様式９の①でムセを認める場合、問診だけでなく客観的な尺度があったほ
うがいいと思います。本人の嚥下能力だけでなく、家族の介助の仕方や食形態や
水分の粘性調節など手技的な問題もあると思います。 

５．その他、モデル事業に関するご意見など 

① 単年度・短期間で季節的にも冬のみになると生活空間が広がりにくい。 
② 冬に実施したため、気分や意欲が乏しい利用者が多かったこと。また、周囲の人
との交流機会を増やすのも難しい時期と思われます。 

③ ケアマネ・訪問看護師の生活期リハビリに対する意識の変化があった。介入前は、
内部障害に対する生活期リハビリの有効性を十分に理解していなかったが、利用
者の改善を通じて有効性を理解していただいた。 
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（９） 市立吉永病院 

１．モデル事業の実施体制について 

調査協力者と国保直診の関係（調査協力者＝国保直診） 
今回のモデル事業には備前市立吉永病院単体で協力した。病院のリハビリテーション

科には10名のリハビリ専門職（ＰＴ６名、ОＴ２名、ＳＴ２名）が在籍している。病院
のリハ科で通所リハ・訪問リハ両方を実施している。  
「訪問リハビリテーション事業所」「通所リハビリテーション事業所」として自治体

に届出しているが、事業所として独立するのではなく、病院のリハビリテーション科職
員が兼任している。（２名が通所リハの担当を兼任しており、また別の１名が訪問リハ
の担当を兼任している。） 
以前は、訪問・通所リハ業務と病院内の業務とをリハ職員全員がローテーションで兼

任していたが、現在は担当者を決め、兼任している者が午前中は外来、午後は訪問（３
～４件）、というようなスケジュールを立てて業務を遂行している。今後はリハビリサ
ービスと在宅サービスの拡充に向けて専任での体制拡大も検討している。 

２．生活期リハビリの効果について 

① これまでは、リハビリ専門職とせいぜい家族の間くらいで目標の設定を行ってき
たが、今回のモデル事業の２事例目を通じて、なるべく大勢の関係者をまきこん
で目標を共有するほうが、利用者に対して良い効果をもたらすことができるかも
しれない、と感じるようになった。もし、ケアマネと目標を共有していたら、訪
問リハビリが１カ月程度で終わることはなかったと思う。 

３．生活期リハビリの限界や困難な点 

① 効果が出るかどうか、一番に利用者本人の意欲に左右される。周囲が色々と関わ
りに変化をさせていっても効果は絶対ではないように思う。本人のモチベーショ
ンが必須と思う。 

② リハビリでの関わる時間は１日のうち賞味 0.5～1時間程度なので、リハビリ以
外の時間は、家族・施設内での方の協力は必須であると思う。 

③ 訪問リハを終了する際に、家族とケアマネの意見が一番に優先される。ケアマネ
との連携が薄いと、リハビリ専門職もまだ継続したほうがいいと思っていても「ま
だ続けたほうがよい」というような意見を言えない。 

４．新たな評価尺度について 

通所サービスにおける体操やレクリエーション活動などへの参加意欲に関する評価項
目があっても良いのではないか。 
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５．その他、モデル事業に関するご意見など 

① ＭＭＳＥの評価を行う時に、利用者が『認知症だと疑っているのか？』と構えて
しまう場面があった。利用者との関係がしっかりできていればいるほど、やりに
くく感じた。 

② 質問紙が多く、データをとるのに時間が取られ、利用者の訓練時間が減ってしま
いやや不満に思われるような雰囲気を感じた。また、リハビリ時間以外でもデー
タ取りの為に時間を削ってしまう場面が多くあった。 

③ 生活期リハビリを実施して、自宅でもほぼ自分の事が自分で出来ている利用者に
対して、家族が感じている介護負担は思ったより大きいと感じて驚いた。家族の
思いを知り、生活期リハビリに活かすためにも定期的にこのような評価を行うこ
とは理想的だが、介護者の人に話を聞く機会がなかなかもてないのが難しい点で
あった。 

④ 関わるセラピスト・ケアマネによってはサービス開始当初から『生活空間の拡大』
といったことも視野に入れた目標設定を行うこともあると思うが、機能的な部分
への焦点化とならないためには、定期的には目標・プログラムの見直しなどもし
ていく必要がある。 

 

 

68



61 

 

（10） 平戸市民病院 

１．モデル事業の実施体制について 

調査協力者と国保直診の関係（調査協力者＝国保直診） 
協力事業所は平戸市民病院と松浦市国保福島診療所であり、両施設とも国保直診であ

る。所在する市は異なるが、国保直診の連携によって協力いただくこととなった。 
平戸市民病院では、病院内のリハビリテーション班で訪問リハを担当しているＰＴ５

名のうち３名が、松浦市国保福島診療所では通所リハを実施しているＰＴ１名が本事業
に参加した。また、アドバイザーとして平戸市民病院のОＴ１名と、松浦市国保福島診
療所の介護職員７名からも協力を得た。 
平戸市民病院では、訪問リハは病棟担当者が兼任しており、松浦市国保福島診療所で

も診療所の外来リハ担当者が通所リハの担当を兼任している。 
兼任することで利用者（患者）の機能面や既往などに関する情報を医療から介護に渡

って広く知ることができるというメリットがあるが、逆に専属の場合に比べて、個々人
の生活面の把握が甘くなる点はデメリットと考えている。 

２．生活期リハビリの効果について 

① 診療所内の通所リハでは６名に対してモデル事業を実施したが、数値上の向上が
見られたグループとあまり変化がなかったグループが存在した。現場介護スタッ
フの意見では通所リハ利用中、他者との会話の頻度が向上した、リハ意欲が向上
した（負荷、セット数を上げてほしい等）の意見があった。 

② 利用者の家族でリハビリの効果に疑問がある方もいたが「目的をもって訓練を行
えばできない事もできる様になるのね」との言葉を頂いた。その後利用者の歩行
練習も一緒に行う様になってくれたケースも存在した。 

３．生活期リハビリの限界や困難な点 

① 利用者本人にこうしたい、という気持ちがあっても、家族と疎遠である場合や生
活全般でリハビリを含めて家族の協力が得られない場合は効果が出にくいと思う。 

② 通所リハ利用中だけリハ専門職がリハビリを行っても限界がある。当人のモチベ
ーションを維持し、リハ効果をあげて生活圏拡大を図るにはケアマネ等の頻回な
訪問によるやる気の確認や継続、また通所リハ送迎スタッフ等が送迎時に外を一
緒に歩いてみるなどの工夫が必要と考える。 

③ 通所リハ利用を通じての訓練では、リハ室内でのＡＤＬと自宅での基本動作に差
があると感じる。何か目標を定めたら本人、通所スタッフ、ケアマネ、家族と意
識、問題を共有しないと機能改善や生活範囲拡大は困難であると思う。 
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４．新たな評価尺度について 

各対象者の希望調査シートから選択された目標設定の結果が反映される項目内容が必
要であると感じた。ただし、個別性があるので困難であると考えるが。 

５．その他、モデル事業に関するご意見など 

① 利用者のニーズ把握において口頭での聞き取り等聴覚のみに頼るのではなく、希
望調査シート等視覚を利用し、選択できるスケールを用いることは非常に有効で
あると実感した。 

② モデル事業を通じて利用者の具体的なニーズの把握及び実現に向けての具体的な
アプローチが行えた。さらに家族の方と問題を共有できた事は大変有意義であっ
た。 

③ モデル事業の評価期間が短い。週に１，２回の利用での通所リハビリでの効果判
定はせめて６カ月程度必要と考える。 

④ 評価実地期間が11月～１月と気温が低い季節であった為、高齢者は外出を控える
時期である。生活範囲拡大を目指すことを目的とする評価なら季節を考えた方が
よいのではないか。 

⑤ 生活期（維持期）リハビリにおいては認知症、整形疾患、廃用症候群、難病を問
わず、「機能維持」もしくは「病状進行速度の低下」なども効果として評価され
るべきであり、今回のモデル事業を通じて統一した評価方法、様式が完成される
ことを強く望む。 
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3 事例集 
ヒアリングで聴取した事例をまとめて事例集とした。これらの事例からは、生活期リハビ

リの効果がどのようなプロセスを経て発現するのかが明らかになっている。なお、読みやす
くするために５つのテーマに事例を振り分けたが、１つの事例が複数のテーマに関連してい
ることも多いため、便宜上、最も事例の内容と関わりのあるテーマに入れた。 
参考資料として、ニーズの把握のために使用した希望調査シートの写しを以下に示す。 
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   １. 潜在的ニーズの明確化が図られた事例 
 

★事例１  

「冬でも雪の上を歩いてみたい」本人の希望は強いと気付かされた事例  
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★事例２  

家族やデイケアスタッフも気づかなかった真のニーズに触れ、それを実現す
ることができた事例  
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★事例３  

本人の興味・関心を引き出すことで意欲向上がみられた事例 
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★事例４  

言葉の裏に隠された新のニーズ（本心）を把握できたことで得られた家庭内
役割の第一歩 ～家族の心配を安心に～  
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★事例５  

意欲向上により歩行の介助量軽減と声量の改善が見られた心不全患者の事例  
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★事例６  

希望調査シートによってニーズが明確になり、「生活リハビリ」で生活が改
善した事例  
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★事例７  

意欲向上により歩行の介助量軽減と声量の改善が見られた心不全の事例  

 

 

 

 

 

84

「夫の墓参り」を目標としたことで運動機能の向上がみられた事例
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★事例８  

ニーズの明確化に伴い利用者を取り巻く環境の課題が浮き彫りになった事例  
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★事例９  

しっかり歩けるようになりたいとの希望の奥にみえた思いへの関わり  

～趣味的活動の再開～  
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２. 家族の協力のもと目標の共有設定ができた事例 
 

★事例 10 

呼吸困難感の憎悪により動くことへの恐怖心が強くなった利用者への取組み  

～多職種間・家族間で統一したケアを行った事例～  
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★事例 11 

活動量が増加し、家事への意欲が向上してきた事例  
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★事例 12 

家族の協力により「外出」のニーズ達成に向かいつつある事例  
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★事例 13 

家族の協力の下、旧友と再会し交流を深めることが出来、笑顔を取り戻した
事例  
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３. 生活活動の拡大に伴うリスクを考慮した事例 
 

★事例 14 

生活空間の拡大よりも安全な生活空間を確保することを優先した事例  

～今の生活を維持することが一番の幸福～  

 
 
 
 

90 

 

３. 生活活動の拡大に伴うリスクを考慮した事例 
 

★事例 14 

生活空間の拡大よりも安全な生活空間を確保することを優先した事例  

～今の生活を維持することが一番の幸福～  
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★事例 15 

本人の希望をかなえるため、無理なく、リスクも少ない方法で段階的にステ
ップアップした事例  
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★事例 16 

寄り添うことで自信をつけ、再び店の手伝いができるようになった事例  
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★事例 17 

要介護度が高い利用者に対して生活期リハビリの効果を実感した事例  
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４. 医療との連携・協働が図られた事例 
  

★事例 18 

生活範囲拡大への取り組み～不安の解消で活動性向上が得られた事例～  
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★事例 19 

介助方法の指導により、歩行自立に至った事例  
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★事例 20 

医療職とも目標を共有し運動量が増加した事例  
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５．チームケアによって多職種連携が上手くいった事例 
 

★事例 21 

ポータブルトイレでの排泄を希望する独居の方の事例  

～家族負担の軽減と動作練習への連携～  
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★事例 22 

リハビリ目標が明確でない事例に対し、チームでの関わりにより明確な目標
を設定した事例  
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★事例 23 

意欲低下に対して目標提示を行い、他職種との連携で活動を促した事例  
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★事例 24 

食事をすることを目標に生活範囲が拡大した拒否反応の強かった施設入所者  
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★事例 25 

足の痛みを恐れずにやりたいことができるようになった事例  
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★事例 26 

呼び寄せ高齢者の生活混乱期支援において関係者の緊密な情報交換とチーム
ワークで自信回復と社会参加につながった事例  
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第４章 調査結果への考察と提言 

１. 調査結果への考察 

（１） 既存の評価尺度と新たな評価尺度に関する考察 

既存評価尺度でも、ＦＩＭ（身体的側面）、ＶＩ（精神的側面）、ＬＳＡ（社会的側
面）、ＢＩＣ-11（環境的側面）によって、ある程度生活期リハビリテーションの効果を
測定することが可能であることが判明したが、改善幅は小さく測定される傾向があった。
一方、新たな評価尺度は既存尺度と比較して、前後の改善幅を大きく測定することがで
きた。これはＰ.６に図示したように、既存尺度がＩＣＦの生活機能を３要素に細分化し
て、その一部を評価するものであったため、明確な効果が捉えにくかったのに対し、新
たな尺度では生活機能を構成する３要素全てが重なる部分を生活の核であり、その人ら
しさが最も表れる「暮らしぶり」と定義して測定したことによるものと思われる。 
つまり、生活期リハビリの効果を評価するためには、ＡＤＬだけでなく、本人の生活

実感や満足感というＱＯＬの側面、更には家族や地域との関わりといった社会的側面を
も含めた評価でなければ測定できないことが、数値的にも裏付けられたと言えるのでは
ないだろうか。 
 
例えば、新たな評価尺度で最も改善効果の高かった「食事が美味しいと感じますか」

という項目が改善するためには、体力が向上し、座位の耐久性が改善する（心身機能）、
ベッドや車椅子などの福祉用具が適切である（活動機能）、家族と一緒に食事をする（参
加機能）、食欲を感じる（背景因子・個人）、介護者の負担軽減により、利用者の嗜好
に合う食事が提供できるようになる（背景因子・環境）というような要因のうち、いず
れか又は複数が改善していることが必要である。 
これら生活機能の各要素に働きかけ、全体として自立した生活を支援することが生活

期リハビリの目指すところであるならば、その効果も包括的な視点（暮らしぶり）から
測定されるべきであると考える。 
 

（２） 新たな評価尺度の今後の課題 

生活期リハビリの効果をより正確に測定するためには、有意差の出なかった項目の削
除と追加項目についても検討し、尺度を修正する必要があると思われる。 
今回有意差が出なかった項目でも「維持」を示している可能性があるため、生活期リ

ハビリの効果を表す指標として不適切とは言えない、との意見もあり、これをどのよう
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に扱うべきかについては本委員会でもまだ十分な検討ができていない。今回、提言とし
てまとめた評価尺度からは除外することとしたが、この点は今後さらに調査を重ねて検
討する必要があると思われる。 
また、ヒアリングの際に、「外出していない日の更衣状況」を評価指標に加えるべき

であるとの意見が出された。ＦＩＭの項目別改善状況で「更衣」の改善が見られた類型
が多かったこと、新たな評価尺度の中で社会性を示す項目が少なかったことを考慮して
着替えの状況について項目を増やすこととした。 
 
新たな評価尺度は既存尺度と比較して類型による効果の違いが小さく、多くの対象者

に対して活用可能な尺度であると思われるが、「３年以上」で有意差が出ず、長期間リ
ハビリサービスを利用している者に対しては適さない可能性が残った。今後、更に長期
間の調査によって類型による効果測定の違いを明らかにする必要があると思われる。 
 

（３） ヒアリング（事例報告）から明らかになった効果と現状に関する考察 

多くのリハビリ専門職が生活期リハビリの効果は急性期・回復期と同じようには測る
ことができないと考えていることが分かった。特に「現状維持に関する積極的な評価」
については、生活期を特徴づける視点として、今後重視していく必要があると思われる。 
また、ヒアリング調査からはリハビリの効果を高めるためにリハビリ専門職に求めら

れるのは「明確な目標設定力と共有力」「アセスメント能力と説明力」「連携とコーデ
ィネート力」の３つであることが浮き彫りになった。 
リハビリ専門職が単独で及ぼせる効果には限界があるが、これらの３つの能力を最大

化して、心身状態の維持・向上を切り口に地域全体で本人の生活を向上させる取り組み
を行うことができれば、大きな変化が期待できる。このような変化をもたらすプロセス
は数値からは明らかにできないと思われるので、参考となる取り組みを行っている各地
の事例をまとめ、事例集を作成した。各地のリハビリ専門職が家族や他職種を巻き込み
ながら本人の生活に喜びをもらたしていく様子は、多くのリハビリ専門職を勇気づけ、
各地で同様の取り組みをしようとする際の参考になると思われる。 
 

（４） モデル事業に関する考察 

今回の調査では、生活期リハビリの効果を可視化・測定することを目的として、生活
期リハビリの代表といえる訪問・通所リハビリの効果を測定することとしたが、調査期
間の制約があったため、生活期リハビリの効果が端的に表われるよう工夫したモデル事
業を実施した。 
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具体的には「希望調査シート」を用いて利用者のニーズを再確認し、希望の実現に向
けた目標を設定してリハビリ介入を行った。モデル事業のフローをごく簡単に示すと、 
 
①ニーズの聴取→②ニーズ実現にむけた目標設定→③関係者への周知→④リハビリ支

援→⑤実現 
 
となる。これらモデル事業の内容は、通常の介護保険サービスで実施されている内容

を大きく変更するものではないと想定していたが、ヒアリング調査では「希望調査シー
ト」の有用性を指摘する意見が予想以上に多く出された。 
具体的には以下の意見が上げられたが、これらは裏返せば、現在の訪問・通所リハビ

リサービスが改善する余地を有しているということを示している。モデル事業の実施に
よって、上記プロセスのうち、①②③が軽視されていた現状が明らかになったと言える。 
今後生活期のリハビリサービスを充実させるためには、この点の改善についても考え

ていかなければならないと思われる。 
 
希望調査シートに対する意見 
 

 やりたいことがリストアップされているため、言葉が出にくい利用者でも簡単に
選べる。これまで利用者自身が明確に認識していなかった潜在的なニーズを明ら
かにすることができるツールである。 

 希望調査シートを使うことで家族やケアマネジャーと一緒に目標設定をすること
ができた。 

 長期間リハビリを継続している人に対して、目標設定を見直すきっかけとなった 
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２. 提言 
本委員会では調査結果を踏まえて「暮らしぶりに関する評価尺度①②」を修正し、尺度の

解説と利用方法を付して最終的に「暮らしぶり評価尺度（Ａ）（Ｂ）」としてまとめた。今
後は本尺度で生活期リハビリの効果を測定することを提案したい。 
また、この評価尺度は単にアセスメントや効果測定のツールというだけでなく、生活期リ

ハビリの理念を簡潔に示したものでもあるから、多職種間で情報共有のツールとして活用す
ることで、リハビリの専門職でなくても自然と生活期リハビリの理念を体得することが可能
になると考えている。 
なお、今回の調査で有意差が見られなかった項目は最終的な評価尺度の項目からは除外し
たが、調査期間や対象者属性の変更によって有意差が見られる可能性があるため、今後追試
を行う際には除外した項目も含めることを再度検討する必要があると思われる。 
また、ヒアリングで意見が出された意見を反映して追加した項目があるが、これらについ

ては今後有意差が出るか同様の調査によって確認する必要がある。 
 

削除した項目 
（Ａ） 

Ｑ：現在の食事形態を教えてください。 
Ａ：①経腸栄養・胃ろう ②流動食 ③キザミ食 ④普通食 
 
Ｑ：家族との会話について最も近いのはどれですか。 
Ａ：①必要なこと以外の会話はない ②会話があるが本人から自発的に話していない 
③家族に話しかけるなど、自発的に話す ④会話が楽しく笑いもある 

 
Ｑ：周囲の人との交流状況について教えてください。 
Ａ：①他者との関わりはあまり望まない ②訪ねてくる方への対応はしている  
③交流の場はあるが楽しめていない ④他者との交流を楽しんでいる 

（Ｂ） 
Ｑ：よく眠れていると感じますか。 
Ａ：①全くそう思わない ②あまりそう思わない ③ややそう思う ④非常にそう思う 
 

新たに追加した項目 
（Ａ） 

Ｑ：洋服に着替えていますか。 
Ａ：①１日を寝巻で過ごしている ②外出する時だけ着替える  
③毎日、家族等が用意した服に着替える ④毎日、自分の好みに合った服に着替え
ている。 

（Ｂ） 
Ｑ：地域の活動（趣味の会や、地域・社寺の行事）に参加したいと思いますか。 
Ａ：①全くそう思わない ②あまりそう思わない ③ややそう思う ④非常にそう思う 
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確
認
し

ま
す

。
本
人

や
家

族
か
ら

希
望

が
出
に

く
い

場
合
は

、
利

用
者
本

人
の

身
体
状
況

を
本
人
や

家
族

に
説
明

し
、
現
状
で

で
き

そ
う
な

こ
と

を
提
案

す
る

な
ど
ニ

ー
ズ

を
掘
り
起

こ
す
よ
う

に
心

掛
け
て

下
さ

い
。
 

リ
ハ
ビ
リ

専
門

職
は
利

用
者

の
希
望

の
実

現
に
向

け
て
、
環
境
調
整
、
福
祉
用
具

の
適
応

、

生
活
動
作

の
改

善
、
運

動
方

法
の
指

導
、
家
族
や

介
護

職
員
へ

の
介

助
方
法

の
指

導
、
多
職

種
と
の
連

携
な

ど
、
生

活
期

リ
ハ
ビ

リ
の

ケ
ア
技

法
を

用
い
て

対
応

し
て
く

だ
さ

い
。
具
体

的
な
事
例

は
初

回
説
明

会
に

お
い
て

お
示

し
し
ま

す
。

 

で
き
る
だ

け
、
こ

れ
ま
で
利

用
者
が

受
け

て
い
た

リ
ハ

ビ
リ
サ

ー
ビ

ス
の
回

数
や

時
間
を

変
更
し
な

い
で

実
施
す

る
よ

う
工
夫

し
て

く
だ
さ

い
。（

3
か

月
の
間

だ
け
、
希
望

実
現
に

強

化
し

た
内

容
に

置
き

換
え

る
イ

メ
ー

ジ
で

す
。
）

た
だ

し
、

地
域

や
利

用
者

の
状

況
に

応
じ

て
、
臨
機

応
変

に
対
応

し
て

い
た
だ

い
て

構
い
ま

せ
ん

。
 

 

 

 

3  

（
３
）
協

力
施

設
と
役

割
（

以
下
の

実
施

を
お
願

い
し

ま
す
）
 

国
保
直
診

及
び

リ
ハ
ビ

リ
専

門
職

 

①
調
査
協

力
の

た
め
の

介
護

サ
ー
ビ

ス
事

業
所
の

選
定

と
協
力

依
頼

 

 
※
調
査

協
力

を
依
頼

す
る

介
護
サ

ー
ビ

ス
事
業

所
は
、
通

所
リ
ハ

と
訪
問

リ
ハ

の
い
ず

れ
か
（

両
方
で

も
よ
い

）
を

行
っ
て

い
る

事
業
所

で
す

。
病

院
、
診

療
所

、
通
所

リ

ハ
ビ
リ
事

業
所

、
訪
問

リ
ハ

ビ
リ
事

業
所

、
老
健

な
ど

。
訪
問

看
護

ス
テ
ー

シ
ョ
ン

は
、

リ
ハ

ビ
リ

専
門

職
に
よ

る
訪

問
リ
ハ

を
実

施
し
て

い
れ

ば
対
象

と
な

り
ま
す

。

（
介
護
報

酬
上

の
区
分

は
不

問
で
す

）
 

②
調
査
協

力
者
（
介
護

保
険

事
業
所

の
リ

ハ
ビ
リ

専
門

職
）
に

対
し

、
事
前

説
明

会
を
開

催
し

、
生

活
期

リ
ハ

ビ
リ

の
意

義
に

つ
い

て
解

説
し

、
国

保
直

診
の

所
在

地
域

に
お

い
て

「
生

活
期

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
の

重
要

性
に

つ
い

て
浸

透
を

図
っ

て
下

さ
い
。
※

パ
ワ

ー
ポ
イ

ン
ト

の
説
明

資
料

あ
り

 

③
協
力
者

と
協

働
し
て
「
生

活
空
間

の
拡

大
」
に

焦
点

化
さ
れ

た
リ

ハ
ビ
リ

サ
ー

ビ
ス
を

実
施
し
て

下
さ

い
。
連
携
を

保
つ
た

め
、
経
過

報
告
会
を

1
回

/月
以

上
開
催

し
て

下

さ
い
。

 

※
実
施
に

当
た

っ
て
は

チ
ー

ム
ア
プ

ロ
ー

チ
に
よ

る
協

働
実
施

と
し

ま
す
。
国
保
直
診

の
職
員
と

協
力

者
間
で

情
報

共
有
を

進
め

な
が
ら

、
そ

れ
ぞ
れ

が
共

に
直
接

的
・
間

接
的
に
利

用
者

に
関
わ

っ
て

下
さ
い

。
 

④
協
力
者

に
対

し
、
対

象
者

へ
の
評

価
を

依
頼
す

る
。
状
況
に

応
じ

て
、
直

接
評

価
を
行

っ
て
下
さ

い
。

 

通
所
リ
ハ

・
訪

問
リ
ハ

事
業

を
実
施

し
て

い
る
介

護
保

険
事
業

所
及

び
職
員

 

①
対
象
者

選
定

 

②
事
前
説

明
会

へ
参
加

し
、
本
調

査
の
目

的
と
生

活
期

リ
ハ
ビ

リ
に

関
し
て

理
解

を
深
め

て
く
だ
さ

い
。

 

③
国
保
直

診
の

リ
ハ
ビ

リ
専

門
職
と

協
働

し
て
、
生
活
空

間
拡
大

に
関

す
る
対

象
者

の
希

望
を

聴
取

し
、

希
望

を
実

現
す

る
た

め
の

関
わ

り
（

事
前

説
明

会
に

お
い

て
詳

細
説

明
）
を
実

施
し

て
下
さ

い
。
連
携
を

保
つ

た
め
、
経
過

報
告
会
に

1
回

/月
以
上
参

加

し
て
下
さ

い
。

 

④
介
入
前

後
の

対
象
者

へ
の

評
価
（
利
用

者
と
の

関
わ

り
の
程

度
に

応
じ
て

、
国

保
直
診

の
職
員
が

実
施

し
て
も

か
ま

い
ま
せ

ん
）
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6  

査
票

な
ど

）
は

Ｉ
Ｄ

で
管

理
い

た
だ

く
。

 
国
診

協
事

�
�

 
回

収
さ

れ
た

紙
媒

体
の

調
査

票
は

、
国

診
協

に
お

い
て

は
施

錠
で

き
る

キ
ャ

ビ
ネ

に
お

い
て

管
理

す
る

。
（

デ
ー

タ
入

力
を

行
う

調
査

委
託

事
業

者
も

同
様

の
管

理
を

行
う

。
）

ま
た

、
入

力
さ

れ
た

デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
、

パ
ス

ワ
ー

ド
を

付
し

、
事

業
担

当
者

し
か

ア
ク

セ
ス

で
き

な
い

フ
ォ

ル
ダ

に
お

い
て

管
理

す
る

。
 

 

（
８

）
実

施
期

間
 

実
施
期
間

は
平
成

24
年

11
月
～

平
成

25
年

1
月
ま
で
の

3
か
月
間

 

 （
９
）
調

査
イ

メ
ー
ジ

図
 

�
体

�
 

�
�

�
 

�
�

�

生
活

リ
ハ

の
効

果
測

定
に

適
し
た
新

た
な
評

価
指
標
 

 

�
デ

ル
事

業
の

�
�
ー

�
 

�
�

�
の

生
活

�
間

�
�

�
�

�
�

�
�

（
�

�
�

応
）

 

・
補

助
具

の
適

応
、
環

境
調

整
、
生

活
動

作
の

改
善

、
運

動
方

法
の

指

導
、

介
助

方
法

の
指

導
、

他
職

種
と

の
連

携
な

ど
 

希
望

調
査

 

シ
ー

ト
 

�
�

�
 

�
�

の
�

�
 

�
標

の
�

�
�

 

�
�

�
�

・
介

�
�

ー
�

�
�

�
�

 

の
リ

ハ
�

リ
�

�
職

 

 Ｐ
Ｔ

 

Ｏ
Ｔ

 
Ｓ

Ｔ
 

医
師

 

 

5  

（
６
）
調

査
項

目
 

①
フ
ェ
イ

ス
シ

ー
ト
【

様
式

２
、
３

】
 

対
象

者
�

性
・

・
・

氏
名

、
性

別
、

生
年

月
日

、
要

介
護

度
、

家
族

構
成

、
既

往
病

歴
、

リ
ハ
ビ
リ

歴
、

サ
ー
ビ

ス
利

用
期
間

、
サ

ー
ビ
ス

利
用

頻
度

 

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
・
・
・
事

業
所
名

、
住

所
、
職

員
数

、
職
員

の
職

種
構
成

、
性
別
、
年

齢
、
経
験

年
数

 

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
�
・
・
・
登
録

者
数
、
リ
ハ

ビ
リ
サ

ー
ビ
ス

提
供

時
間

、
サ
ー

ビ
ス
提

供
日
数
、

個
別

リ
ハ
ビ

リ
実

施
率

 

 

 
 

②
既

存
の

尺
度

の
選

定
 

以
下
の
評

価
は

全
て
リ

ハ
ビ

リ
専
門

職
が

行
っ
て

下
さ

い
。
Ｂ

Ｉ
Ｃ

-1
1
に
つ
い

て
は
リ

ハ
ビ
リ
専

門
職

が
家
族

か
ら

聴
取
し

て
下

さ
い
。

 

【
様

式
４

】
身

体
的

側
面

・
・

・
Ｆ

Ｉ
Ｍ

（
F
u
n
c
t
i
o
n
a
l
 
I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 
M
e
a
s
u
r
e
）
 

【
様

式
５

】
精

神
的

側
面

・
・

・
Ｖ

Ｉ
（

V
i
t
a
l
i
t
y
 
I
n
d
e
x
）

 

【
様

式
６

】
認

知
的

側
面

・
・

・
Ｍ

Ｍ
Ｓ

Ｅ
（

M
i
n
i
-
M
e
n
t
a
l
 
S
t
a
t
e
 
E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
）
 

【
様

式
７

】
社

会
的

側
面

・
・

・
Ｌ

Ｓ
Ａ

（
L
i
f
e
 
S
p
a
c
e
 
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
）
 

【
様
式
８

】
環

境
的
側

面
・

・
・
Ｂ

Ｉ
Ｃ

-
1
1
 

 

③
新
た
な

指
標

に
よ
る

効
果

に
つ
い

て
 

既
存

の
指

標
で

は
測

定
が

困
難

な
利

用
者

の
暮

ら
し

ぶ
り

に
関

す
る

変
化

を
で

き
る

だ

け
客
観
的

に
測

定
す
る

た
め

の
指
標

と
し

て
、
先

行
研

究
や
有

識
者

の
意
見

を
反

映
し
た
新

た
な
指
標

を
作

成
し
ま

し
た

。
①
は

利
用

者
の
状

態
を

リ
ハ
ビ

リ
専

門
が
評

価
し

て
下
さ
い
。

②
は
利
用

者
及

び
家
族

か
ら

意
見
を

聴
取

し
て
回

答
し

て
下
さ

い
。

 

【
様
式
９

①
②

】
利
用

者
の

暮
ら
し

ぶ
り

に
関
す

る
指

標
 

  
 
 
 

④
リ

ハ
ビ
リ

専
門

職
の
変

化
【

様
式

10
】

 

 
 
 
 

 
本

事
業
に

協
力

し
て
い

た
だ

い
た
リ

ハ
ビ

リ
専
門

職
（

国
保
直

診
・
介

護
事

業
所
）
の
方

の
変
化
に

つ
い

て
お

1
人
ず

つ
ご
回

答
下

さ
い
。

 

 
（

７
）

デ
ー

タ
管

理
方

法
 

モ
デ

ル
事

業
実

施
施

設
（

国
保

直
診

及
び

事
業

所
）

 
各

施
設

で
モ

デ
ル

事
業

に
関

す
る

情
報

管
理

責
任

者
を

決
め

て
い

た
だ

き
、

対
象

者
の

情
報

（
調
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8  

４
.
初
回
説
明
会
の

進
め
方
（
国
保
直
診
職
員
へ
の
お
願
い
）
 

 
生

活
期

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
必

要
性

や
効

果
に

つ
い

て
、

地
域

の
リ

ハ
ビ

リ
専

門
職

が
理

解
を

広
げ

る
こ
と
が

で
き

る
よ
う

、
下

記
の
内

容
で

の
初
回

説
明

会
の
開

催
を

お
願
い

し
ま

す
。
リ
ハ
ビ

リ
に
関

す
る
講
師

は
本
調
査

を
企

画
し
た

調
査

研
究
委

員
会

・
作
業

部
会

の
委
員

が
担

当
し
ま

す
。
 

    �
�

 
 

モ
デ
ル
事

業
を

実
施
す

る
前

に
、
参

加
者

全
員
が

生
活

期
の
リ

ハ
ビ

リ
に
つ

い
て

同
じ
考

え
方

を
共
有
し
、

本
調
査
の

内
容

の
確
認

を
す

る
こ
と

で
疑

問
を
解

消
す

る
こ
と

を
目

的
に
行

い
ま

す
。
 

 進
め

方
 ・

初
回
説

明
会

は
国
保

直
診

が
主
催

し
て

く
だ
さ

い
。
 

 ・
講
師
は

本
調

査
を
企

画
し

た
委
員

会
の

委
員
が

担
当

し
ま
す

。
講

師
が
用

い
る

統
一
し

た
資

料
（
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト

）
を

作
成
し

て
お

り
ま
す

が
、
地
域
の

実
情

に
合
わ

せ
て

、
他
の

資
料

を
追
加

し
て

使
用
し
て

も
か
ま
い

ま
せ

ん
。
 

 ・
参
加

者
は
、
本
調

査
に
ご

協
力
い

た
だ

け
る
国

保
直

診
の
リ

ハ
ビ

リ
専
門

職
及

び
介
護

事
業

所
で
通

所
リ

ハ
・
訪
問

リ
ハ

を
実
施

し
て

い
る
リ

ハ
ビ

リ
専
門

職
で

す
。
人

数
の

決
ま
り

は
あ

り
ま
せ

ん
。
 

 

・
リ
ハ
ビ

リ
支

援
は
国

保
直

診
の
職

員
と

介
護
事

業
所

の
職
員

の
チ

ー
ム
ア

プ
ロ

ー
チ
に

よ
る

協
働
介
入
に

よ
り
実
施

し
ま

す
。
そ
の
た

め
の
連

携
方

法
（

担
当
者

の
決
定

や
連

絡
の
と

り
方

、
頻

度
な
ど

）
に

つ
い
て

も
、
こ
の

会
で

決
め
て

く
だ

さ
い
。
 

 �
�

�
�
 


 

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

と
は
 


 

日
々
の
生

活
・

暮
ら
し

の
中

に
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

を
取
り

入
れ

る
に
は
 


 

生
活
の
基

本
設

計
の
ポ

イ
ン

ト
 


 

生
活
空
間

を
広

げ
る
関

わ
り

の
具
体

例
 


 

本
人
の
ニ

ー
ズ

を
理
解

す
る

た
め
に
 

 �
の

�
（

�
�

�
�
会

）
 

・
利
用

者
の
状

況
や
リ

ハ
ビ

リ
の
進

展
状

況
を
確

認
す

る
た
め

に
、
月
に

１
度
以

上
の
経

過
報

告
会
の

開
催

を
お
願
い

し
ま

す
。
 

 ※
開
催
頻

度
は

目
安
で

す
の

で
、
地

域
の

状
況
に

応
じ

て
決
め

て
く

だ
さ
い

。
 

  
 

 

7  

３
. 

作
業

フ
ロ

ー
（

国
保

直
診

職
員

の
フ

ロ
ー

）
 

 

①
協

力
事

業
者

の
選

定
と

事
前

説
明

会
の

開
催

 

・
 
通

所
リ

ハ
又

は
訪

問
リ

ハ
を

実
施

し
て

い
る

介
護

事
業

所
の

中
で

、
本

調
査

に
協

力
い

た
だ

け
る

施

設
を

選
定

す
る

。
 

・
 
協

力
者

に
対

し
、
「

事
前

説
明

会
」

を
開

催
す

る
。
（

事
前

説
明

会
の

進
め

方
は

実
施

要
領

の
８

ペ
ー

ジ
）

 
                              ②

 対
象

者
の

事
前

評
価

 

・
 
協

力
施

設
に

お
い

て
調

査
対

象
と

な
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
を

選
定

す
る

。（
選

定
基

準
は

実
施

要

領
の

４
ペ

ー
ジ

）
 

・
 
協

力
者

及
び

協
力

施
設

の
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
。
（

平
成

2
4
年

11
月

3
0
日

提
出

〆
切

）
 

・
 
第

１
回

目
の

対
象

者
の

評
価

を
実

施
す

る
。

 

�
評

価
は

リ
ハ

ビ
リ

専
門

職
が

�
う
（

国
保

直
診
・
事

業
所

職
員

の
ど

�
ら

で
も

�
）
が

、
家

族
の

介
護

�
�

�
に

関
し

て
は

、
リ

ハ
ビ

リ
専

門
職

が
家

族
か

ら
�

�
し

て
作

成
す

る
。

 
    ③

 リ
ハ

ビ
リ

支
援

（
モ

デ
ル

事
業

）
の

実
施

（
３

か
月

）
 

・
 

国
保

直
診

及
び

介
護

事
業

所
の

リ
ハ

ビ
リ

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
チ

ー
ム

に
よ

っ
て

強
化

し
た

リ
ハ

ビ
リ

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
。

 

方
法

 

①
生

活
空

間
の

広
が

り
や

社
会

参
加

に
関

す
る

項
目

を
例

示
し

た
「

希
望

調
査

シ
ー

ト
」
に

よ
っ

て
、
利

用
者

の
し

た
い

こ
と
（

意
向

）
を

明
確

化
す

る
。
利

用
者

が
意

向
を

表
明

で
き

な
い

状
態

の
場

合
は

家

族
の

意
向

を
確

認
す

る
。
本

人
や

家
族

か
ら

希
望

が
出

に
く

い
場

合
は

、
利

用
者

本
人

の
身

体
状

況
を

本
人

や
家

族
に

説
明

し
、
現

状
で

で
き

そ
う

な
こ

と
を

提
案

す
る

な
ど

、
希

望
の

決
定

の
相

談
に

の
る

。 

②
調

査
対

象
者

が
最

も
希

望
す

る
内

容
の

実
現

に
む

け
た

機
能

訓
練

、
環

境
調

整
、

生
活

動
作

の
改

善
、

運
動

方
法

の
指

導
、

介
助

方
法

の
指

導
、

他
職

種
と

の
連

携
な

ど
を

実
施

。
（

具
体

的
な

方
法

例
に

つ

い
て

は
事

前
説

明
会

に
お

い
て

説
明

）
 

③
国

保
直

診
と

介
護

事
業

所
の

職
員

は
定

期
的

に
経

過
報

告
会

を
開

催
し

（
月

１
回

以
上

）
、

介
入

の
た

め
の

連
携

を
保

つ
。

 
                            ④

 対
象

者
の

事
後

評
価

 

・
第

２
回

目
の

調
査

対
象

者
の

事
後

評
価

を
実

施
す

る
。

 

�
評

価
は

リ
ハ

ビ
リ

専
門

職
が

�
う
（

国
保

直
診
・
事

業
所

職
員

の
ど

�
ら

で
も

�
）
が

、
家

族
の

介
護

�
�

�
に

関
し

て
は

、
リ

ハ
ビ

リ
専

門
職

が
家

族
か

ら
�

�
し

て
作

成
す

る
。

 

・
第

２
回

目
の

書
類

提
出

（
平

成
2
5
年

２
月

中
旬

提
出

〆
切

・
期

限
厳

守
で

お
願

い
し

ま
す

。）
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1
�

�
�

か
�

出デ

て
�

�
シ
ョ
ク
ジ

を
す

る

2
�

聞
シ
ン
ブ
ン

、
�

�
ザ
ッ
シ

や
本ホ
ン

を
�ヨ

む

3
�

�
も

や
�

人
ユ
ウ
ジ
ン

・
�

人
チ
ジ
ン

な
�

に
�

�
テ
ガ
ミ

や
�

�
デ
ン
ワ

を
す

る

4
�

�
�

で
�

�
ハ
イ
セ
ツ

す
る

5
�

�
ニ
ュ
ウ
ヨ
ク

を
す

る

6
�

�
ツ
ウ
ハ
ン

な
�

で
�

�
カ
イ
モ
ノ

を
す

る

7
�

�
ス
イ
ジ

、
�

�
セ
ン
タ
ク

、
�

�
ソ
ウ
ジ

な
�

家
�

カ
ジ

を
す

る

8
庭ニ
ワ

の
�

�
テ
イ

�
や

�
�

エ
ン
ゲ
イ

の
た

�
に

外ソ
ト

に
出デ

る

9
体

�
タ
イ
ソ
ウ

な
�

を
す

る

1
0

�
�

ダ
イ
ク

�
�

シ
ゴ
ト

や
家

の
�

�
テ
イ

�
を

す
る

1
1

外ソ
ト

に
�

�
サ
ン
ポ

に
�

く

1
2

外ソ
ト

に
�

�
カ
イ
モ
ノ

に
�

く

1
3

�
�

も
や

親シ
ン

せ
き

、
�

人
ユ
ウ
ジ
ン

や
�

�
キ
ン
ジ
ョ

の
家

を
訪タ
ズ

�
る

1
4

�
内

チ
ョ
ウ
ナ
イ

会カ
イ

や
�

�
シ
ュ
ミ

な
�

の
集ア
ツ

ま
り

に
�

�
サ
ン
カ

す
る

1
5

寺テ
ラ

詣マ
イ

り
、

�
�

ハ
カ
マ
イ

り
、

教
会

キ
ョ
ウ
カ
イ

�
の

�
�

レ
イ
ハ
イ

に
�

�
サ
ン
カ

す
る

1
6

�
�

ビ
ョ
ウ
イ
ン

で
�

�
ジ
ュ
シ
ン

す
る

、
�

は
薬ク
ス
リ を

�ウ

け
�

り
に

�
く

1
7

孫マ
ゴ

や
�

�
も

、
�

�
�

ハ
イ
グ
ウ
シ
ャ

な
�

の
�

�
セ
ワ

を
す

る

1
8

�
�

シ
ュ
ウ
ニ
ュ
ウ に

な
る

�
�

シ
ゴ
ト

や
家

�
カ
ギ
ョ
ウ

の
�

�
テ
ツ
ダ

い
を

す
る

1
9

�
�

ノ
ウ
リ
ン

�
�

ギ
ョ
ギ
ョ
ウ

の
�

�
サ
ギ
ョ
ウ

を
す

る

2
0

�
の

�

　
リ

ハ
ビ

リ
専

門
職

の
助

け
を

か
り

て
、

し
て

み
た

い
と

思
う

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

一
番

強
く

希
望

す
る

も
の

に
○

を
付

け
て

教
え

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

中
に

当
て

は
ま

る
も

の
が

な
い

場
合

は
、

2
0

番
に

○
を

つ
け

、
具

体
的

な
希

望
の

内
容

を
こ

た
え

て
く

だ
さ

い
。

※
ご

本
人

が
希

望
を

示
す

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
は

、
ご

家
族

の
ご

希
望

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

希
望

�
�

�
�

�

 

9  

５
．

調
査
票
の
構
成
と
提
出
予
定

 
 

調
査

票
と

提
出

期
限

は
以

下
の

と
お

り
で

す
。

評
価

は
介

護
事

業
所

又
は

国
保

直
診

の
リ

ハ
ビ

リ
専

門
職

が
行

っ

て
く

だ
さ

い
。
各

調
査

票
は

国
保

直
診

の
代

表
者

が
と

り
ま

と
め

、
期

限
ま

で
に

下
記

提
出

先
ま

で
ご

提
出

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

お
願

い
致

し
ま

す
。

 
※

提
出

票
は

で
き

る
だ

け
エ

ク
セ

ル
フ

ァ
イ

ル
に

入
力

し
、

フ
ァ

イ
ル

デ
ー

タ
の

形
で

ご
提

出
下

さ
い

。
様

式
４

～
９

は
利

用
者

１
人

に
１

シ
ー

ト
、
様

式
10

は
職

員
1
人

に
１

シ
ー

ト
作

成
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

の
で

、
様

式
ご

と
に

フ
ァ

イ
ル

を
分

け
、
利

用
者

ID
１

つ
に

つ
き

、
１

シ
ー

ト
作

成
し

て
下

さ
い

。
送

付
の

制
限

な
ど

で

デ
ー

タ
で

の
提

出
に

不
都

合
が

あ
る

場
合

は
、

紙
面

に
記

入
し

、
下

記
ま

で
ご

郵
送

願
い

ま
す

。
 

※
提

出
先

 
 

（
メ

ー
ル

に
よ

る
問

い
合

わ
せ

・
デ

ー
タ

送
信

先
）

ka
jit

an
i@

je
ri

.co
.jp

  
 

（
郵

送
の

場
合

の
宛

先
）

〒
10

0-
00

04
 

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

2-
2-

1 
新

大
手

町
ビ

ル
３

階
 

 
（

株
）

日
本

経
済

研
究

所
 

医
療

福
祉

部
 

梶
谷

直
子

 
宛

 
 

 
 

 
（

問
合

せ
先

）
03

-6
21

4-
46

36
 

（
直

通
で

す
）

 
 

№
 

名
 
 
称
 

記
入
方
法

等
 

提
 

出
 

期
 

限
 

様
式
１
 

協
力
施
設

及
び

協
力

者
一
覧
 

 

本
事
業
の

協
力

者
施
設

ご
と

に
、
協

力
し

て

い
た
だ
く

リ
ハ

ビ
リ
専

門
職

の
メ
ン

バ
ー

を

ご
記
入
く

だ
さ

い
。
 

H
24
 

1
1
�
�0
 

様
式
２

 

 

介
護
サ
ー

ビ
ス

事
業

所
に
つ
い

て
 

介
護
サ
ー

ビ
ス

事
業
所

に
つ

い
て
記

入
し

て

下
さ
い
。

①
は

通
所
リ

ハ
ビ

リ
、
②

は
訪

問

リ
ハ
ビ
リ

に
関

し
て
の

内
容

で
す
。
 

H
24
 

1
1
�
�0
 

様
式
３
 

介
護
サ
ー

ビ
ス

利
用

者
一
覧
 

 

選
定
さ
れ

た
対

象
者
（

通
所

・
訪
問

リ
ハ

の

介
護
サ
ー

ビ
ス

利
用
者

）
の

フ
ェ
イ

ス
シ

ー

ト
で
す
。

様
式

４
以
下

に
は

、
対
象

者
の

Ｉ

Ｄ
の
み
の

記
載

と
し
て

く
だ

さ
い
。

 

H
24
 

1
1
�
�0
 

様
式

４
 

   

機
能

的
自

立
尺

度
 

（
Ｆ

Ｉ
Ｍ

）
 

 

介
入
前
・

後
の

２
回
評

価
し

ま
す
。
 

簡
単
に
ま

と
め

た
「
採

点
要

領
」
を

参
考

資

料
と
し
て

付
し

て
い
ま

す
の

で
採
点

の
際

の

参
考
に
し

て
く

だ
さ
い

。
 

H
25
 

2
�
1
5 

様
式

５
 

 

意
欲
評
価

尺
 

（
Ｖ
Ｉ
）
 

介
入
前
・

後
の

２
回
評

価
し

ま
す
。
 

H
25
 

2
�
1
5 

様
式
６
 

 

認
知
機
能

評
価

尺
度
 

（
Ｍ
Ｍ
Ｓ

Ｅ
）
 

介
入
前
・

後
の

２
回
評

価
し

ま
す
。
 

H
25
 

2
�
1
5 

様
式
７
 

生
活
空
間

尺
度
 

（
Ｌ
Ｓ
Ａ

）
 

介
入
前
・

後
の

２
回
評

価
し

ま
す
。
 

H
25
 

2
�
1
5 

様
式
８
 

介
護
負
担

感
尺

度
 

（
Ｂ
Ｉ
Ｃ

-
1
1
）
 

介
入
前
・

後
の

２
回
評

価
し

ま
す
。
 

H
25
 

2
�
1
5 

様
式
９
 

利
用
者
の

暮
ら

し
ぶ

り
に
関
す

る
指

標
 

①
②
 

今
回
独
自

に
作

成
し
た

生
活

期
リ
ハ

ビ
リ

の

効
果
を
測

定
す

る
た
め

の
指

標
で
す

。
 

介
入
前
・

後
の

２
回
評

価
し

ま
す
。
 

H
25
 

2
�
1
5 

様
式

1
0
 

リ
ハ
ビ
リ

専
門

職
へ

の
質
問
 

国
保
直
診

・
介

護
事
業

所
の

リ
ハ
職

１
人

1

枚
の
記
入

を
お

願
い
し

ま
す

。
 

H
25
 

2
�
1
5 
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様
式
　
２
の
①

通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
る
介
護
事
業
所
に
つ
い
て
ご
記
入
願
い
ま
す
。

1
2

3

Ｐ
Ｔ

Ｏ
Ｔ

Ｓ
Ｔ

柔
道

整
復

師
・

あ
ん

摩
マ

ッ
サ

ー
ジ

指
圧

師
 
(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

要
支

援
1

人
人

人

要
支

援
2

人
人

人

要
介

護
1

人
人

人

要
介

護
2

人
人

人

要
介

護
3

人
人

人

要
介

護
4

人
人

人

要
介

護
5

人
人

人

1
-
2
時

間
人

人
人

2
-
3
時

間
人

人
人

3
-
4
時

間
人

人
人

4
-
6
時

間
人

人
人

6
-
8
時

間
人

人
人

8
時

間
超

人
人

人

1
-
2
時

間
日

日
日

2
-
3
時

間
日

日
日

3
-
4
時

間
日

日
日

4
-
6
時

間
日

日
日

6
-
8
時

間
日

日
日

8
時

間
超

日
日

日

1
-
2
時

間
人

人
人

2
-
3
時

間
人

人
人

3
-
4
時

間
人

人
人

4
-
6
時

間
人

人
人

6
-
8
時

間
人

人
人

8
時

間
超

人
人

人

介
護
事
業
所
に
つ
い
て
（
①
通
所
リ
ハ
ビ
リ
）

個
別

リ
ハ

ビ
リ

実
施

率

リ
ハ

専
門

職
の

人
数

利
用

者
定

員
数

（
1
0
月

時
点

）

時
間

別
開

催
日

数
（

1
0
月

１
か

月
間

の
開

催
日

数
を

記
入

）

時
間

別
利

用
者

数№

事
業
所
名

所
在
住
所

職
員
数

登
録

者
数

様
式
１

国
保
直
診
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

№
氏
名

性
別

男
性

＝
1

女
性

＝
2

職
種

年
齢

経
験

年
数

（
職

種
と

し
て

）
所
属
機
関
名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

介
護
事
業
所
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

№
氏
名

性
別

男
性

＝
1

女
性

＝
2

職
種

年
齢

経
験

年
数

（
職

種
と

し
て

）
所
属
機
関
名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

協
力
施
設
及
び
協
力
者
一
覧
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様式　３

ＩＤ氏名
性別
男性＝1
女性＝2

生年月日要介護度家族構成
希望調査シートの

選択番号
既往病歴リハビリ歴（※）

現在のサービス
利用期間

１か月のサービス
利用頻度（※）

入力例
山田良子

（イニシャル
でも可）

2大正13年5月9日要介護３
妻

娘夫婦
孫2人

4（トイレで排泄する）脳梗塞
①平成18年6月～現在まで訪問リハ
②平成20年9月～21年8月まで通所リハ

３年以上訪問リハ１回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

（※）リハビリ歴及び１か月のサービス利用頻度は、「通所リハ」と「訪問リハ」のみに関して回答して下さい。

利用者ＩＤ一覧表

様
式
　
２
の
②

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
る
介
護
事
業
所
に
つ
い
て
ご
記
入
願
い
ま
す
。

1
2

3

Ｐ
Ｔ

Ｏ
Ｔ

Ｓ
Ｔ

柔
道

整
復

師
・

あ
ん

摩
マ

ッ
サ

ー
ジ

指
圧

師
 
(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

要
支

援
1

人
人

人

要
支

援
2

人
人

人

要
介

護
1

人
人

人

要
介

護
2

人
人

人

要
介

護
3

人
人

人

要
介

護
4

人
人

人

要
介

護
5

人
人

人

件
件

件

単
位

単
位

単
位

登
録

者
数

利
用

件
数

（
1
0
月

分
）

利
用

単
位

数
（

1
0
月

分
）

介
護
事
業
所
に
つ
い
て
（
②
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
）

№

事
業
所
名

所
在
住
所

職
員
数

リ
ハ

専
門

職
の

人
数
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様
式

　
５

評
価
日
　
事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

評
価
者
名

実
施
前

実
施
後

1
起
床

2
：

1
：

0
：

2
意
思
疎
通

2
：

1
：

0
：

3
食
事

2
：

1
：

0
：

4
排
泄

2
：

1
：

0
：

5
リ
ハ
ビ
リ
、

活
動

2
：

1
：

0
：

0
0

意
欲
評
価

（
Ｖ
Ｉ-
Ｖ
ｉｔ
ａ
ｌｉ
ｔｙ
　
Ｉｎ
ｄ
ｅ
ｘ
）

除
外

�
定

：
意

�
�

�
、

�
�

の
�

器
�

�
、

�
�

疾
患

（
�

�
、

�
�

な
�

）

判
定
上
の
注
意

１
.
薬
剤
の
影
響
を
除
外
。
起
座
で
き
な
い
場
合
、
開
眼
し
覚
醒
し
て
い
れ
ば
２
点

２
.
失
語
の
合
併
が
あ
る
場
合
、
言
語
以
外
の
表
現
で
よ
い

３
.
器
質
的
消
化
疾
患
を
除
外
。
麻
痺
で
食
事
の
介
助
が
必
要
な
場
合
、
介
助
に
よ
り
摂
取
意
欲
が
あ
れ
ば
2
点
（
口

ま
で
運
ん
で
積
極
的
に
食
べ
よ
う
と
す
れ
ば
２
点
）

４
.
失
禁
の
有
無
は
問
わ
な
い
。
尿
意
不
明
の
場
合
、
失
禁
後
に
い
つ
も
不
快
を
伝
え
れ
ば
２
点

５
.
リ
ハ
ビ
リ
で
な
く
と
も
散
歩
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
レ
ビ
で
も
い
い
。
寝
た
き
り
の
場
合
、
受
動
的
理
学
運

動
に
対
す
る
反
応
で
判
定
す
る
。

（
資
料
：
T
o
b
a
 
K
 
e
t
 
a
l
 
:
V
i
t
a
l
i
t
y
 
I
n
d
e
x
 
a
s
 
a
 
u
s
e
f
u
l
 
t
o
o
l
 
t
o
 
a
s
s
e
s
s
 
e
l
d
e
r
l
y
 
w
i
t
h
 
d
e
m
e
n
t
i
a
.

Ge
ri
at
ri
cs
 G
er
on
to
lo
gy
 I
nt
er
n
 
2
0
0
2
;
2
:
2
3
-
2
9
）

合
　
　
　
　
計

利
用

者
ＩＤ

　
　
年

　
　
　
月

　
　
　
日

　
　
年

　
　
　
月

　
　
　
日

自
分
か
ら
挨
拶
す
る
、
話
か
け
る

挨
拶
、
呼
び
か
け
に
対
し
返
答
や
笑
顔
が
見
ら
れ
る

反
応
が
な
い

自
分
で
進
ん
で
食
べ
よ
う
と
す
る

促
さ
れ
る
と
食
べ
よ
う
と
す
る

食
事
に
関
心
が
な
い
、
全
く
食
べ
よ
う
と
し
な
い

い
つ
も
自
ら
尿
意
、
便
意
を
伝
え
る
、
あ
る
い
は
自
分
で
排

便
、
排
尿
を
行
う

時
々
、
尿
意
、
便
意
を
伝
え
る

排
泄
に
全
く
関
心
が
な
い

自
ら
リ
ハ
ビ
リ
に
向
か
う
、
活
動
を
求
め
る

促
さ
れ
て
向
か
う

拒
否
、
無
関
心

項
　
　
　
目

配
　
　
　
　
　
　
　
点

い
つ
も
定
時
に
起
床
し
て
い
る

起
こ
さ
な
い
と
起
床
し
な
い
こ
と
が
あ
る

自
分
か
ら
起
床
す
る
こ
と
は
な
い

様
式

　
４

評
価

日
　

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

評
価

者
名

7 6 5 4 3 2 1
実

施
前

実
施

後

Ａ
食

事

Ｂ
整

容

Ｃ
清

拭

Ｄ
更

衣
（

上
半

身
）

Ｅ
更

衣
（

下
半

身
）

Ｆ
ト

イ
レ

動
作

Ｇ
排

尿
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

Ｈ
排

便
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

Ｉ
ベ

ッ
ド

・
椅

子
・

車
椅

子

Ｊ
ト

イ
レ

Ｋ
浴

漕
・

シ
ャ

ワ
ー

Ｌ
歩

行
・

車
椅

子

Ｍ
階

段

Ｎ
理

解

Ｏ
表

出

Ｐ
社

会
的

交
流

Ｑ
問

題
解

決

Ｒ
記

憶

0
0

※
空
欄
は
残
さ
な
い
こ
と
。
リ
ス
ク
の
た
め
に
検
査
不
能
の
場
合
は
得
点
１
と
す
る
。

※
評
点
の
詳
細
は
別
添
参
考
資
料
（
Ｆ
Ｉ
Ｍ
採
点
要
領
）
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

介
助

な
し

介
助

あ
り

完
全

自
立

（
時

間
・

安
全

性
含

め
て

）

修
正

自
立

（
補

助
具

の
使

用
）

監
視

最
小

介
助

（
患

者
自

身
で

7
5
％

以
上

）

中
等

介
助

（
5
0
％

以
上

）

得 点

合
�

�
�

最
大

介
助

（
2
5
％

以
上

）

全
介

助
（

2
5
％

未
満

）

≪
部

分
介

助
≫

≪
完

全
介

助
≫

≪
セ

ル
フ

ケ
ア

≫

≪
排

泄
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
≫

≪
移

乗
≫

≪
移

動
≫

≪
社

会
的

認
知

≫

≪
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

≫

利
用

者
ＩＤ

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

身
体

機
能

評
価

（
Ｆ

ＩＭ
-
F
u
n
c
ti
o
n
al

 I
n
de

pe
n
de

n
c
e
 M

e
as

u
re

）
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様
式

　
７

評
価

日
　

事
業

実
施

前

事
業

実
施

後

利
用

者
ＩＤ

自
�

度
得

点

そ
こ

へ
行

く
の

に
は

介
助

者
や

補
助

具
が

必
要

で
す

か

得
点

は
以

下
の

式
で

計
算

し
ま

す

は
い

い
い

え
１

回
未

満
週

１
～

３
回

週
４

～
６

回
毎

日

1
0

1
2

3
4

実
　

施
　

前
　

得
　

　
点

0

実
　

施
　

後
　

得
　

　
点

0

は
い

い
い

え
１

回
未

満
週

１
～

３
回

週
４

～
６

回
毎

日

2
0

1
2

3
4

実
　

施
　

前
　

得
　

　
点

0

実
　

施
　

後
　

得
　

　
点

0

は
い

い
い

え
１

回
未

満
週

１
～

３
回

週
４

～
６

回
毎

日

3
0

1
2

3
4

実
　

施
　

前
　

得
　

　
点

0

実
　

施
　

後
　

得
　

　
点

0

は
い

い
い

え
１

回
未

満
週

１
～

３
回

週
４

～
６

回
毎

日

4
0

1
2

3
4

実
　

施
　

前
　

得
　

　
点

0

実
　

施
　

後
　

得
　

　
点

0

は
い

い
い

え
１

回
未

満
週

１
～

３
回

週
４

～
６

回
毎

日

5
0

1
2

3
4

実
　

施
　

前
　

得
　

　
点

0

実
　

施
　

後
　

得
　

　
点

0

合
計

得
点

0

生
活

空
間

評
価

（
Ｌ

Ｓ
Ａ

-
L
if
e
 S

pa
c
e
 A

ss
e
ss

m
e
n
t）

評
価

者
名

空
間

レ
ベ

ル
×

頻
度

×
自

立
度

�
�

空
間

レ
ベ

ル
４

　
近

所
よ

り
は

少
し

遠
い

と
こ

ろ
（

町
内

）
に

外
出

し
ま

し
た

か
。

空
間

レ
ベ

ル
×

頻
度

×
自

立
度

空
間

レ
ベ

ル
×

頻
度

×
自

立
度

�
�

空
間

レ
ベ

ル
�

　
町

外
（

※
）

へ
外

出
し

ま
し

た
か

。

1
　

点
＝

他
の

人
の

介
助

が
必

要
1
.
5
点

＝
補

助
具

の
助

け
が

必
要

2
　

点
＝

補
助

具
も

介
助

も
不

要

1
　

点
＝

他
の

人
の

介
助

が
必

要
1
.
5
点

＝
補

助
具

の
助

け
が

必
要

2
　

点
＝

補
助

具
も

介
助

も
不

要

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

（
資

料
：

C
l
a
i
r
e
 
P
e
e
l
,
P
a
t
r
i
c
i
a
 
S
a
w
y
e
r
 
B
a
k
e
r
,
D
a
v
i
d
 
L
 
R
o
t
h
.
 
A
s
s
e
s
s
i
n
g
 
M
o
b
i
l
i
t
y
 
i
n
 
O
l
d
e
r
 
A
d
u
l
t
s
:
T
h
e
 
U
A
B
 
S
t
u
d
y
 
o
f
 
A
g
i
n
g
 
L
i
ｆ

e
-

S
p
a
c
e
 
A
s
s
e
s
m
e
n
t
,
Ph

ys
ic

al
 T

he
ra

py
,
2
0
0
5
;
8
5
：

1
0
0
8
-
1
0
1
9
.
)

（
※

）
町

外
と

は
自

動
車

、
バ

ス
、

路
面

電
車

で
3
0
分

以
上

の
場

所
と

し
ま

す
。

�
�

空
間

レ
ベ

ル
３

　
庭

や
マ

ン
シ

ョ
ン

の
敷

地
以

外
で

、
近

所
に

外
出

し
ま

し
た

か
。

1
　

点
＝

他
の

人
の

介
助

が
必

要
1
.
5
点

＝
補

助
具

の
助

け
が

必
要

2
　

点
＝

補
助

具
も

介
助

も
不

要

1
　

点
＝

他
の

人
の

介
助

が
必

要
1
.
5
点

＝
補

助
具

の
助

け
が

必
要

2
　

点
＝

補
助

具
も

介
助

も
不

要

1
　

点
＝

他
の

人
の

介
助

が
必

要
1
.
5
点

＝
補

助
具

の
助

け
が

必
要

2
　

点
＝

補
助

具
も

介
助

も
不

要

網
か

け
部

分
に

該
当

す
る

数
値

を
入

れ
て

下
さ

い
。

合
計

得
点

は
自

動
的

に
計

算
さ

れ
ま

す
。

生
　

活
　

空
　

間
　

�
�

�
頻

　
　

　
度

�
�

空
間

レ
ベ

ル
１

　
自

宅
の

中
で

、
寝

て
い

る
部

屋
以

外
の

部
屋

に
行

き
ま

し
た

か
。

�
�

空
間

レ
ベ

ル
�

　
家

の
外

に
出

ま
し

た
か

。
（

例
：

玄
関

の
外

、
ベ

ラ
ン

ダ
、

中
庭

、
マ

ン
シ

ョ
ン

な
ど

の
廊

下
、

車
庫

、
庭

な
ど

）

空
間

レ
ベ

ル
×

頻
度

×
自

立
度

空
間

レ
ベ

ル
×

頻
度

×
自

立
度

以
下

は
、

こ
の

４
週

間
の

間
の

行
動

に
つ

い
て

答
え

て
く
だ

さ
い

ど
れ

く
ら

い
の

頻
度

で
行

き
ま

し
た

か

様
式

　
６

評
価

日
　

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

利
用

者
ＩＤ

評
価

者
名

正
答

に
対

し
、

１
点

を
加

算
し

て
下

さ
い

。

実
施

前
実

施
後

【
　

　
　

回
】

【
　

　
　

回
】

４
.
（

５
点

）

５
.
（

３
点

）

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

質
問

内
容

検
者

は
物

の
名

前
を

一
秒

間
に

一
個

づ
つ

言
う

。
そ

の
後

、
被

験
者

に
繰

り
返

さ
せ

る
。

正
答

１
つ

に
つ

き
、

１
点

を
与

え
る

。
３

例
全

て
言

え
る

ま
で

繰
り

返
す

（
６

回
ま

で
）

今
年

は
何

年
で

す
か

今
の

季
節

は
何

で
す

か
今

日
は

何
曜

日
で

す
か

認
知

機
能

評
価

（Ｍ
Ｍ

Ｓ
Ｅ

-M
in

i-
M

e
nt

al
 S

ta
te

 E
xa

m
in

at
io

n
）

１
.
（

５
点

）

２
.
（

５
点

）

３
.
（

３
点

）

こ
こ

は
何

市
で

す
か

こ
こ

は
何

階
で

す
か

こ
こ

は
何

地
方

で
す

か
こ

こ
は

ど
こ

で
す

か
物

品
名

３
個

（
相

互
に

無
関

係
）

今
日

は
何

月
で

す
か

今
日

は
何

日
で

す
か

こ
こ

は
何

県
で

す
か

何
回

繰
り

返
し

た
か

に
つ

い
て

も
記

入
す

る
。

1
0
0
か

ら
順

に
７

を
引

く
（

５
回

ま
で

）
。

ま
た

は
、

「
フ

ジ
ノ

ヤ
マ

」
を

逆
唱

さ
せ

る
。

３
.
で

提
唱

し
た

物
品

名
を

再
度

復
唱

さ
せ

る
。

８
.
（

３
点

）

９
.
（

１
点

）

1
0
.
（

１
点

）

1
1
.
（

１
点

）

0
0

合
　

　
計

満
点

3
0
点

。
カ

ッ
ト

オ
フ

ポ
イ

ン
ト

：
2
3
/
2
4
。

教
育

歴
に

よ
る

差
が

出
る

。
頭

頂
葉

の
障

害
に

よ
る

構
成

障
害

を
発

見
す

る
に

は
Ｈ

Ｄ
Ｓ

-
Ｒ

よ
り

適
す

る
。

※
モ

デ
ル

事
業

用
の

注
：

カ
ッ

ト
オ

フ
ポ

イ
ン

ト
と

は
、

認
知

症
を

検
出

す
る

た
め

の
線

引
き

と
な

る
得

点
で

、
こ

れ
を

下
回

る
と

認
知

症
が

想
定

さ
れ

る
。

（
資

料
：

森
　

悦
郎

：
神

経
疾

患
患

者
に

お
け

る
日

本
語

版
Ｍ

Ｍ
Ｓ

テ
ス

ト
の

有
用

性
、

臨
床

心
理

学
1
9
8
5
；

　
1
：

2
-
1
0

６
.
（

２
点

）

７
.
（

１
点

）
「

み
ん

な
で

力
を

合
わ

せ
て

綱
を

引
き

ま
す

」
（

３
段

階
の

命
令

）
「

右
手

に
こ

の
紙

を
持

っ
て

く
だ

さ
い

」
「

そ
れ

を
半

分
に

折
り

た
た

ん
で

く
だ

さ
い

」
「

机
の

上
に

置
い

て
く

だ
さ

い
」

（
次

の
文

章
を

読
ん

で
そ

の
指

示
に

従
っ

て
下

さ
い

）
「

目
を

閉
じ

な
さ

い
」

（
何

か
文

章
を

書
い

て
下

さ
い

）

（
次

の
図

形
を

書
い

て
下

さ
い

）

（
時

計
を

見
せ

な
が

ら
）

こ
れ

は
何

で
す

か

（
鉛

筆
を

見
な

が
ら

）
こ

れ
は

何
で

す
か

次
の

文
章

を
繰

り
返

さ
せ

る
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様
式
　
９
の
①

評
価
日
　
事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

ID
評
価
者
名

質
　
問
　
内
　
容

選
　
択
　
肢

回
答
欄

（
実
施
前
）

回
答
欄

（
実
施
後
）

①
経

管
栄

養
（

胃
ろ

う
）

②
流

動
食

③
キ

ザ
ミ

食

④
普

通
食

①
食

事
の

度
に

頻
繁

に
む

せ
る

②
1
日

の
食

事
の

中
で

数
回

む
せ

る

③
食

事
中

ま
れ

に
む

せ
る

こ
と

が
あ

る

④
食

事
中

の
む

せ
は

ほ
と

ん
ど

な
い

①
自

分
か

ら
は

手
を

付
け

な
い

②
う

な
が

さ
れ

れ
ば

食
べ

る

③
自

ら
す

す
ん

で
食

べ
る

④
食

べ
る

勢
い

が
あ

り
、

お
か

わ
り

す
る

こ
と

も
あ

る

①
日

中
は

ほ
と

ん
ど

寝
て

い
る

②
６

時
間

程
度

（
日

中
の

半
分

）

③
３

時
間

程
度

④
ほ

ぼ
全

て
の

時
間

起
き

て
い

る

①
表

情
の

変
化

が
み

ら
れ

な
い

②
険

し
い

表
情

を
し

て
い

る
こ

と
が

多
い

③
表

情
が

穏
や

か
で

笑
顔

も
見

ら
れ

る

④
笑

顔
が

多
く

み
ら

れ
る

①
周

囲
の

こ
と

に
無

関
心

で
、

自
分

の
意

思
は

表
明

し
な

い

②
周

囲
に

関
心

は
示

す
が

、
自

分
か

ら
意

思
を

表
明

す
る

こ
と

は
な

い

③
尋

ね
ら

れ
れ

ば
自

分
の

意
思

を
表

明
す

る

④
自

分
か

ら
積

極
的

に
意

思
表

示
が

あ
る

①
必

要
な

事
以

外
の

会
話

は
な

い

②
会

話
が

あ
る

が
、

本
人

か
ら

は
自

発
的

に
話

し
て

い
な

い

③
家

族
に

話
し

か
け

る
な

ど
、

自
発

的
に

話
す

④
会

話
が

楽
し

く
笑

い
も

あ
る

①
介

護
さ

れ
る

時
の

み
時

間
を

共
有

②
一

緒
に

テ
レ

ビ
を

見
る

な
ど

、
介

護
以

外
の

時
間

も
共

有
し

て
い

る
　

③
家

族
の

い
る

時
間

の
大

半
は

一
緒

に
過

ご
し

て
い

る

④
買

い
物

や
旅

行
等

の
外

出
に

も
、

家
族

と
一

緒
に

出
か

け
る

こ
と

が
あ

る

①
他

者
と

の
関

わ
り

は
あ

ま
り

望
ま

な
い

②
訪

ね
て

く
る

方
へ

の
対

応
は

し
て

い
る

③
交

流
の

場
は

あ
る

が
楽

し
め

て
い

な
い

④
他

者
と

の
交

流
を

楽
し

ん
で

い
る

（
※
）
ベ
ッ
ド
の
上
に
い
て
も
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
家
族
と
会
話
し
た
り
し
て
い
る
状
態
は
「
寝
て
い
る
時
間
」
に
含
み
ま
せ
ん
。

　
暮

ら
し

ぶ
り

や
人

間
関

係
に

関
す

る
以

下
の

質
問

に
つ

い
て

、
評

価
者

か
ら

見
て

、
モ

デ
ル

事
業

の
実

施
前

と
実

施
後

の
利

用
者

の
状

況
に

当
て

は
ま

る
も

の
を

回
答

し
て

下
さ

い
。

評
価

者
だ

け
で

は
判

断
で

き
な

い
場

合
は

、
家

族
に

聴
取

し
て

回
答

し
て

下
さ

い
。

1
現

在
の

食
事

形
態

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。

2
食

事
中

に
む

せ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

3
食

事
の

様
子

は
ど

れ
に

当
て

は
ま

り
ま

す
か

4
日

中
、

何
も

せ
ず

に
寝

て
い

る
時

間
は

ど
れ

く
ら

い
あ

り
ま

す
か

。
（

※
）

5
最

近
の

利
用

者
の

表
情

と
し

て
当

て
は

ま
る

も
の

は
ど

れ
で

す
か

。

6
利

用
者

は
自

分
の

意
思

（
希

望
）

を
表

現
し

ま
す

か
。

7
家

族
と

の
会

話
に

つ
い

て
最

も
近

い
も

の
は

ど
れ

で
す

か
。

8
家

で
は

家
族

と
ど

れ
だ

け
過

ご
し

て
い

ま
す

か
。

9
周

囲
の

人
と

の
交

流
状

況
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

利
用
者
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
関
す
る
評
価
①

（
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な
効
果
指
標
）

様
式

　
８

評
価

日
　

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

利
用

者
ＩＤ

評
価

者
名

１
．

介
護

の
た

め
に

自
分

の
時

間
が

十
分

に
と

れ
な

い
。

実
施

前
実

施
後

全
く

思
わ

な
い

0
ほ

と
ん

ど
思

わ
な

い
1

時
々

思
う

２
良

く
思

う
３

い
つ

も
思

う
４

２
．

介
護

の
た

め
に

自
由

に
外

出
で

き
な

い
。

実
施

前
実

施
後

全
く

思
わ

な
い

0
ほ

と
ん

ど
思

わ
な

い
1

時
々

思
う

２
良

く
思

う
３

い
つ

も
思

う
４

３
．

介
護

を
し

て
い

て
何

も
か

も
い

や
に

な
っ

て
し

ま
う

。
実

施
前

実
施

後

全
く

思
わ

な
い

0
ほ

と
ん

ど
思

わ
な

い
1

時
々

思
う

２
良

く
思

う
３

い
つ

も
思

う
４

４
．

介
護

を
誰

か
に

ま
か

せ
て

し
ま

い
た

い
。

実
施

前
実

施
後

全
く

思
わ

な
い

0
ほ

と
ん

ど
思

わ
な

い
1

時
々

思
う

２
良

く
思

う
３

い
つ

も
思

う
４

５
．

介
護

し
て

い
て

や
り

が
い

が
感

じ
ら

れ
ず

つ
ら

い
。

実
施

前
実

施
後

全
く

思
わ

な
い

0
ほ

と
ん

ど
思

わ
な

い
1

時
々

思
う

２
良

く
思

う
３

い
つ

も
思

う
４

６
．

介
護

を
す

る
こ

と
の

意
味

を
見

い
だ

せ
ず

つ
ら

い
。

実
施

前
実

施
後

全
く

思
わ

な
い

0
ほ

と
ん

ど
思

わ
な

い
1

時
々

思
う

２
良

く
思

う
３

い
つ

も
思

う
４

７
．

介
護

を
し

て
い

て
体

の
痛

み
を

感
じ

る
。

実
施

前
実

施
後

全
く

思
わ

な
い

0
ほ

と
ん

ど
思

わ
な

い
1

時
々

思
う

２
良

く
思

う
３

い
つ

も
思

う
４

８
．

介
護

の
た

め
に

自
分

の
健

康
を

そ
こ

な
っ

た
。

実
施

前
実

施
後

全
く

思
わ

な
い

0
ほ

と
ん

ど
思

わ
な

い
1

時
々

思
う

２
良

く
思

う
３

い
つ

も
思

う
４

９
．

患
者

さ
ん

（
利

用
者

）
が

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
嫌

が
る

の
で

困
る

。
実

施
前

実
施

後

全
く

思
わ

な
い

0
ほ

と
ん

ど
思

わ
な

い
1

時
々

思
う

２
良

く
思

う
３

い
つ

も
思

う
４

1
0
．

介
護

サ
ー

ビ
ス

が
家

に
入

っ
て

く
る

こ
と

が
負

担
で

あ
る

。
実

施
前

実
施

後

全
く

思
わ

な
い

0
ほ

と
ん

ど
思

わ
な

い
1

時
々

思
う

２
良

く
思

う
３

い
つ

も
思

う
４

1
1
．

全
体

的
に

み
て

、
介

護
は

自
分

に
と

っ
て

ど
の

く
ら

い
負

担
で

あ
る

と
思

い
ま

す
か

。
実

施
前

実
施

後

負
担

で
は

な
い

0
少

し
負

担
で

あ
る

1
や

や
負

担
で

あ
る

２
か

な
り

負
担

で
あ

る
３

非
常

に
負

担
で

あ
る

４

禁
無

断
転

載
・
使

用
（
C

）
2
0
0
5
　

M
iy

as
h
it
a 

M
, 
F
u
ku

h
ar

a 
S
, 
A

ll 
ri
gh

ts
 r

e
se

rv
e
d.

多
次

元
介

護
負

担
感

尺
度

（
B

IC
-
1
1
）

●
介

護
を

し
て

い
て

、
以

下
の

各
項

目
の

よ
う

に
思

う
こ

と
が

、
過

去
１

か
月

の
間

に
ど

れ
く

ら
い

あ
り

ま
し

た
か

。
当

て
は

ま
る

番
号

の
得

点
を

回
答

欄
に

記
入

し
て

下
さ

い
。

介
護

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日
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様
式
　
1
0

評
価

日
　
事

業
実

施
前

事
業

実
施

後

ID
評

価
者

名

質
問

内
容

選
択

肢
回

答
欄

（
実

施
前

）
回

答
欄

（
実

施
後

）

①
支

援
課

題
に

取
り

組
む

が
、

目
標

を
見

失
う

こ
と

が
よ

く
あ

る

②
目

標
は

あ
る

が
達

成
で

き
な

い
と

思
う

③
課

題
や

目
標

を
見

直
し

て
い

る

④
総

合
的

な
目

標
に

向
け

て
対

応
し

て
い

る

①
リ

ハ
ビ

リ
単

独
で

活
動

で
き

る

②
関

係
職

種
に

は
書

類
等

で
情

報
を

提
供

し
て

い
る

③
関

係
職

種
の

役
割

を
理

解
す

る
が

、
連

携
は

十
分

と
は

言
え

な
い

④
関

係
職

種
と

の
連

携
が

図
れ

て
い

る

①
全

く
そ

う
思

わ
な

い

②
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

③
や

や
そ

う
思

う

④
非

常
に

そ
う

思
う

4

質
問

４
で

③
ま

た
は

④
と

回
答

し
た

方
に

お
聞

き
し

ま
す

。
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

具
体

的
に

教
え

て
く

だ
さ

い
。

※
質
問
３
、
４
に
つ
い
て
は
前
後
２
回
の
回
答
で
な
く
、
介
入
終
了
後
の
み
回
答
し
て
下
さ
い
。

リ
ハ

ビ
リ

専
門

職
へ

の
質

問

　
以

下
の

質
問

は
、

リ
ハ

ビ
リ

専
門

職
ご

自
身

の
状

態
・

状
況

に
つ

い
て

お
聞

き
す

る
も

の
で

す
。

モ
デ

ル
事

業
実

施
前

と
実

施
後

の
状

態
・

状
況

1
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

す
る

際
の

支
援

課
題

や
達

成
目

標
に

つ
い

て
、

普
段

ど
の

よ
う

に
感

じ
て

い
ま

す
か

リ
ハ

ビ
リ
専

門
職

へ
の

質
問

　
　
　
　
年

　
　
　
月

　
　
　
日

　
　
　
　
年

　
　
　
月

　
　
　
日

2
関

係
職

種
と

の
役

割
分

担
に

つ
い

て
教

え
て

下
さ

い

3
リ

ハ
ビ

リ
の

効
果

に
つ

い
て

の
考

え
方

に
変

化
が

あ
り

ま
し

た
か

。

様
式

　
９
の

②

評
価

日
　
事

業
実

施
前

事
業

実
施

後

ID

質
問

内
容

選
択

肢
回

答
欄

（
実

施
前

）
回

答
欄

（
実

施
後

）

①
全

く
そ

う
思

わ
な

い

②
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

③
や

や
そ

う
思

う

④
非

常
に

そ
う

思
う

①
全

く
そ

う
思

わ
な

い

②
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

③
や

や
そ

う
思

う

④
非

常
に

そ
う

思
う

①
全

く
そ

う
思

わ
な

い

②
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

③
や

や
そ

う
思

う

④
非

常
に

そ
う

思
う

①
全

く
そ

う
思

わ
な

い

②
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

③
や

や
そ

う
思

う

④
非

常
に

そ
う

思
う

①
全

く
そ

う
思

わ
な

い

②
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

③
や

や
そ

う
思

う

④
非

常
に

そ
う

思
う

①
非

常
に

そ
う

思
う

②
や

や
そ

う
思

う

③
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

④
全

く
そ

う
思

わ
な

い

①
非

常
に

そ
う

思
う

②
や

や
そ

う
思

う

③
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

④
全

く
そ

う
思

わ
な

い

①
全

く
そ

う
思

わ
な

い

②
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

③
や

や
そ

う
思

う

④
非

常
に

そ
う

思
う

①
全

く
そ

う
思

わ
な

い

②
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

③
や

や
そ

う
思

う

④
非

常
に

そ
う

思
う

①
全

く
そ

う
思

わ
な

い

②
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

③
や

や
そ

う
思

う

④
非

常
に

そ
う

思
う

以
下

の
内

容
は

、
利

用
者

の
生

活
に

関
す

る
考

え
（

思
い

）
を

聞
い

て
い

ま
す

。
モ

デ
ル

事
業

実
施

前
と

実
施

後
に

、
利

用
者

ま
た

は
家

族
か

ら
聴

取
し

た
内

容
を

回
答

し
て

下
さ

い
。

1
体

調
が

良
い

と
感

じ
ま

す
か

。

2
食

事
が

美
味

し
い

と
感

じ
ま

す
か

。

3
良

く
眠

れ
て

い
る

と
感

じ
ま

す
か

。

4
気

持
ち

よ
く

排
泄

で
き

ま
す

か
。

5
気

分
は

落
ち

着
い

て
い

ま
す

か
。

6
生

活
に

支
障

が
出

る
ほ

ど
の

体
の

痛
み

を
感

じ
ま

す
か

。

7
移

動
、

入
浴

、
排

泄
を

行
う

際
に

危
険

（
怖

い
）

と
感

じ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

。

10
日

常
生

活
に

お
い

て
、

リ
ハ

ビ
リ

の
効

果
を

感
じ

ま
す

か
。

利
用

者
の

暮
ら
し
ぶ

り
に
関

す
る
評

価
②

（
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な
効
果
指
標
）

　
　
　
　
年

　
　
　
月

　
　
　
日

　
　
　
　
年

　
　
　
月

　
　
　
日

評
価

者
名

8
楽

し
み

を
持

っ
て

生
活

し
て

い
る

と
感

じ
ま

す
か

。

9
や

り
た

い
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

か
。
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訪
問

リ
ハ

及
び

通
所

リ
ハ

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
に

関
す

る
生

活
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

効
果

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

へ
の

参
加

に
つ

い
て

 
  �

�
 

事
業

内
容

 

介
護

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
へ

の
効

果
的

な
リ

ハ
ビ

リ
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り

方
に

関
す

る
知

見
を

得
る

た
め

の
研

究
事

業
の

一
環

と
し

て
、

訪
問

リ
ハ

・
通

所
リ

ハ
を

利

用
し

て
い

る
方

を
対

象
に

、
生

活
期

リ
ハ

ビ
リ

の
効

果
を

測
定

す
る

調
査

研
究

事

業
を

実
施

す
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。
 

本
調

査
事

業
に

お
い

て
は

、
３

か
月

ほ
ど

の
期

間
を

区
切

っ
て

、
国

保
直

診
の

リ
ハ

ビ
リ

専
門

職
と

通
所

リ
ハ

・
訪

問
リ

ハ
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

事
業

所
の

リ

ハ
ビ

リ
専

門
職

と
が

協
力

し
な

が
ら

利
用

者
へ

の
リ

ハ
ビ

リ
サ

ー
ビ

ス
を

通
常

よ

り
強

化
し

て
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、
サ

ー
ビ

ス
強

化
の

前
・
後

２
回

に
わ

た
っ

て
、

い
く

つ
か

の
質

問
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
、

身
体

の
状

態
や

参
加

者
と

そ
の

家
族

の

気
持

ち
を

調
査

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 
 ２

. 
参

加
者

に
ご

協
力

い
た

だ
く

内
容

 
 

①
 
生

活
空

間
を

広
げ

る
た

め
の

目
標

設
定

を
行

い
ま

す
。

参
加

者
に

は
ご

自

身
の

ご
希

望
を

お
答

え
い

た
だ

き
ま

す
。

例
え

ば
、

「
家

の
外

へ
散

歩
に

行
き

た
い

」
な

ど
で

す
。

 
②
 
①

で
決

め
た

目
標

の
実

現
の

た
め

に
、

リ
ハ

ビ
リ

専
門

職
の

助
言

に
沿

っ

た
リ

ハ
ビ

リ
を

実
行

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
内

容
は

様
々

で
、

身
体

の
訓

練
以

外
に

も
、

例
え

ば
、

自
宅

の
家

具
の

配
置

を
変

え
た

り
、

補
助

具
を

使
用

し
て

い
た

だ
く

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 
③
 
①

と
②

に
ご

協
力

い
た

だ
く

前
と

後
に

、
身

体
の

状
態

や
生

活
の

状
態

、

気
持

ち
の

状
態

、
ご

家
族

の
気

持
ち

を
確

認
す

る
質

問
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

２
回

と
も

に
同

じ
質

問
内

容
で

す
。

 
 ３

. 
参

加
�

�
な

ど
 

 
通

所
リ

ハ
又

は
訪

問
リ

ハ
の

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
て

お
ら

れ
る

利
用

者
ご

本

人
が

本
調

査
事

業
へ

の
ご

協
力

を
了

承
し

た
場

合
の

み
、

ご
参

加
い

た
だ

き

別
紙

 
  

 
    （

各
地

の
事

業
実

施
主

体
名

を
入

れ
て

下
さ

い
）

  
殿

 
  

記
 

  
私

は
下

記
の

調
査

事
業

へ
参

加
す

る
に

あ
た

り
、
担

当
者

か
ら

別
紙

の
説

明
書

に
記

載

さ
れ

て
い

る
「

事
業

内
容

」
及

び
「

協
力

内
容

」
に

つ
い

て
説

明
を

受
け

、
こ

れ
を

十

分
理

解
し

ま
し

た
の

で
調

査
事

業
に

参
加

す
る

こ
と

に
同

意
い

た
し

ま
す

。
 

 （
説

明
事

項
）

 

 
1.

 調
査

事
業

の
内

容
に

つ
い

て
 

 2
.
 調

査
事

業
に

お
い

て
、

参
加

者
が

協
力

す
る

内
容

に
つ

い
て

 

 3
.
 調

査
事

業
に

参
加

す
る

こ
と

に
同

意
し

な
く

て
も

何
ら

不
利

益
を

受
け

な
い

こ

と
に

つ
い

て
 

 4.
 調

査
事

業
に

参
加

す
る

こ
と

に
同

意
し

た
後

で
も

、
自

由
に

取
り

や
め

る
こ

と

が
可

能
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

 
 5.

 プ
ラ

イ
バ

シ
－

の
保

護
、

情
報

の
取

り
扱

い
の

件
に

つ
い

て
 

 

  
（

調
査

事
業

名
）

訪
問

リ
ハ

及
び

通
所

リ
ハ

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
に

関
す

る
生

活
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

効
果

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
平

成
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
参

加
者

氏
名
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ま
す

。
本

調
査

事
業

に
参

加
す

る
こ

と
に

同
意

し
な

く
て

も
、

何
ら

不
利

益

を
受

け
ま

せ
ん

。
 

ご
協

力
い

た
だ

け
る

場
合

に
は

、
同

意
書

に
ご

署
名

を
頂

戴
し

ま
す

。
 

 ４
. 

参
加

の
途

中
解

除
に

つ
い

て
 

調
査

事
業

に
参

加
す

る
こ

と
に

同
意

し
た

後
で

も
、

い
つ

で
も

自
由

に
調

査

へ
の

参
加

を
取

り
や

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
（

途
中

解
除

と
い

い
ま

す
）

。
当

初
と

お
気

持
に

変
化

が
あ

れ
ば

、
お

申
し

出
下

さ
い

。
途

中
解

除
し

た
場

合
に

も
、

何
ら

不
利

益
を

受
け

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 
 ５

. 
�

�
�

�
�

ー
の

保
�

と
情

報
の

取
り

�
い

に
つ

い
て

 
調

査
事

業
の

結
果

は
、
協

力
い

た
だ

い
た

参
加

者
の

デ
ー

タ
を

足
し

合
わ

せ
て

、
全

て
統

計
的

に
処

理
し

、
個

人
を

特
定

し
た

集
計
・
結
果

の
公

表
を

す
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、
事

例
紹

介
と

し
て

公
表

す
る

場
合

に
は

、
年

齢
、
リ

ハ
ビ

リ
歴

、
リ

ハ

ビ
リ

の
実

施
内

容
に

限
定

し
て

記
述

さ
れ

、
氏

名
及

び
居

住
地

域
等

個
人

の
特

定
に

つ

な
が

る
情

報
が

公
表

さ
れ

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

集
め

た
個

人
情

報
は

本
事

業
の

調
査

研
究

目
的

以
外

に
使

用
す

る
こ

と
は

あ
り

ま

せ
ん

。
 

資
料

は
鍵

の
か

か
る

棚
に

保
管

さ
れ

て
厳

重
に

管
理

さ
れ

る
た

め
、

部
外

者
が

個

人
情

報
に

触
れ

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 
   

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
事

業
実

施
主

体
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

担
当

者
 

職
・

氏
名

：
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ＩＤ 1.起床 2.意思疎通 3.食事 4.排泄
5.リハビリ

活動
実施前合計 1.起床 2.意思疎通 3.食事 4.排泄

5.リハビリ
活動

実施後合計

101 2 2 1 2 2 9 2 2 1 2 2 9
102 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
103 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
104 2 2 2 1 1 8 2 2 2 1 1 8
105 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 1 9
106 2 2 1 2 2 9 2 2 1 2 2 9
107 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
108 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
109 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
110 1 2 1 2 1 7 2 1 2 2 1 8
111 2 2 2 2 1 9 1 2 2 2 1 8
112 2 1 1 2 1 7 0 2 1 2 1 6
201 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
202 2 1 2 2 2 9 2 2 2 2 2 10
203 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
204 2 1 2 2 1 8 2 1 2 2 1 8
205 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
206 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
207 2 1 2 2 2 9 2 1 2 2 2 9
209 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
210 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 1 9
211 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
212 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
213 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
215 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
301 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 1 9
302 1 2 2 2 2 9 1 2 2 2 2 9
303 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
304 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 2 10
305 2 1 1 1 1 6 2 1 1 1 1 6
306 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
307 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
308 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
309 1 1 2 1 1 6 1 1 2 1 1 6
310 2 2 2 1 2 9 2 2 2 1 2 9
311 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
312 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
313 2 1 1 1 1 6 2 1 1 1 1 6
314 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
315 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
401 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
402 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
403 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 2 10
404 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 1 9
405 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
406 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
407 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
409 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 1 9
410 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
411 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
413 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
414 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
501 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
502 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
503 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 1 9
504 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
505 1 2 2 2 2 9 1 2 2 2 2 9
506 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
507 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
509 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
510 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
511 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
512 2 1 2 2 2 9 2 1 2 2 2 9
513 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
514 2 1 2 2 1 8 1 1 2 2 1 7
515 0 1 2 0 1 4 0 1 2 0 1 4
516 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
601 2 1 2 1 1 7 1 1 2 1 1 6
602 2 2 2 1 2 9 2 2 2 1 2 9
603 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
604 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
605 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
606 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
607 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
608 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
610 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
611 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
612 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
613 1 2 2 2 2 9 1 2 2 2 2 9
614 1 2 2 2 2 9 1 2 2 2 2 9
615 2 2 1 2 2 9 2 2 0 2 2 8
701 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
702 1 2 0 2 0 5 2 1 2 2 1 8
705 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
706 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
708 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
709 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
710 2 1 2 2 1 8 2 2 2 2 2 10
711 1 2 2 1 1 7 1 2 2 1 2 8
712 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 2 10
801 0 1 1 0 1 3 0 1 1 0 1 3
802 2 1 2 2 2 9 2 1 2 2 2 9
803 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
804 2 1 2 2 2 9 2 1 2 2 2 9
805 1 1 2 2 2 8 1 1 2 2 2 8
806 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
807 1 2 2 2 1 8 1 2 2 2 2 9
808 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
809 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
811 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
901 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
902 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
903 2 1 2 2 2 9 2 1 2 2 2 9
904 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
905 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 2 10
906 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
907 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 1 9
908 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 2 10
909 2 1 2 2 2 9 2 1 2 2 2 9
910 1 1 2 2 1 7 1 2 2 2 1 8
911 1 1 1 0 0 3 1 1 1 0 0 3
912 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
916 0 1 0 1 0 2 1 1 1 1 1 5
917 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5
919 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
920 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 1 9
921 1 2 2 2 1 8 2 2 2 2 2 10
1001 1 2 2 2 1 8 1 2 2 2 1 8
1002 1 1 2 1 0 5 1 1 2 1 0 5
1003 2 1 2 2 1 8 2 1 2 2 1 8
1005 2 2 2 2 1 9 2 2 2 2 1 9
1006 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
1007 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
1008 2 1 2 2 1 8 2 2 2 2 1 9
1009 1 1 1 0 1 4 1 1 1 0 1 4
1010 2 1 1 1 1 6 2 1 1 1 1 6
1011 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
1012 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
1013 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
1014 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
1015 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
1016 2 2 2 2 2 10 2 2 2 2 2 10
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ＩＤ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
実施前
合計

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
実施後
合計

101 5 4 3 0 1 2 0 3 1 0 1 20 5 4 3 0 2 2 1 3 1 0 0 21
102 5 5 3 3 3 2 1 3 1 0 1 27 5 5 3 3 2 2 1 3 1 0 1 26
103 5 5 3 0 3 2 1 3 1 1 1 25 4 5 3 1 2 2 1 3 1 1 1 24
105 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
107 5 4 3 1 3 2 0 0 1 1 0 20 5 5 3 1 2 2 1 3 1 0 1 24
108 3 5 3 1 2 2 1 3 1 1 1 23 5 4 3 1 1 2 1 3 1 1 0 22
109 3 4 3 0 3 2 1 3 1 1 0 21 2 4 3 0 3 2 1 3 1 0 0 19
110 5 4 3 3 3 2 1 3 1 1 0 26 5 4 3 0 3 2 1 3 1 1 0 23
111 5 5 3 4 3 2 1 3 1 1 0 28 5 5 3 3 3 2 1 3 1 1 0 27
112 2 3 3 0 1 2 0 3 0 0 0 14 1 3 3 0 2 1 0 3 0 0 0 13
201 3 4 3 0 3 2 0 3 1 0 1 20 5 4 3 0 3 2 0 3 1 1 1 23
202 5 5 3 0 3 2 1 3 1 1 1 25 5 5 3 5 0 2 1 3 1 1 1 27
203 5 5 3 0 0 2 1 3 1 1 0 21 5 5 3 0 1 2 1 3 1 1 1 23
204 2 4 3 1 0 2 1 3 1 1 0 18 1 3 3 0 0 2 0 3 1 1 1 15
205 4 5 3 0 3 2 1 3 1 1 0 23 4 5 3 0 2 2 1 3 1 1 0 22
206 5 5 3 5 0 2 1 3 1 1 1 27 5 5 3 0 0 2 1 3 1 1 1 22
207 5 5 3 0 3 2 1 3 1 1 1 25 5 5 3 0 3 2 1 3 1 1 1 25
209 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 0 2 1 3 1 1 1 27
210 2 4 3 1 0 2 0 3 1 1 0 17 3 5 3 0 2 2 1 3 1 1 0 21
211 5 5 3 2 2 2 1 3 1 1 1 26 5 5 3 3 3 2 1 3 1 1 1 28
212 5 4 3 1 2 2 1 3 1 1 1 24 4 5 3 5 2 2 1 3 1 1 1 28
213 5 5 3 5 2 2 1 3 1 1 1 29 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
215 5 5 3 5 2 2 1 3 1 1 1 29 5 5 3 5 2 2 1 3 1 1 1 29
301 5 5 3 1 3 2 1 3 1 1 1 26 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
302 3 5 3 1 2 2 1 2 1 1 0 21 2 5 3 0 2 2 1 3 1 1 1 21
303 5 4 3 5 2 2 1 2 1 1 1 27 5 4 3 2 2 2 1 2 1 1 0 23
304 4 5 3 2 3 2 0 3 1 1 1 25 5 5 3 5 3 2 0 3 1 1 1 29
305 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
306 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 3 3 2 1 3 1 1 1 28
307 4 5 3 5 2 2 1 3 1 1 1 28 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
308 5 5 3 1 2 2 1 3 1 1 0 24 5 5 3 4 3 2 1 3 1 1 1 29
309 1 5 3 1 2 2 0 3 1 0 0 18 4 5 3 0 1 2 0 3 1 0 0 19
310 3 4 3 1 0 2 1 3 1 0 1 19 3 3 3 1 1 2 1 3 1 0 1 19
311 4 5 3 1 2 1 3 1 1 1 1 23 5 5 3 2 2 1 3 1 1 1 1 25
312 5 5 3 4 3 2 1 3 1 1 1 29 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
313 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
314 2 4 3 0 2 2 1 3 1 1 1 20 2 4 3 0 2 2 1 3 1 1 1 20
315 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
401 2 2 3 0 2 2 0 3 1 0 0 15 3 2 3 0 1 2 0 3 1 0 0 15
402 3 5 3 5 0 2 1 3 1 1 1 25 3 5 3 5 2 2 1 3 1 1 1 27
403 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
404 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 4 2 5 3 2 1 3 1 1 1 28
405 5 5 3 5 3 2 0 3 1 1 1 29 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
406 5 5 3 3 3 2 1 3 1 1 1 28 5 5 3 2 3 2 1 3 1 1 1 27
407 4 5 3 0 3 2 1 3 1 1 0 23 5 5 3 1 3 2 1 3 1 1 1 26
409 4 5 3 0 1 2 1 3 1 1 1 22 2 5 3 0 2 2 1 3 1 1 1 21
410 5 5 3 0 3 2 1 3 1 1 0 24 4 5 3 0 2 2 1 3 1 1 0 22
411 5 5 3 1 3 2 0 3 1 0 0 23 4 5 3 2 1 2 1 3 1 0 0 22
414 4 5 3 1 2 2 0 3 1 0 0 21 4 5 3 0 1 2 0 3 1 0 0 19
501 4 5 3 4 3 2 1 3 1 1 0 27 4 5 3 4 3 2 1 3 1 1 1 28
502 5 5 3 2 3 2 1 3 1 1 1 27 5 5 3 2 3 2 1 3 1 1 1 27
503 4 5 3 1 2 2 1 3 1 1 0 23 3 5 3 1 2 2 1 3 1 1 0 22
504 5 5 3 2 3 2 1 3 1 1 1 27 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
505 2 4 1 1 2 2 1 3 1 1 1 19 3 5 1 1 2 2 1 3 1 1 1 21
506 5 5 3 1 3 2 1 3 1 1 1 26 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
507 5 5 3 2 3 2 1 3 1 1 1 27 5 5 3 2 3 2 1 3 1 1 1 27
509 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
510 3 5 3 1 2 2 1 3 1 1 1 23 4 5 3 2 2 2 1 3 1 1 1 25
511 5 5 3 3 3 2 1 3 1 1 1 28 5 5 3 2 3 2 1 3 1 1 1 27
512 1 3 3 0 0 1 1 2 1 0 0 12 0 1 3 0 0 1 1 1 1 0 0 8
513 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
514 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 3 4 3 5 2 2 1 3 1 1 1 26
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ＩＤ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
実施前
合計

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
実施後
合計

515 3 3 3 0 2 2 1 3 1 0 0 18 4 4 3 2 3 1 1 3 1 0 0 22
516 5 5 3 5 2 2 1 3 1 1 1 29 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
601 1 5 2 0 2 2 1 3 1 1 1 19 4 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 29
602 4 5 3 0 3 2 1 3 1 0 1 23 4 5 3 0 3 2 1 3 1 1 1 24
603 4 4 3 0 3 2 1 3 1 1 0 22 3 4 2 0 3 2 1 3 1 1 1 21
604 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
605 2 5 3 0 0 2 0 3 1 1 1 18 2 5 3 0 0 2 0 3 1 1 1 18
607 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
608 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
610 3 4 2 0 3 2 1 3 1 1 1 21 3 3 3 0 0 2 1 3 1 1 1 18
611 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 0 3 2 1 3 1 1 1 25
612 3 5 0 0 0 2 1 3 1 1 1 17 3 5 3 0 3 2 1 3 1 1 1 23
701 5 5 3 5 2 2 1 3 1 1 1 29 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
702 2 1 3 0 0 2 1 3 0 0 0 12 2 3 3 1 3 2 1 3 0 0 0 18
705 2 4 3 2 3 2 1 3 1 1 1 23 2 4 3 2 3 2 1 3 1 1 1 23
706 5 4 3 5 3 2 1 3 1 1 1 29 5 4 3 5 2 2 1 3 1 1 1 28
708 5 2 3 1 1 2 1 2 1 1 1 20 5 3 3 1 1 2 1 3 1 1 0 21
709 5 5 3 4 3 2 1 3 1 1 1 29 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
710 5 5 3 1 3 2 1 3 1 1 1 26 5 5 3 1 3 2 1 2 1 1 1 25
711 1 2 3 0 1 2 1 3 1 1 0 15 1 2 3 0 2 2 1 3 1 0 0 15
712 4 3 3 1 3 2 1 3 1 1 1 23 4 4 3 1 3 2 1 3 1 1 1 24
802 5 5 3 2 3 2 1 0 1 0 0 22 5 5 3 2 2 2 1 0 1 0 0 21
803 5 5 3 1 1 2 1 3 1 1 1 24 5 5 3 1 3 2 1 3 1 1 1 26
804 4 5 3 5 2 2 1 3 1 1 1 28 5 5 3 5 1 2 1 3 1 1 1 28
805 5 5 3 5 2 2 1 3 1 1 0 28 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 0 29
806 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
807 4 4 3 0 2 2 1 3 1 1 1 22 4 4 3 1 3 2 1 3 1 1 1 24
808 5 5 3 2 3 2 1 3 1 1 1 27 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
809 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
811 3 5 3 3 3 2 1 3 1 1 0 25 2 5 3 5 3 2 1 3 1 1 0 26
901 4 3 3 1 2 2 1 3 1 1 1 22 4 4 3 3 3 2 1 3 1 1 1 26
902 2 2 3 1 2 2 1 3 1 1 0 18 2 3 3 4 1 2 1 3 1 1 0 21
903 5 5 3 4 2 2 1 3 1 1 1 28 5 5 3 5 1 2 1 3 1 1 1 28
904 4 5 3 0 3 2 1 3 1 1 1 24 4 5 3 0 3 2 1 3 1 1 1 24
905 5 5 3 3 3 2 1 3 1 1 0 27 5 5 3 2 3 2 1 3 1 1 0 26
906 3 5 3 1 2 2 1 3 1 1 0 22 3 5 3 3 2 2 1 3 1 1 0 24
907 4 5 3 3 2 2 1 3 1 1 0 25 4 5 3 2 2 2 1 3 1 1 0 24
908 3 4 3 3 0 2 1 3 1 1 0 21 3 3 3 2 0 2 1 3 1 1 0 19
910 2 2 3 2 1 2 1 3 1 0 0 17 2 2 3 2 2 2 1 3 1 0 0 18
911 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
912 3 5 3 1 2 2 1 3 1 1 1 23 4 3 3 1 3 2 1 2 1 1 1 22
916 2 2 1 5 1 2 1 3 1 1 1 20 3 2 1 4 1 2 1 3 1 1 1 20
917 4 4 3 0 0 2 1 3 1 0 0 18 4 4 3 0 0 2 1 3 1 0 0 18
919 4 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 29 4 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 29
920 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
921 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
1001 5 4 3 1 3 2 0 3 1 1 1 24 5 4 3 1 2 2 0 3 1 1 0 22
1002 3 4 3 1 1 2 0 2 0 0 0 16 2 4 3 1 1 2 0 0 0 0 0 13
1003 4 4 3 5 3 2 1 3 0 0 0 25 5 5 3 5 3 2 1 3 0 0 0 27
1005 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
1006 5 5 2 3 2 2 1 3 1 1 1 26 5 5 2 3 2 2 1 3 1 1 1 26
1007 5 5 2 2 1 2 2 3 1 1 1 25 5 5 2 2 1 2 2 3 1 1 1 25
1008 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
1009 3 5 2 1 1 2 0 0 1 0 0 15 3 5 2 1 1 2 0 0 1 0 0 15
1010 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1011 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30
1012 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 4 3 2 1 3 1 1 1 29
1013 5 5 2 4 2 2 1 3 1 1 0 26 5 5 3 5 2 2 1 3 1 1 0 28
1014 2 5 3 2 2 2 1 3 1 1 0 22 3 5 2 3 3 2 1 2 1 0 0 22
1015 5 4 3 0 3 2 1 3 1 0 0 22 4 5 2 1 3 2 1 3 1 0 0 22
1016 5 5 3 5 3 2 1 3 1 1 1 30 5 5 3 4 3 2 1 3 1 1 1 29
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ＩＤ レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５
実施前
合計

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５
実施後
合計

101 6 0 0 8 0 14 6 0 0 8 0 14
102 6 6 0 4 0 16 6 4 0 0 0 10
103 3 6 0 0 0 9 4 6 0 0 0 10
104 4 8 12 16 0 40 4 8 12 16 0 40
105 6 4 0 0 0 10 6 0 0 0 0 6
106 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
107 6 6 9 4 0 25 6 12 13.5 8 0 39.5
108 4 6 0 0 0 10 4 6 0 0 0 10
109 4 4 0 0 0 8 4 4 0 0 0 8
110 6 4 0 0 0 10 6 4 0 0 0 10
111 6 6 0 0 0 12 8 6 9 0 0 23
112 6 0 0 0 0 6 6 0 0 0 0 6
201 8 6 0 0 0 14 8 6 6 6 0 26
202 2 4 6 8 5 25 2 4 6 8 0 20
203 6 4 6 8 0 24 6 4 6 8 0 24
204 6 6 9 8 0 29 6 6 9 8 0 29
205 8 4 9 8 10 39 8 4 9 8 10 39
206 6 9 9 8 10 42 6 6 6 8 10 36
207 8 6 6 8 0 28 8 6 6 8 0 28
209 6 12 9 8 5 40 6 12 9 8 5 40
210 8 6 9 8 2 33 8 6 9 8 0 31
211 8 3 13.5 12 0 36.5 8 3 13.5 12 0 36.5
212 6 0 0 0 0 6 6 0 0 0 0 6
213 4 2 0 0 5 11 4 2 0 0 5 11
215 6 0 0 0 0 6 6 0 0 0 0 0
301 6 6 6 8 0 26 6 6 6 8 0 26
302 4 8 6 4 0 22 4 8 6 4 0 22
303 6 12 18 24 10 70 6 12 18 24 10 70
304 6 4 0 8 5 23 8 4 0 0 5 17
305 0 0 6 0 5 11 0 0 6 0 5 11
306 6 6 0 8 10 30 6 6 0 8 10 30
307 4 2 3 0 0 9 4 0 0 0 0 4
308 6 2 3 8 0 19 6 2 3 8 0 19
309 4 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 4
310 2 2 0 0 0 4 2 2 0 0 5 9
311 8 16 24 16 20 84 8 16 24 16 20 84
312 4 0 0 0 10 14 4 0 0 0 10 14
313 0 0 6 0 5 11 0 0 6 0 5 11
314 8 0 12 12 10 42 8 0 12 12 10 42
315 4 8 12 12 10 46 6 12 12 12 10 52
401 4 6 6 8 10 34 4 6 6 8 10 34
402 4 4 6 8 10 32 4 4 6 8 10 32
403 6 6 9 12 15 48 6 6 9 12 15 48
404 6 2 0 6 0 14 6 3 3 4 0 16
405 6 12 18 24 15 75 6 12 0 0 22.5 40.5
406 4 6 0 0 0 10 4 6 0 4 0 14
407 4 4 6 8 10 32 4 4 6 8 10 32
409 8 12 18 12 15 65 8 12 18 4 15 57
410 6 9 9 12 15 51 6 9 9 12 15 51
411 6 8 12 0 20 46 6 8 0 0 20 34
413 6 0 0 0 0 6 6 9 0 0 0 15
414 3 8 12 0 0 23 1.5 0 0 0 0 1.5
501 4 4 6 0 0 14 4 4 6 0 0 14
502 6 2 4.5 0 0 12.5 6 2 6 3 7.5 24.5
503 2 4 6 8 0 20 2 4 6 8 0 20
504 8 16 12 0 0 36 8 16 12 4 0 40
505 8 9 3 4 0 24 8 3 3 4 0 18
506 6 0 0 0 0 6 6 4 6 8 10 34
507 6 4 6 4 0 20 6 4 6 4 0 20
509 6 3 3 4 5 21 6 3 3 4 5 21
510 4 4 6 8 0 22 4 4 6 8 0 22
511 4 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 4
512 8 16 24 12 10 70 8 16 18 12 10 64
513 6 2 3 4 5 20 6 2 3 4 5 20
514 2 4 6 8 0 20 2 4 6 0 0 12
515 4 8 12 16 0 40 4 8 12 16 0 40
516 6 6 6 8 10 36 6 6 6 8 10 36
601 4 3 9.5 16 0 32.5 4 4 12 16 0 36
602 6 3 4.5 0 0 13.5 6 3 4.5 0 0 13.5
603 6 12 9.5 8 0 35.5 6 12 9.5 8 0 35.5
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ＩＤ レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５
実施前
合計

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５
実施後
合計

604 3 12 18 6 7.5 46.5 6 12 18 6 15 57
605 3 0 3 0 0 6 3 0 6 8 0 17
606 4 0 0 4 5 13 4 4 6 4 10 28
607 4 2 0 0 5 11 4 2 3 0 5 14
608 6 12 13.5 12 0 43.5 6 12 13.5 18 5 54.5
610 6 4 0 8 0 18 6 4 0 8 0 18
611 6 6 9 4 0 25 6 6 9 4 0 25
612 1 2 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0
613 8 8 12 16 0 44 8 8 12 16 0 44
614 8 8 12 16 10 54 8 8 12 16 10 54
615 6 6 9 8 10 39 6 9 0 0 0 15
701 6 8 6 8 10 38 6 8 6 8 10 38
702 3 0 0 0 0 3 4 0 0 0 0 4
705 3 0 0 0 0 3 4 4 0 0 0 8
706 1.5 0 0 0 0 1.5 6 0 0 0 0 6
708 6 6 9 0 0 21 6 9 9 0 0 24
709 6 9 13.5 0 5 33.5 6 9 13.5 0 5 33.5
710 4 4 0 0 0 8 6 4 6 4 0 20
711 4 0 0 0 5 9 6 0 0 0 5 11
712 6 8 0 0 0 14 6 4 0 4 0 14
801 0 4 6 0 5 15 0 4 6 0 5 15
802 2 4 0 0 0 6 1 4 0 0 0 5
803 6 12 6 0 10 34 6 9 0 0 10 25
804 8 12 6 8 0 34 8 12 6 8 0 34
805 4 4 6 8 0 22 4 4 9 8 0 25
806 6 6 6 8 10 36 6 9 13.5 18 15 61.5
807 6 6 6 8 5 31 6 9 9 8 5 37
808 8 16 13.5 8 5 50.5 8 16 13.5 8 10 55.5
809 4 6 18 24 10 62 4 6 18 24 10 62
811 6 12 0 0 20 38 6 12 0 0 20 38
901 4 16 12 16 10 58 8 16 12 16 20 72
902 8 16 12 16 20 72 8 16 12 16 20 72
903 6 6 4.5 6 15 37.5 6 9 9 6 15 45
904 8 6 0 0 0 14 8 6 0 0 0 14
905 6 9 0 0 0 15 6 9 0 0 0 15
906 6 3 3 0 0 12 6 6 3 0 0 15
907 6 6 0 0 0 12 6 12 0 4 0 22
908 4 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 4
909 6 9 9 0 0 24 6 9 9 0 0 24
910 6 6 0 0 0 12 6 6 6 0 0 18
911 3 4 0 0 0 7 3 4 0 0 0 7
912 8 12 18 6 0 44 8 12 18 6 0 44
916 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2
917 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
919 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
920 6 4 6 0 5 21 6 4 6 0 5 21
921 6 2 3 4 5 20 6 4 6 4 5 25
1001 6 0 0 0 0 6 6 4 0 0 0 10
1002 4 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 4
1003 6 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 6
1005 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1006 3 2 0 0 0 5 3 2 0 0 0 5
1007 8 0 0 0 0 8 8 0 0 0 0 8
1008 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1009 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
1010 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1011 8 12 13.5 12 0 45.5 8 12 18 18 5 61
1012 6 12 18 12 0 48 6 12 18 12 0 48
1013 8 12 13.5 12 0 45.5 8 12 18 12 0 50
1014 8 6 9 0 5 28 8 9 9 4 10 40
1015 8 16 0 8 10 42 8 16 0 4 5 33
1016 8 16 12 16 20 72 8 16 18 8 10 60
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ＩＤ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
実施前
合計

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
実施後
合計

101 1 2 2 2 1 1 1 1 1 0 1 13 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
102 2 2 1 1 1 1 0 0 2 1 2 13 2 2 1 1 1 1 0 0 2 2 2 14
103 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 7 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 7
104 2 2 2 2 1 1 2 2 0 0 1 15 2 2 2 2 1 1 2 2 0 0 1 15
105 0 2 0 1 0 0 0 0 3 0 1 7 0 2 0 1 0 0 0 0 3 0 1 7
106 2 3 1 1 1 1 2 1 0 1 2 15 2 3 1 1 1 1 2 1 0 1 2 15
107 2 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 14 2 2 2 1 3 1 1 1 0 0 1 14
108 2 2 2 1 2 1 2 2 0 0 2 16 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 8
109 2 3 2 2 2 3 2 2 2 1 3 24 2 3 2 2 2 1 2 1 3 1 2 21
110 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 9 1 2 2 2 1 1 1 2 0 1 1 14
111 1 2 1 1 1 1 0 0 0 0 1 8 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 10
112 2 2 1 1 2 1 2 1 1 0 2 15 2 2 1 1 1 1 1 1 1 0 1 12
201 1 2 1 2 1 1 0 0 0 0 1 9 2 1 1 1 1 1 0 1 0 1 2 11
202 2 2 2 1 0 0 2 1 0 0 0 10 2 2 1 0 0 0 1 1 0 0 0 7
203 1 1 1 1 1 1 2 2 0 0 1 11 1 1 1 1 1 1 2 2 1 0 1 12
204 3 3 1 1 2 1 3 2 0 0 0 16 2 3 1 0 1 0 3 2 0 0 1 13
205 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 9
206 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 10
207 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 7 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 10
209 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 6 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 5
211 3 4 2 2 2 2 1 1 1 1 3 22 3 3 3 2 3 2 1 1 1 1 3 23
212 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 6 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 5
213 1 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 6 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
215 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1 2 15 2 2 2 1 1 1 2 1 0 1 1 14
301 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
303 2 2 1 1 0 0 1 1 1 0 2 11 2 2 2 1 0 0 1 1 1 0 2 12
304 1 1 1 0 1 1 0 0 0 1 1 7 1 0 2 0 1 1 0 0 0 1 1 7
305 2 2 0 0 2 0 0 0 0 0 1 7 1 2 0 0 2 0 0 2 0 0 1 8
306 2 2 1 1 1 1 1 1 2 0 1 13 2 2 1 1 1 1 2 1 2 0 1 14
307 2 2 2 2 2 3 2 3 2 1 2 23 2 2 3 3 3 3 2 3 3 1 3 28
308 1 1 1 1 2 1 3 0 0 0 1 11 1 1 1 1 1 1 2 0 0 0 1 9
309 2 0 1 2 3 2 0 0 0 0 1 11 2 0 1 2 3 2 0 0 0 0 1 11
310 3 3 1 0 2 0 2 1 0 1 3 16 3 3 2 2 2 2 2 2 0 1 3 22
311 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
312 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 2 9 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 2 9
313 2 2 0 0 2 0 0 0 0 0 1 7 1 2 0 0 2 0 0 2 0 0 1 8
314 2 1 0 0 1 0 1 1 2 0 1 9 2 1 0 0 1 0 1 1 2 0 1 9
315 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 4
401 3 3 2 0 3 1 3 3 0 0 2 20 2 2 2 0 2 1 0 1 0 0 1 11
402 4 3 2 0 4 2 2 2 0 0 2 21 4 3 2 0 2 2 2 3 0 0 2 20
403 3 3 2 1 1 1 0 0 0 0 1 12 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 2 18
404 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 6 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2
405 2 1 1 0 1 1 1 1 0 0 1 9 2 1 1 0 1 1 1 1 0 0 1 9
406 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
407 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 12 2 2 1 1 2 2 3 2 1 1 1 18
409 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 7 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1
410 2 0 1 1 1 1 3 1 0 1 1 12 1 0 1 0 1 0 2 1 0 0 0 6
411 3 3 1 0 2 1 2 2 1 1 1 17 3 3 1 0 2 1 2 2 1 1 1 17
413 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 7 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 8
414 2 2 2 0 0 0 2 0 0 0 1 9 2 2 2 0 0 0 2 0 0 0 1 9
501 2 1 0 0 1 0 2 1 0 0 2 9 2 1 0 1 1 1 2 2 2 1 1 14
502 1 1 1 1 1 1 1 1 2 0 0 10 1 1 1 1 1 1 1 1 2 0 0 10
503 3 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15 2 2 1 2 1 1 2 1 1 0 1 14
504 2 3 2 1 2 1 2 3 1 1 3 21 1 0 1 0 1 1 1 2 0 0 1 8
505 3 2 2 1 2 2 2 1 1 1 2 19 3 3 2 1 2 2 2 2 2 2 2 23
506 3 3 2 2 2 0 2 2 0 0 1 17 2 2 1 2 2 2 3 3 2 1 1 21
507 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
509 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5
510 1 1 1 1 1 0 1 0 1 1 1 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11
511 2 1 0 0 0 0 2 2 0 0 2 9 3 3 2 0 0 0 3 1 0 0 0 12
512 3 2 2 2 4 2 2 3 1 1 2 24 3 3 2 3 3 3 2 2 1 1 3 26
513 2 2 1 2 1 1 2 2 1 2 2 18 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
514 2 2 1 0 2 2 2 1 1 0 2 15 2 3 2 2 2 2 2 1 1 1 2 20
515 2 2 2 2 3 2 2 1 0 1 3 20 3 2 2 3 2 2 3 2 0 1 3 23
516 2 2 1 1 1 1 2 1 1 1 2 15 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13
601 2 2 1 1 1 1 2 2 0 1 1 14 0 0 1 2 2 2 2 2 1 1 1 14
602 2 3 1 1 2 1 2 1 1 1 0 15 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 13
603 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 9 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0 1 7
605 2 2 1 1 2 2 3 2 1 1 3 20 2 2 1 1 2 2 3 2 1 1 3 20
610 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
611 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4
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ＩＤ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
実施前
合計

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
実施後
合計

612 1 1 2 2 2 2 2 1 4 2 2 21 0 0 1 1 1 1 1 0 2 1 1 9
613 2 3 2 1 1 1 3 2 1 0 2 18 2 3 2 1 1 1 3 2 1 0 2 18
614 2 2 2 2 2 2 3 3 1 1 2 22 2 2 2 2 2 2 3 3 1 1 2 22
701 2 1 1 0 0 0 2 2 0 0 1 9 2 1 1 0 0 0 2 2 0 0 1 9
705 1 1 1 1 1 1 2 1 0 0 2 11 1 1 1 1 1 1 2 1 0 0 2 11
706 2 2 0 0 0 0 2 0 0 0 1 7 2 2 0 0 0 0 2 0 0 0 1 7
708 4 4 3 2 3 2 2 1 4 1 3 29 2 2 2 2 2 2 2 2 3 1 3 23
709 2 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 8 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3
710 2 1 0 2 1 1 1 1 1 0 1 11 2 2 1 2 2 2 1 1 0 0 1 14
711 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13 3 3 1 1 1 1 0 0 1 0 1 12
712 2 2 0 0 0 0 1 2 1 1 1 10 1 0 2 0 1 1 2 1 0 0 2 10
801 1 1 1 0 3 1 3 0 0 0 2 12 0 0 1 0 2 1 2 0 0 0 3 9
802 2 3 2 2 2 1 1 1 0 0 3 17 2 2 2 1 2 1 2 1 0 0 3 16
803 1 2 1 0 1 1 2 2 0 0 0 10 2 2 1 0 1 1 2 2 1 0 0 12
804 1 2 1 0 1 1 2 2 0 0 0 10 2 2 1 0 1 1 2 2 1 0 0 12
806 2 2 1 1 2 1 1 1 0 1 1 13 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1 9
807 2 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 6 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 4
808 2 2 3 3 2 2 3 3 2 1 3 26 2 2 3 3 2 2 3 3 2 0 3 25
809 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 7 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 7
811 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0 1 7 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3
901 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13
902 1 2 2 2 2 2 2 2 0 2 2 19 1 2 2 2 2 2 2 2 0 2 2 19
903 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 12 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 12
904 1 1 1 1 2 2 1 0 0 1 1 11 1 1 1 1 2 2 1 0 0 1 1 11
905 2 2 2 2 3 1 1 1 1 1 2 18 2 2 2 2 3 1 1 1 1 1 2 18
906 3 3 1 0 1 1 0 1 0 1 3 14 3 3 1 0 1 1 0 1 0 1 3 14
907 1 1 2 1 1 1 2 2 1 1 1 14 1 0 1 1 1 1 0 2 0 1 1 9
908 2 2 2 2 2 1 2 2 0 0 2 17 2 2 2 2 2 1 2 2 0 0 2 17
909 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 6 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 6
910 3 3 2 2 2 2 2 2 2 0 3 23 3 3 2 3 2 2 1 2 1 0 2 21
911 3 3 2 3 3 3 3 2 1 1 3 27 3 3 2 2 2 3 3 2 1 1 3 25
912 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
916 4 4 4 4 4 4 4 2 0 0 3 33 3 2 3 4 2 2 4 2 0 0 2 24
917 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 17 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 17
919 3 3 0 0 0 0 0 0 0 1 1 8 2 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 6
920 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11
921 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 13 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 13
1001 2 3 2 1 2 2 2 0 0 0 1 15 2 3 2 1 2 2 2 0 0 0 1 15
1002 2 2 1 1 1 1 2 1 0 1 3 15 2 2 1 1 1 1 2 1 0 1 3 15
1003 2 2 2 2 1 2 2 2 1 1 3 20 2 2 2 2 1 2 2 2 1 1 3 20
1005 2 2 1 1 1 1 2 1 2 1 2 16 2 2 1 1 1 1 2 1 3 1 2 17
1006 2 2 1 1 1 1 2 2 1 1 2 16 2 2 1 1 1 1 2 2 1 1 2 16
1007 2 2 1 2 2 2 1 1 1 1 2 17 2 2 1 2 2 2 1 1 1 1 2 17
1008 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 14 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 14
1009 2 2 1 1 1 1 2 1 1 1 2 15 2 2 1 1 1 1 2 1 1 1 2 15
1010 2 2 1 1 1 1 3 1 2 1 1 16 2 2 1 1 1 1 3 1 2 1 1 16
1011 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1012 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
1013 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11
1014 2 2 1 2 1 1 2 1 1 1 1 15 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
1015 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2
1016 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
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ＩＤ 食事形態 ムセ 摂食 離床 表情 意思 会話 家族 交友 実施前合計 食事形態 ムセ 摂食 離床 表情 意思 会話 家族 交友 実施後合計

101 3 2 2 2 2 3 2 3 2 21 4 2 2 2 3 4 2 3 2 24
102 4 2 3 4 3 3 2 2 2 25 4 2 3 4 3 3 2 2 2 25
103 4 4 3 4 4 3 4 2 2 30 4 4 3 4 4 3 4 2 2 30
104 4 4 4 3 3 4 4 2 4 32 4 4 4 3 3 4 4 2 4 32
105 4 3 3 4 4 4 4 3 4 33 4 3 3 4 4 4 4 3 4 33
106 4 3 2 3 3 4 3 2 4 28 4 3 2 3 3 4 3 2 4 28
107 4 4 3 4 4 3 3 3 4 32 4 4 3 4 4 4 4 3 4 34
108 4 4 3 4 3 4 4 3 4 33 4 4 3 4 4 4 4 3 4 34
109 4 2 4 2 3 4 3 2 4 28 4 2 4 2 4 4 3 2 4 29
110 4 2 2 4 3 4 4 3 3 29 4 2 3 1 3 4 4 1 4 26
111 3 3 3 3 3 3 1 1 3 23 3 3 3 2 3 4 1 1 3 23
112 3 4 2 2 2 2 3 2 2 22 3 4 2 2 2 3 2 2 2 22
201 4 4 3 4 3 2 2 3 2 27 4 4 3 4 3 2 2 3 2 27
202 4 4 4 3 3 3 4 3 4 32 4 4 4 4 3 3 4 3 4 33
203 4 3 3 4 3 3 2 2 2 26 4 4 3 4 3 3 2 2 3 28
204 4 4 3 2 3 3 2 2 2 25 4 4 3 2 3 3 2 3 2 26
205 4 3 3 4 3 4 4 4 4 33 3 4 3 4 3 4 4 4 4 33
206 4 3 3 4 3 4 3 2 1 27 4 3 3 4 3 4 3 4 1 29
207 4 4 3 4 3 3 3 1 4 29 4 4 3 4 3 3 3 1 4 29
209 4 4 3 4 3 4 3 4 4 33 4 4 3 4 3 4 3 4 4 33
210 4 3 3 3 3 4 3 4 4 31 4 3 3 3 3 4 3 3 4 30
211 4 4 3 4 3 4 4 3 4 33 4 4 3 3 4 4 4 4 4 34
212 4 4 3 4 3 4 4 3 4 33 4 4 3 4 4 4 4 3 4 34
213 4 4 3 4 4 4 4 3 2 32 4 4 3 4 4 4 4 3 2 32
215 4 4 3 4 3 3 3 3 4 31 4 4 3 4 3 3 3 3 4 31
301 4 4 3 3 3 2 2 2 2 25 4 4 3 3 3 2 2 2 2 25
302 4 2 3 4 3 4 4 3 4 31 4 2 3 4 3 4 4 4 4 32
303 4 2 4 4 4 4 4 4 4 34 4 2 3 4 4 4 4 4 4 33
304 4 4 3 4 3 3 1 4 2 28 4 4 3 4 3 3 2 3 3 29
305 4 4 3 3 3 4 3 2 4 30 4 4 3 3 3 4 3 2 4 30
306 3 1 3 4 3 4 3 4 2 27 3 2 3 4 3 4 4 4 2 29
307 4 4 3 4 3 4 4 2 2 30 4 3 3 4 2 4 2 4 2 28
308 4 3 3 3 3 4 3 3 4 30 4 3 3 3 3 4 3 3 4 30
309 4 3 3 3 3 2 1 2 1 22 4 3 3 3 3 2 1 2 1 22
310 4 4 3 2 3 4 3 1 2 26 4 4 3 2 3 4 3 1 2 26
311 4 3 4 4 3 4 3 4 4 33 4 3 4 4 3 4 3 4 4 33
312 4 3 3 4 4 4 2 2 4 30 4 3 3 4 3 4 2 2 4 29
313 4 4 3 3 3 4 3 2 4 30 4 4 3 3 3 4 3 2 4 30
314 4 4 3 4 3 3 2 3 4 30 4 4 3 2 3 3 2 3 3 27
315 4 4 3 4 3 4 3 4 4 33 4 4 3 4 3 4 3 4 4 33
402 4 2 3 2 2 3 2 3 2 23 4 2 3 2 2 3 2 3 2 23
403 4 4 3 3 3 3 3 2 4 29 4 4 3 3 3 3 3 2 4 29
404 4 4 3 3 4 3 4 2 4 31 4 3 3 4 4 3 3 3 4 31
405 4 3 3 4 3 3 3 4 2 29 4 2 3 4 3 3 4 4 2 29
406 4 4 3 4 3 4 4 1 2 29 4 4 3 4 3 4 4 1 2 29
407 4 3 3 4 3 3 3 3 4 30 4 3 3 4 3 4 3 3 2 29
409 4 3 3 3 4 3 4 4 4 32 4 3 3 3 4 3 4 4 4 32
410 4 4 3 3 3 3 1 2 4 27 4 4 3 4 4 3 2 2 4 30
411 4 4 3 2 3 4 4 4 2 30 4 4 3 3 3 4 4 4 2 31
413 4 4 3 4 2 3 2 3 4 29 4 4 3 4 4 4 2 4 4 33
501 4 4 3 4 2 1 3 2 4 27 4 4 3 4 2 1 3 2 4 27
502 4 4 4 3 4 4 3 1 4 31 4 4 4 4 4 4 3 1 4 32
503 4 4 3 2 3 3 3 3 4 29 4 4 3 2 3 3 3 3 4 29
504 4 4 3 4 4 4 4 4 4 35 4 4 3 4 4 4 4 4 4 35
505 4 4 3 2 1 2 2 3 2 23 4 4 3 2 3 3 2 3 2 26
506 2 4 3 3 3 4 3 2 2 26 4 4 3 3 3 4 3 2 2 28
507 4 4 3 4 3 4 4 3 4 33 4 4 3 4 3 4 4 3 4 33
509 4 4 3 3 3 4 3 3 2 29 4 4 3 3 3 4 3 3 2 29
510 4 4 4 2 3 4 4 3 4 32 4 4 4 2 3 4 4 3 4 32
511 4 4 3 4 3 4 4 3 2 31 4 4 3 4 3 4 4 3 2 31
512 4 4 3 4 3 3 3 1 2 27 4 4 3 4 3 3 3 1 3 28
513 4 4 3 3 3 3 4 3 4 31 4 4 3 3 3 3 4 4 4 32
514 3 4 3 2 3 3 2 2 2 24 3 4 3 3 2 3 3 2 2 25
515 3 3 3 3 2 2 1 1 1 19 3 2 3 3 3 3 1 1 2 21
516 3 3 3 4 3 3 4 3 4 30 3 3 3 4 3 3 4 3 4 30
601 4 4 3 3 3 3 3 2 2 27 4 4 3 3 3 3 3 2 2 27
602 4 4 3 4 3 4 3 3 2 30 4 4 3 4 3 4 3 3 2 30
603 4 4 3 3 4 4 4 3 4 33 4 4 3 4 4 4 4 3 4 34
604 4 4 3 4 4 4 1 - 4 28 4 4 3 4 4 4 1 - 4 28
605 4 3 3 2 3 4 3 4 4 30 4 3 3 2 3 4 3 4 4 30
606 4 3 2 4 4 4 4 4 4 33 4 3 3 4 4 4 4 4 4 34
607 4 4 3 3 3 4 3 2 4 30 4 4 3 4 3 4 3 2 4 31
608 4 4 3 4 3 4 - - 2 24 4 4 3 4 4 4 - - 4 27
610 4 3 3 4 3 4 4 2 4 31 4 3 3 4 3 4 4 2 4 31
611 4 4 4 4 3 4 3 3 4 33 4 4 3 4 3 4 3 3 4 32
612 4 3 3 2 1 2 1 1 2 19 4 3 3 2 3 3 3 1 2 24
613 4 4 3 3 3 4 4 3 4 32 4 4 3 3 3 4 4 3 4 32
614 4 4 3 4 3 3 4 3 4 32 4 4 3 4 3 3 4 3 4 32
615 3 2 3 1 3 4 3 1 2 22 3 2 2 1 3 4 3 1 2 21
701 4 4 3 4 3 4 4 4 4 34 4 4 3 4 3 4 4 4 4 34
702 4 4 2 1 2 3 1 1 1 19 4 3 1 1 3 4 3 1 2 22
705 4 4 4 2 3 4 4 4 2 31 4 4 4 3 3 4 2 2 2 28
706 4 1 3 3 3 4 3 2 2 25 4 1 3 3 3 4 3 2 2 25
708 4 3 3 3 3 3 3 3 4 29 4 3 3 3 4 4 3 3 4 31
709 4 3 3 4 3 4 3 1 4 29 4 3 3 4 3 4 3 1 4 29
710 4 2 4 3 3 3 1 2 2 24 4 2 4 4 3 4 2 3 4 30
711 3 3 3 4 3 3 4 4 4 31 3 3 3 4 3 3 4 3 4 30
712 4 4 3 4 3 3 4 3 3 31 4 4 3 4 4 4 4 4 4 35
801 1 3 1 1 2 3 1 2 3 17 1 3 1 1 3 3 2 3 3 20
802 4 3 3 4 3 4 3 1 2 27 4 3 3 4 3 4 3 1 2 27
803 4 4 3 3 3 4 2 3 2 28 4 4 4 4 3 4 2 3 2 30
804 4 4 3 2 3 3 2 2 2 25 4 4 3 2 3 3 2 2 2 25
805 4 4 3 2 3 3 2 2 2 25 4 4 3 2 3 3 2 2 2 25
806 4 4 3 3 3 4 3 4 4 32 4 4 3 3 3 4 3 4 4 32
807 4 3 3 3 2 3 3 2 2 25 4 3 3 3 3 3 3 2 4 28
808 4 4 3 3 3 4 4 2 4 31 4 3 3 4 4 4 4 4 4 34
809 4 3 3 2 3 4 1 3 4 27 4 3 3 3 3 4 3 3 4 30
811 4 4 3 3 4 4 4 4 4 34 4 4 3 4 4 4 4 4 4 35
901 4 4 3 4 4 4 4 4 4 35 4 4 3 4 4 4 4 4 4 35
902 4 4 3 4 4 4 4 3 4 34 4 4 3 4 4 4 4 3 4 34
903 4 4 3 4 4 3 4 3 4 33 4 4 3 4 4 3 4 3 4 33
904 4 4 3 3 3 3 4 3 2 29 4 4 3 3 3 3 4 3 2 29
905 4 4 3 2 3 4 3 1 1 25 4 4 3 2 4 4 3 1 2 27
906 4 4 3 2 3 3 4 3 2 28 4 4 3 3 4 3 4 4 2 31
907 4 4 3 3 4 4 4 3 4 33 4 4 3 3 4 4 4 4 4 34
908 4 4 3 2 2 3 3 1 2 24 4 4 3 2 2 3 3 2 2 25
909 4 4 3 3 3 3 3 3 4 30 4 4 3 3 3 3 3 3 4 30
910 4 4 3 3 2 2 2 2 2 24 4 4 2 4 3 2 2 2 2 25
911 3 2 1 1 3 2 1 1 1 15 3 2 1 1 3 2 1 1 1 15
912 4 4 3 3 4 4 2 2 4 30 4 4 3 3 4 4 2 2 4 30
916 4 3 1 1 2 2 2 1 1 17 4 3 2 2 3 3 2 2 1 22
917 3 4 2 2 3 3 3 3 1 24 3 4 2 3 3 3 3 3 1 25
919 4 3 3 4 3 4 4 3 2 30 4 3 3 4 3 4 4 3 2 30
920 4 4 3 4 3 4 3 3 4 32 4 4 3 4 3 4 3 3 4 32
921 4 4 3 1 3 4 3 3 2 27 4 4 4 4 4 4 4 3 4 35
1001 4 3 3 2 3 3 4 3 2 27 4 3 3 2 3 3 2 3 2 25
1002 4 3 3 2 3 2 2 2 2 23 4 3 3 2 2 2 2 2 2 22
1003 4 3 3 2 2 2 1 1 2 20 4 3 3 2 2 2 1 1 2 20
1005 4 3 3 1 3 3 3 2 2 24 4 3 3 1 3 3 3 2 2 24
1006 4 4 3 2 2 2 3 1 3 24 4 4 3 2 3 3 3 1 3 26
1007 4 3 3 3 3 3 3 1 4 27 4 3 3 3 3 3 3 1 4 27
1008 4 3 3 1 3 4 4 2 2 26 4 3 3 1 3 4 4 2 2 26
1009 3 2 3 1 2 2 2 2 1 18 3 2 3 1 2 2 2 2 1 18
1010 1 - - 1 2 2 1 2 2 11 1 - - 1 2 2 1 2 2 11
1011 4 3 3 3 4 4 1 1 4 27 4 4 4 4 4 4 3 3 4 34
1012 4 4 3 4 3 4 1 1 4 28 4 4 4 4 4 4 1 1 4 30
1013 4 4 3 4 3 4 4 4 4 34 4 4 3 4 3 4 4 4 4 34
1014 4 4 4 4 4 4 4 3 4 35 4 4 4 4 4 4 4 3 4 35
1015 4 4 3 4 4 4 3 1 4 31 4 4 3 4 4 4 3 1 4 31
1016 4 4 3 4 4 4 4 4 4 35 4 4 3 4 4 4 4 4 4 35
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ＩＤ 体調 食事 睡眠 排泄 気分 痛み 恐怖 愉しみ
自己
実現

効果
実感

実施前合計 体調 食事 睡眠 排泄 気分 痛み 恐怖 愉しみ
自己
実現

効果
実感

実施後合計

101 1 2 2 2 4 3 2 1 1 2 20 1 2 3 1 3 4 1 2 2 4 23
102 3 2 4 4 4 2 2 3 1 4 29 3 3 4 4 4 1 3 3 1 4 30
103 3 3 4 3 3 3 2 3 2 4 30 3 4 4 3 3 3 2 3 2 4 31
104 4 4 3 4 4 2 3 4 2 3 33 4 4 3 4 4 2 3 4 2 3 33
105 2 4 4 4 4 2 3 3 3 3 32 3 4 4 4 4 2 3 3 3 3 33
106 2 1 3 1 3 3 2 2 1 3 21 3 1 3 2 3 3 2 2 1 3 23
107 4 4 4 4 4 3 3 4 3 4 37 4 4 2 4 4 3 3 4 4 4 36
108 3 4 3 4 3 2 4 4 3 4 34 3 4 2 4 3 2 3 4 4 4 33
109 3 2 2 4 4 3 3 2 1 3 27 4 3 2 4 4 3 1 1 1 3 26
110 2 3 4 2 4 2 3 3 3 3 29 2 3 4 4 4 2 3 3 4 4 33
111 3 4 3 4 4 3 1 2 3 3 30 2 3 3 4 3 3 1 3 3 4 29
112 3 3 4 4 3 4 2 1 1 1 26 4 4 3 4 4 4 3 3 3 2 34
202 4 4 4 4 4 3 1 4 3 2 33 4 4 4 4 4 2 1 4 3 2 32
203 3 4 4 4 4 3 1 4 2 4 33 3 4 4 4 4 3 1 3 2 4 32
204 4 3 4 4 4 1 3 3 2 1 29 4 3 4 4 4 2 4 3 2 1 31
205 3 3 4 4 4 1 4 2 2 3 30 3 4 2 4 4 1 3 2 3 3 29
206 3 4 4 4 4 1 2 4 4 4 34 4 4 4 4 4 1 2 4 4 2 33
207 2 4 4 2 3 2 2 2 2 2 25 2 4 4 3 3 2 2 2 2 2 26
209 3 4 3 3 4 2 1 3 3 3 29 3 4 3 3 4 2 1 3 3 3 29
210 3 2 2 4 4 1 2 3 3 3 27 3 2 3 4 4 1 2 3 2 3 27
211 4 4 3 3 4 2 2 2 2 4 30 3 4 3 3 4 2 2 2 2 4 29
212 3 2 3 3 4 2 2 2 1 3 25 3 3 3 4 4 2 2 3 1 3 28
213 3 4 2 4 4 2 2 3 2 4 30 3 4 2 4 4 2 4 3 3 4 33
215 2 4 2 1 3 3 3 3 1 3 25 3 4 3 1 3 3 2 3 1 3 26
301 3 3 3 3 3 1 3 2 3 3 27 3 3 2 3 3 1 3 2 3 3 26
302 3 3 3 2 3 2 3 3 2 3 27 2 4 3 4 2 1 4 3 1 3 27
304 3 3 3 3 3 3 2 2 1 3 26 3 3 3 3 3 3 1 2 1 3 25
305 3 3 4 3 2 3 2 3 1 3 27 3 3 4 3 2 3 2 3 1 3 27
306 4 4 4 4 4 1 2 3 2 4 32 4 4 4 4 4 1 2 3 3 4 33
307 3 3 4 3 3 3 3 3 2 2 29 4 4 3 4 4 2 2 2 2 3 30
308 3 3 3 3 2 2 2 2 2 4 26 3 4 3 3 3 2 2 2 2 4 28
309 3 3 4 3 3 3 1 2 2 2 26 3 3 4 3 3 2 1 2 2 2 25
310 3 4 4 3 4 1 3 3 3 4 32 3 4 4 3 4 1 3 3 3 4 32
311 3 4 4 4 4 3 1 3 2 3 31 3 4 4 4 4 3 1 3 2 3 31
312 2 3 3 3 1 2 3 2 2 3 24 2 3 3 3 1 2 3 2 2 3 24
313 3 3 4 3 2 3 2 3 1 3 27 3 3 4 3 2 3 2 3 1 3 27
314 2 4 3 3 3 3 3 2 2 3 28 2 4 3 3 3 3 3 2 2 3 28
315 3 4 4 4 4 4 2 4 4 3 36 1 4 4 4 4 4 2 4 4 3 34
402 3 4 2 4 3 4 1 2 1 4 28 3 3 2 4 3 3 1 2 1 4 26
403 3 3 3 2 3 1 3 3 3 3 27 3 3 3 2 3 1 2 3 3 3 26
404 3 3 4 3 3 3 3 4 3 3 32 3 4 4 2 3 3 3 4 4 3 33
405 3 4 4 4 3 3 3 3 2 2 31 3 4 4 4 4 3 3 3 3 3 34
406 3 3 4 4 4 2 3 2 3 3 31 4 4 2 4 4 1 2 2 3 3 29
407 3 4 3 2 2 1 1 4 3 3 26 3 3 2 2 4 3 1 4 3 4 29
409 3 4 3 3 3 1 3 3 3 3 29 2 4 3 3 3 1 3 3 3 3 28
410 3 3 3 2 3 1 1 3 2 2 23 3 3 3 2 3 1 1 3 2 3 24
411 2 4 3 3 4 2 4 1 2 3 28 3 4 4 3 4 2 4 1 2 4 31
413 2 2 4 3 2 1 3 2 3 2 24 3 4 4 3 4 1 1 4 4 2 30
501 4 3 3 3 3 4 3 2 1 2 28 4 3 3 3 3 4 3 2 1 2 28
502 2 3 2 2 3 3 3 2 1 3 24 3 3 2 2 3 3 2 2 1 3 24
503 3 3 4 2 3 1 2 3 1 3 25 3 3 4 2 3 1 2 3 1 3 25
504 3 3 4 2 4 1 3 2 2 3 27 3 3 4 2 4 1 2 3 2 3 27
505 2 3 3 3 3 2 2 2 2 2 24 2 3 3 3 3 2 2 2 2 2 24
506 2 3 3 2 2 3 2 3 1 3 24 2 3 2 4 3 3 3 3 2 3 28
507 3 4 3 3 4 3 2 3 2 4 31 3 4 4 2 4 2 2 3 3 4 31
509 4 4 3 3 3 2 2 3 2 4 30 4 4 3 3 3 2 2 3 2 4 30
510 4 4 4 4 4 3 1 4 3 4 35 4 4 4 4 3 3 1 4 3 4 34
511 3 4 3 4 3 1 2 4 4 4 32 3 4 3 4 3 1 2 4 4 4 32
512 4 4 4 4 3 1 1 4 3 4 32 4 4 4 4 4 1 1 3 3 3 31
513 2 3 2 2 3 4 3 1 1 3 24 3 3 2 3 3 3 3 2 2 3 27
514 2 3 3 3 4 2 2 3 4 3 29 3 3 3 3 3 3 3 2 3 3 29
515 2 2 4 3 3 1 2 3 1 2 23 2 2 4 2 2 1 1 2 2 3 21
516 2 4 2 3 3 3 4 3 3 4 31 3 4 2 3 3 2 4 3 3 4 31
601 3 4 4 3 4 1 1 2 3 2 27 3 4 4 3 4 1 1 2 2 2 26
602 3 3 2 2 4 3 3 3 2 2 27 3 4 3 2 4 1 3 2 3 2 27
603 3 3 4 3 4 1 3 2 3 4 30 3 4 4 3 4 1 2 2 3 4 30
604 3 3 3 1 2 4 3 3 1 4 27 3 3 3 1 3 3 3 3 2 4 28
605 2 3 3 3 3 3 2 3 2 4 28 3 4 3 3 3 3 3 3 2 4 31
606 3 2 2 3 2 3 1 3 3 2 24 3 4 3 3 3 1 1 3 3 3 27
607 3 3 2 4 3 3 3 2 2 4 29 2 3 2 4 3 3 3 3 3 4 30
608 3 3 2 3 3 3 2 3 3 4 29 3 3 3 3 3 3 2 4 4 4 32
610 2 2 3 4 2 1 3 2 2 3 24 2 2 3 3 2 2 3 2 2 2 23
611 4 4 4 3 4 1 4 4 4 4 36 3 4 3 3 4 2 3 4 4 4 34
612 1 3 3 3 3 2 2 3 2 4 26 1 3 3 3 3 2 2 2 2 4 25
613 2 3 3 4 2 4 4 3 4 2 31 2 3 3 4 2 4 4 3 4 2 31
614 3 4 4 3 4 1 3 3 2 3 30 3 4 4 3 4 1 3 3 2 3 30
615 3 4 4 3 3 3 2 3 1 2 28 2 3 4 3 3 3 3 3 1 2 27
701 3 4 4 3 3 2 2 3 2 3 29 3 4 4 3 3 2 2 3 2 3 29
702 1 1 3 3 1 4 4 1 1 1 20 3 4 2 3 3 3 2 3 2 2 27
705 3 3 3 3 2 3 3 3 2 3 28 3 3 2 2 2 2 3 3 2 3 25
706 3 4 3 3 4 3 3 3 2 3 31 3 3 3 3 3 3 2 2 3 3 28
708 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 28 3 3 3 2 3 2 3 3 2 3 27
709 2 2 2 2 2 3 3 2 1 3 22 2 3 2 2 3 3 3 2 1 3 24
710 3 3 2 2 3 3 3 2 3 3 27 3 4 2 2 3 2 3 2 2 3 26
711 3 4 4 2 3 2 3 3 2 3 29 3 4 4 2 3 2 2 3 2 4 29
712 2 3 2 2 3 2 2 2 2 3 23 4 4 3 4 4 1 3 3 2 4 32
801 3 4 4 3 3 1 1 1 1 3 24 4 4 4 4 4 1 1 2 2 3 29
802 3 4 3 4 3 2 1 2 2 3 27 3 4 3 4 4 2 2 2 2 3 29
803 3 3 3 2 3 2 2 2 2 3 25 3 4 3 3 3 1 1 3 2 4 27
804 2 3 2 2 4 1 3 2 2 2 23 3 3 2 2 4 2 3 2 2 3 26
805 3 3 4 3 3 2 3 2 3 3 29 3 3 4 3 4 3 2 3 3 3 31
806 3 3 4 4 2 1 4 3 1 4 29 3 3 4 4 3 1 3 3 1 4 29
807 2 2 3 3 3 4 3 2 2 3 27 2 3 3 3 3 4 3 2 2 3 28
808 2 3 2 3 3 4 3 3 2 4 29 3 4 2 4 3 4 2 3 3 4 32
809 3 2 4 3 3 3 1 3 2 4 28 3 3 4 4 4 3 1 3 3 4 32
811 3 3 4 3 3 1 2 4 3 4 30 3 4 4 3 3 1 3 4 2 4 31
901 4 4 4 3 3 3 1 2 4 3 31 4 4 2 3 4 1 1 4 2 3 28
902 4 4 4 4 4 1 1 3 3 3 31 4 4 4 4 4 1 1 3 3 3 31
903 4 4 4 4 4 1 2 3 3 3 32 4 4 4 4 4 1 2 3 3 3 32
904 3 3 2 3 3 2 2 2 3 2 25 2 3 2 3 3 3 2 2 2 2 24
905 3 3 4 4 3 2 1 3 2 3 28 2 3 3 4 4 2 1 3 3 4 29
906 2 4 4 3 3 3 1 2 2 3 27 2 4 4 3 3 2 1 2 2 3 26
907 4 4 4 4 4 1 1 4 2 3 31 3 4 4 4 4 2 1 4 2 3 31
908 2 4 4 4 3 1 1 2 2 1 24 3 4 4 4 3 1 1 2 2 1 25
909 3 3 3 3 4 1 1 3 2 3 26 3 3 3 3 4 1 1 3 3 3 27
910 2 2 3 2 2 2 2 2 2 2 21 2 3 3 3 2 2 2 2 2 2 23
911 3 2 3 1 4 1 1 1 1 2 19 3 3 3 1 4 1 1 1 1 2 20
912 3 3 4 2 1 2 1 1 2 3 22 4 3 4 2 3 2 1 2 2 3 26
916 1 1 1 1 1 1 4 1 1 2 14 2 2 2 2 1 1 2 2 2 2 18
917 2 3 4 3 2 2 3 2 2 3 26 3 3 4 4 2 2 3 2 2 4 29
919 2 4 2 4 3 3 1 2 1 2 24 2 4 3 4 3 3 2 2 1 2 26
920 1 3 3 2 3 4 3 3 1 3 26 2 3 3 3 3 4 3 3 2 3 29
921 2 3 3 3 2 4 3 2 2 2 26 3 4 4 4 3 3 3 3 3 4 34
1001 2 4 4 3 3 3 3 2 1 2 27 3 3 4 3 4 2 2 2 1 2 26
1002 3 3 4 2 3 3 2 3 3 3 29 3 3 4 2 3 3 2 3 3 3 29
1003 3 4 4 3 3 2 2 2 1 3 27 3 4 4 3 3 2 2 2 1 3 27
1005 3 3 3 2 3 3 2 2 2 3 26 3 3 3 2 3 3 2 2 2 3 26
1006 3 3 3 3 3 2 2 2 2 3 26 3 3 3 3 3 2 2 3 2 3 27
1007 3 3 3 3 3 3 3 2 2 3 28 3 3 3 3 3 3 3 2 2 3 28
1008 2 2 2 3 2 3 3 2 2 2 23 3 3 3 3 3 2 3 2 2 2 26
1009 2 3 3 2 3 3 3 1 1 2 23 2 3 3 2 3 3 3 1 1 3 24
1010 3 - 3 3 3 3 2 2 1 3 23 3 - 3 3 3 3 2 2 1 3 23
1011 3 3 3 4 4 2 2 4 3 4 32 4 4 3 4 4 2 2 4 3 4 34
1012 3 3 3 4 4 3 2 4 3 4 33 3 3 3 4 4 2 2 3 3 4 31
1013 4 4 3 4 4 1 2 4 4 4 34 4 4 3 4 4 1 2 4 4 4 34
1014 3 4 4 4 3 3 3 3 4 4 35 4 4 4 4 4 3 4 3 4 4 38
1015 3 4 4 3 4 2 1 3 4 3 31 4 4 4 3 4 3 1 3 4 3 33
1016 2 4 4 4 4 3 2 4 4 3 34 3 4 4 4 4 3 2 4 4 3 35
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職種
経験年数
（職種）

Q10-1 Q10-2 Q10-1 Q10-2 Q10-3 Q10-4

ＯＴ 14 1 3 1 3 2
ＰＴ 10 3 2 3 2 2
ＰＴ 9 3 4 3 4 2
ＯＴ 13 3 2 3 2 3
ＯＴ 13 3 2 3 2 2

ＰＴ 19 3 3 3 3 3
ヒアリングで現状維持もリハビリ効果と聞き、維持も効果だと考えられる
ようになった。利用者様も「維持できているのはリハビリのおかげ｝といわ
れ、自分自身の考えが変わり、自信を持って対応している。

ＯＴ 10 3 3 3 3 2
ＯＴ 12 3 1 4 3 3 効果というより、ニーズの掘り起こしの大切さを感じた。
ＯＴ 2 3 3 3 3 3

ＯＴ 11 3 4 3 4 3
今回は、口頭のみでなく、体操メニュー表、実施記録を作り渡したところ、
本人が確実に取りくみ、日課となり可動性が保たれている。必要性を認
識してもらい、自主的に行うことがよい結果につながった。

ＰＴ 14 4 4 4 4 3 お互いに目標を確認できたことで、モチベーションを高めることができた。

ＯＴ 8 1 2 4 2 3

維持期で長くサービスを利用していると、目標があいまいになってくること
がある。しかし、一度見直すことで、改めてニーズを把握し、アプローチを
行うことにより、表情や精神状態の変化、ＱＯＬの向上へつなげられると
いうことを改めにて認識した。

ＰＴ 32 3 4 3 4 2
ＯＴ 5 1 2 1 2 3 長期の方でも目標の再確認が必要と感じた。
ＰＴ 12 3 3 3 4 2
ＰＴ 9 1 2 1 2 3
ＯＴ 8 3 3 3 3 2
ＳＴ 6 4 4 4 4 2
ＰＴ 7 4 4 4 4 2
ＯＴ 28 3 3 3 3 1
ＰＴ 6 4 4 4 4 2

ＰＴ 3 3 2 3 2 3
利用者の変化だけでなく家族の生活の変化も見ることが大事だと思いま
した

ＰＴ 1 4 4 4 4 3
リハビリの効果について今までは身体機能やADLの変化にめがいってい
ましたが、モデル事業を実施し、利用者の意欲の変化も見ていくことが大
切ということを学びました。

ＰＴ 16 3 3 3 3 1
ＰＴ 22 4 4 4 4 1
ＰＴ 15 1 2 1 3 2
ＰＴ 19 3 3 3 3 2
ＰＴ 4 3 3 3 3 2

ＰＴ 19 3 4 4 4 3
利用者の状態は変化するため、変化に応じてプログラムや対応を行わな
いと、活動意欲をも低下させる。まずは、利用者本人の目標を受けいれ、
達成できるように頑張る姿勢をとることが非常に大切であることを感じた。

ＰＴ 12 2 3 2 3 3
今回、具体的な目標を掲げてリハビリに取り組むことで、情報を共有する
ことを強く意識しましたし、目標を達成する為に質の良い連携が必要だと
感じました。連携の重要性を再確認できたと思います。

ＯＴ 19 3 4 3 4 3
ＰＴ 4 4 4 4 4 2
ＯＴ 9 4 3 4 3 1

ＰＴ 19 3 2 4 2 3

今回の評価を行うことで、利用者の思いを更に確認できることができた。
漫然とリハビリを実施することにならないように気を付けているが、このよ
うな評価を行うことで目標を明確にしやすくなり、リハビリの効果を説明で
きる足がかりになると感じた。

ＯＴ 23 3 4 3 3 3

今回のケースは、利用開始と調査の開始のタイミングが良く機能の改善
が見られました。しかし、利用者様のニーズの実現という面ではアプロー
チに至っていません。デイケア中のリハビリだけで実現できるものではな
いので、利用者様の変化に応じ、今まで以上に家族や他サービスへの情
報提供、他職種との連携を図ることが必要と感じています。

ＰＴ 9 3 3 4 3 2
ＯＴ 7 4 2 4 4 2
ＯＴ 5 3 4 3 4 2
ＰＴ 3 4 4 3 4 2

ＯＴ 10 3 3 3 3 3
具体的な目標を明確にすることで、アプローチが行いやすく、また、他リハ
スタッフや他職種とも連携をとり易いと感じた。

ＯＴ 9 1 2 3 3 3
リハビリに対する効果が得られ患者自身が変わるためには、手をかえ品
をかえ説明
していくしかないと思った。

ＰＴ 8 1 3 3 3 3

長期的に関わる方等は、目標への達成度評価などが、少しずつ薄れて
いってしまう傾向にあるので、このような多角的な評価を定期的に実施し
ていくことは有効だと感じました。利用者とセラピストが問題点や普段抱
えている思いに気付くきっかけになった。

ＰＴ 7 4 2 3 2 2
効果として明確な変化が表れていなくても、定期的に本人や家族の思
い、目標を聞き共有することで、お互いに再度目標等を確認することがで
き、リハビリを続ける意義を保ちながら継続していけると思った。
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職種
経験年数
（職種）

Q10-1 Q10-2 Q10-1 Q10-2 Q10-3 Q10-4

ＰＴ 3 1 2 3 2 2
ＰＴ 22 3 3 3 3 2

ＰＴ 11 1 2 1 2 3

トイレに行く際に不安とのことなので、動作を確認し、いくつかの方法を提
案し、利用者が良いと思う方法を実施することとなった。その中で、今後
検討する予定。また、以前紹介していた福祉用具を思い出して利用して
みることとなった。

ＯＴ 6 3 2 3 2 2
ＰＴ 7 4 2 4 2 2
ＰＴ 6 3 3 3 2 3 家族の介助量も聞くことが大切だと思った。
ＰＴ 10 3 2 3 2 2

ＰＴ 9 3 3 3 3 3
細かい動作を嫌がる方だったが、散歩の目標を持つことで歩容について
の指導も聞いてくれるようになった。目標で意欲に変化がある事がわか
りました。

ＯＴ 7 2 4 3 4 3
少しずつ本人様の意識に変化が見られ始めたので、アプローチしていく内
容も「トライ」してみる内容を盛り込んでいけるようになった。

ＰＴ 28 3 3 4 3 4

以前は社交的であったが、最近は外出が少なく、他人との交流も消極的
になっていた。また、気分にムラがあり、庭仕事を集中して行い、その後
数日間寝込んでしまうことなどが多かった。自分で出来る事も家族（妻）
に行なってもらい、ベッドで臥床することが増えていた。
外出や庭仕事を一緒に行うことで仕事量を調整出来るようになり寝込む
ことも少なくなった。発語も多く表情も良いことが多くなっており、特に近
隣の人と会話すると、満面の笑みで昔話や農業の話をされている。生活
動作も自分で行うことが増えており、家族の介護量も軽減傾向となった。

ＰＴ 9 4 3 4 3 3

身体面の変化を中心に考えていたが、趣味活動への関わりで、生活の
張りや、やりがいを感じてもらうことができた。そのことから、本人の希望
でされる身体面へのプログラムが勿論大切であるが、ご本人の思いに沿
う形でリハビリを取り入れることも必要であると感じた。

ＰＴ 12 3 3 3 3 2

ＰＴ 2 3 4 3 4 3
リハビリにおける理学療法士としての関わりは、単に日常生活動作につ
ながるだけでなく、利用者様それぞれの心理的な充足感にもふれられる
ようなプログラムやゴール設定が必要であると感じるようになりました。

ＯＴ 13 2 4 4 4 4

利用者本人や家族の思う生活、介護状態近づけることが、生活期のリハ
ビリの仕事であることが分かり、その効果を数字として残すことが社会的
に求められていると分かりました。フォーマットに従い残せば、ケアチーム
で情報を共有しやすいと認識できました。また、評価に時間はかかります
が、その過程が利用者、家族にとってリハビリ目的の理解を深め、結果、
効率的に効果が得られると思えました。

ＰＴ 12 3 3 3 4 2

ＰＴ 11 2 3 3 4 3
在宅でのリハビリ（特に生活期）は利用者自体に大きな変化はないよう
に思っていったが、目標を改めて立てることで利用者、家族のモチベー
ションを引き出すことに繋がるということに気付かされた。

ＳＴ 26 3 3 4 4 3
もともと生活リハビリへの意識を持って活動しているつもりですが、目標
への関わりで時間を要していることを感じました。今回、期間を区切った
取り組みでしたので、更に意識的な働きかけができた気がします。

ＰＴ 13 2 4 2 4 2
ＯＴ 8 3 2 3 3 3 本人・家族の満足度もリハビリ効果には重要になるという点
ＰＴ 11 2 4 3 4 2
ＰＴ 6 3 4 3 4 3 リハビリの効果は本人の希望以外に家族の希望が反映される点

ＰＴ 20 3 1 4 3 4
生活の目標を本人。家族と共有することで、達成感をともに得ることがで
きた。

ＰＴ 8 3 2 4 4 3

FIMなどの点数上は大きな変化がなくても、日常生活でできること（例：ト
イレの移乗）の回数が増えること、家族の介護負担の改善が普段の会話
から実感できた。そのため、リハビリはＦＩＭ等の数値を改善させるだけの
ものではないと考えが変化した。

ＰＴ 3 4 4 4 4 3
生活空間を拡大させることは本人のモチベーションを上げるために、重要
であると再度考えさせていただきました。

ＰＴ 27 3 4 4 4 3

多職種と目標を共有することで多職種からの相乗効果が期待できる症例
もみられる。もし痛みを訴えても、心配のない痛みであれば関わる皆から
前向きに物事を進めてくれる。移動手段の統一や呼吸困難感の対応の
一貫性があれば患者も前向きになっている。

ＰＴ 16 1 3 3 3 3
機能、能力面に変わりはなくても、日々利用者側の要望は変わっている
のではないか、という視点が強くなった。訴えることは同じでも、もう少し
寄り添って考えてみたい。

ＰＴ 13 1 2 1 2 2
週１回訪問リハビリを行う程度では、維持することが限度のように思え
る。家族の協力が必要であるが、家族との関係がしっかりしていないとな
かなか進めるのは困難。

ＰＴ 35 2 3 3 3 3
時々、「いつまで生きとるとやろうか？」「早う迎えが来んとかね」などと言
われる方であったが、年賀状を出してくれた。そして返事が来たことを笑
顔で話してくれた。

ＰＴ 8 3 3 3 3 2

リハビリ専門職への質問集計結果 ② 
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